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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　屋や敷しきは炎ほのおに包まれていた。

　美しい白はく亜あの壁かべも、優美な尖せん塔とうも、豪ごう華かな家具や内装も燃えていた。

　木材の爆はぜる音に混じって、逃にげまどう使用人たちの悲鳴が聞こえた。

　噴ふき上がる猛もう火かが、夜空を赤く染めている。

　廊ろう下かは黒こく煙えんに覆おおい尽つくされ、ほとんど完全な闇やみと化していた。濃のう密みつな闇の切れ間から、灼しやく熱ねつの炎の色だけが、閃せん光こうのように射さしこんでくる。

　そのわずかな光だけを頼たよりに、屋敷の主人は逃げていた。

　負傷した脚あしを頼りなく引きずり、恐きよう怖ふに顔を引きつらせながら必死で逃げていた。

　そんな彼の表情に、かすかな安あん堵どが広がった。

　ようやく少しだけ煙けむりが晴れて、吹ふき抜ぬけの広間が見えたのだ。

　広間を抜ければ出口がある。炎もまだそこまでは達していない。外に出られる。助かるのだ。

　歓かん喜きの声とともに走り出そうとして、男はそこで足を止めた。

　炎に照らされた逆光の中、ゆっくりと近づいてくる影かげに気づいたのだ。

　影は、若い女性の姿をしていた。素す肌はだに薄うすい下着をまとっただけの娘むすめだ。

「おお……おまえも無事だったか、フローレンス！」

　彼女に歩み寄りながら、男が言った。

「ええ、お父様」

　娘は小さく頷うなずいた。一いつ瞬しゆんの炎が、微ほほ笑えむ彼女の横顔を照らし出す。

　娘の右手には、一冊の本が抱だかれていた。

　東洋風の意い匠しようを施ほどこした古い本だ。

　そして彼女の左手は、重そうな荷物を引きずっている。

「何をしている、フローレンス。早く逃げ……」

　娘を急せかそうとした男の言葉が、不意に途と切ぎれた。近づいてくる彼に合わせて、娘が左ひだり腕うでを高く振ふり上げたからだ。

　彼女の手に握にぎられていたのは、斧おのだった。薪まき割わりに使う小型の斧だ。

　呆ぼう然ぜんと目を見開く男の身体からだに、それは吸いこまれるように振り下ろされた。

「なっ……」

　右みぎ肩かたに激しい衝しよう撃げきを覚えて、男が呻うめいた。

　信じられないものを見るような目で、彼は自分の身体に突つき刺ささった斧を見る。

　娘が乱暴に斧を引き抜いて、噴き出す鮮せん血けつにまみれながら男は倒たおれた。

　燃えている絨じゆう毯たんに飛び散った血が、燻くすぶって嫌いやな臭においをまき散らした。

「な……なぜだ、フローレンス……？」

　男が恐怖に潤うるんだ瞳ひとみで、娘を見上げた。

　娘は何も答えなかった。美しい微笑みを浮うかべたまま、再び斧を振り下ろす。斧は男の頭ず蓋がいを割り、彼はそれきり動かなくなった。

　それを見ても娘は表情を変えなかった。

　彼女の口から、甲かん高だかい笑い声が漏もれ出しただけだ。

　娘は斧を投げ捨てると、床ゆかに転がっていた瓶びんを拾い上げ、その中身を男に振りかけた。

　油の臭いが広がって、つんと鼻を衝ついた。

　男の身体はたちまち炎に包まれて、異い臭しゆうを放ちながら赤々と燃え上がる。

　娘は、そのまま振り返りもせずに屋敷を出た。

　そして夜闇の中へと消えていく。

　右腕に本を抱いたまま。

　華はなやかな笑い声を響ひびかせて──







　第一話「荊いばら姫ひめ」
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　長い上り坂が続いていた。

　雑草に覆われた険しい山道だ。

　道はひどく荒あれている。路面は硬かたく、起き伏ふくが激しく、木もく片へんや砂じや利りが転がって歩きにくい。剝むき出しになった岩場が高低差を作って、油断するとすぐに足を取られてしまう。

　周囲は鬱うつ蒼そうとした森に囲まれていた。かろうじて馬の蹄ひづめの跡あとは残っているものの、こんな道を通る者が滅めつ多たにいるとは思えない。

　そんな荒こう廃はいした山奥の道を、若い男女の二人組が歩いていた。

　どことなく場ば違ちがいな印象の二人だ。

　男の歳は二十歳そこそこ。革かわ製せいのフロックコートをまとい、雑ざつ囊のうを背負った青年だった。

　訓練された兵士のような歩き方だったが、粗そ暴ぼうな雰ふん囲い気きは感じられない。育ちの良さを感じさせる、生き真面まじ目めそうな顔つきの若者だ。

　そんな彼のすぐ後ろを、小こ柄がらな少女が歩いている。歳はせいぜい十二、三といったところ。精せい緻ちな陶とう器き人形に似た、信じられないほど綺き麗れいな娘である。

　レースのヘッドドレスでまとめた髪かみは、腰こしまで届く艶つややかな黒くろ髪かみ。

　大きな瞳の色も、夜の闇やみのような漆しつ黒こくだ。

　東洋人の血が濃こいのだろうか。特とく徴ちよう的な色の肌はだは蜂はち蜜みつを溶とかしたミルクのように滑なめらかで、まるで高価な磁器を見ているようでもある。

　身につけた衣装も漆黒だった。

　中世の騎き士しの典礼衣装を思わせる、ドレスとも甲かつ冑ちゆうとも呼べない奇き妙みような衣装だ。

　スカートの裾すそは幾いく層ものフリルでゆったりと膨ふくらみ、リボンで編み上げたウエストは壊こわれ物のように細い。その輪りん郭かくを包む金属の手甲や腰鎧が、レースで飾かざり立てた布地に不釣つり合いで少し異様だった。

「飽あきた」

　その黒衣の少女が、軽く息を弾はずませながらぼそりと呟つぶやいた。

　小鳥の囀さえずりに似た美しい声だが、どこか拗すねたような響きがあった。無反応な青年の背中に向かって、彼女は早口でまくし立てる。

「飽きたのです、ヒューイ。疲つかれたのです。脚あしもだるいし、お腹なかも空すいたのです。なぜ私が、このような辛つらい思いをしてまで、こんな未開の山道を登らなければならないのですか。重力に逆らうのは、バカと煙けむりのすることなのです。もしかしておまえはバカなのですか」

「道が悪くて車が入れなかったんだから、仕方ないだろ」

　ヒューイと呼ばれた青年は、やれやれと溜ため息いきをつきながら振ふり向いた。ぶすくれた顔の少女を眺ながめて苦く笑しようし、

「それに、この村を調べろと言い出したのはきみのほうじゃないか、ダリアン」

「……これほどまでに山奥のド田い舎なかにあるとは聞いてなかったのです。こんなところに本当に人が住んでいるのですか？」

「いちおう荷馬車が通れる道くらいはあるって話だったんだけどね」

「馬どころか、さっきからサル一匹ぴき見かけないのです。おまえ以外は」

　ダリアンと呼ばれた黒衣の少女が、辛しん辣らつな口調で言い放つ。

　実際、ひどい道だった。細く曲がりくねって、勾こう配ばいもきつい。昼間だというのに薄うす暗ぐらく、うっかり森の中に迷いこむと、その先が崖がけになっていたりする。

「まさか、またしても道に迷ったのですか。おまえの方向感覚はどこまでポンコツなのですか」

「そんなしょっちゅう道に迷ってるみたいに言わないでくれ」

　ヒューイが不満げに表情を歪ゆがめた。

「場所は合ってるはずなんだ。迷子になるような分かれ道があったわけでもないし、この山は間ま違ちがいなくカラボス氏の領地だよ……麓ふもとの村が空っぽだったのが気になるけどさ」

「あれは、どう見ても廃はい村そんだったのです」

　ダリアンが無表情に呟きながら、自分たちの背後を振り返る。

　ここからでは見えないが、山の麓には小さな村があった。小麦畑と果樹園に囲まれた、ごくありふれた農村だ。しかし、そこに住民は誰だれ一人いなかった。建物や家財をそのまま残して、村人だけが忽こつ然ぜんと姿を消していたのだ。

「ひとつ前の町で道を教えてくれた警官は、そんな話はしてなかったんだけどね」

　ヒューイが困こん惑わくの口調で言う。

「あの警官が噓うそをついてるのでなければ、村が廃すたれたのは、つい最近ってことになるけど……よくわからないな。疫えき病びようや災害に見み舞まわれたという感じでもなかったし。村ぐるみでどこかに引っ越こすにしても、収しゆう穫かく期きの前に村を出て行く理由はないだろ」

「どうでもいいですが、お腹が空いて疲れたのです。どうにかするのです、ヒューイ」

　深刻な顔のヒューイを無視して、ダリアンがきっぱりと主張する。

「どこかで休きゆう憩けいするかい？　日が暮れると何かと厄やつ介かいだから、その前に目的地に辿たどり着きたかったんだけど──」

　ヒューイは、やれやれと首を振りながら、空を見上げた。時間的にはまだ昼間だが、高い尾お根ねに囲まれた山の夕暮れは早い。日にち没ぼつまであと二、三時間といったところだろう。

「わかったのです。仕方ないので、おんぶで手を打つのです」

　ダリアンは短く溜息をついて、つい、と偉えらそうに顎あごを上げた。ヒューイは呆ぼう然ぜんと目を瞬しばたたき、

「え？」

「私のことをおんぶさせてやると言っているのです。この寛かん大だいな私の心に感謝しながら、さっさとそこに跪ひざまずくのです」

　ヒューイは、そんなダリアンの姿をしばらく無言で眺めていたが、

「あのさ、僕はさっきから、きみのぶんの荷物まで持たされているんだけど……」

　背中の荷物を指さして、いちおう反論を試みる。しかしダリアンは意に介かいした様子もなく、

「それがどうかしたのですか？」

　ヒューイが不満げに顔をしかめた。

「この荷物けっこう重いんだが、いったい何が入っているんだ？」

「本です。万一の場合に備えての」

「……本!?　なんで山登りするのに本なんか持ってきたんだ？」

　啞あ然ぜんとするヒューイを、ダリアンは冷ややかに見返した。

「なんという馬ば鹿か者。本も持たずに山に入って、遭そう難なんしたときにどうするつもりなのですか？」

「遭難したときに本が何の役に立つんだ？」

「道に迷ったときに無む闇やみに動き回って体力を消しよう耗もうするのは、愚おろか者のやることなのです。おまえはそんなことも知らないのですか？」

「そのくらいは知ってるけど……それと本と何の関係が？」

　混乱しているヒューイを見上げて、ダリアンが堂々と胸を張る。

「本があれば、山の中でじっとしてても退たい屈くつせずに済むではないですか」

　ヒューイはしばらく動きを止めたあと、満面の笑みで、

「……捨ててもいいかな、この荷物」

「何を言っているのですか、この胴どう長なが！　人がせっかく親切に説明してやったというのに！」

「わかったよ。せめて本を捨てるか、おんぶかどっちかにしてくれ」

　誰が胴長だ、と呻うめきながらヒューイは嘆たん息そくした。

　するとダリアンはめずらしく微笑みを浮うかべ、

「安心するのです、ヒューイ。その荷物は、おまえの代わりに私が持ってやるのです。だからおまえは大人しく私をおんぶすればいいのです」

　ヒューイはうんざりと目を細めて言った。

「きみ、僕のことを本気で馬鹿だと思っているだろ？」

「む……なぜわかったのですか？」

　少し驚おどろいた様子で眉まゆを寄せるダリアン。ヒューイはそんな彼女を置き去りにして、そのまま歩き出そうとした。そしてふと足を止めた。

　ヒューイたちの前方、曲がりくねった山道の途と中ちゆうに誰かが立っていた。

　見慣れない服装の若い女性だ。

　複雑な模様を描えがいたターバンで髪かみをまとめ、古い民族衣装のようなケープを羽織っている。左手に、蔓つるを編んで作った小さなかごを持っており、その中身は摘つみたての野草のようだった。

「あら」

　ヒューイたちに気づいて振ふり返り、彼女は驚いたような表情を浮かべた。怪あやしげな雰ふん囲い気きの余所よそ者に対する、ごく自然な反応だった。

　ヒューイはなるべく愛あい想そうよく微ほほ笑えんで、こんにちは、と明るく挨あい拶さつする。

「きみは、この先の村の住人？」

「ええ、まあ……村というほど立派な集落ではありませんけど」

　そう言って女はぎこちなく頷うなずいた。それから警けい戒かいするような表情を浮かべて、

「あなた方は？　私たちの集落に何か……？」

「うん。実はちょっと人を捜さがしているんだけど」

「……村人の誰かの知り合いですか？」

「いや、そういうわけじゃないんだが」

　ヒューイが困ったように眉を寄せた。女がますます表情を硬かたくする。

「正確に言うと、本を捜しているんだ。その人が持っているはずの本を……」

「本？」

　女は、はっきりと不ふ審しん者を見る目つきでヒューイを睨にらんだ。こんな山奥の村を訪ねてきた理由が、本を捜すためというのでは、信じてもらえないのも当然だった。

　ヒューイは途と方ほうに暮れた表情で、背後に隠かくれているダリアンを振り返った。

　しかし黒衣の少女は無言のまま、ケープの女を睨んでいた。怯おびえた小動物のような姿だった。

　そんなダリアンの人見知りが伝でん染せんしたのか、ケープの女も怯えたように何歩か後ずさった。下手に言葉をかけようものなら、悲鳴を上げて逃にげ出しそうな雰囲気だ。

　緊きん張ちように満ちた沈ちん黙もくが訪おとずれた。

　その沈黙を破って、きゅるきゅる、と動物の唸うなり声に似た異音が聞こえてきた。

　高まった緊張感を台無しにする、見事に間の抜ぬけた音だった。

　ハッと自分のお腹なかを押さえた黒衣の少女の頰ほおが、見る間に赤く染まっていく。

　異音の発生源はダリアンだった。さっきから空腹を訴うつたえていたダリアンのお腹が鳴ったのだ。

　紅潮した顔を伏ふせたまま、ダリアンは動かない。

　ヒューイは唇くちびるを固く結んで、必死で笑いを嚙かみ殺している。

　ケープの女はしばらく呆ぼう然ぜんとダリアンを見ていたが、やがて何が起きたのか理解して、唐とう突とつに噴ふき出した。笑い出すのを堪こらえようとして耐えきれず、その反動で声が漏もれる。

　鬱うつ蒼そうとした森に囲まれた山道に、明るい笑い声が弾はじけて広がった。
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　坂道をさらに歩き続けると、何の前まえ触ぶれもなく不意に視界が大きく開けた。

　山と村の境界を隔へだてるものなど何もなく、森を抜けると、いきなり民家の家並みが現れる。

　自然の景色と一体化した、小さな村だった。想像していたよりも広い土地だが、民家の数はせいぜい十五戸かそこらだ。

　家はあちこちに点在して、その周辺を小さな畑が囲んでいる。山やま肌はだの斜しや面めんに牧草地が広がり、放牧されている家か畜ちくの姿が見えた。

　村の中に平地は少なかった。緩ゆるやかな起き伏ふくの丘きゆう陵りようが続いて、あちこちが急な断だん崖がいになっている。住みやすい地形とはいえなかったが、村の景色は美しかった。

　濃こい緑に覆おおわれた斜面を、夕ゆう陽ひが眩まばゆく照らしている。

　細い道の両りよう脇わきには、何種類もの野草が一いつ斉せいに花を咲さかせていた。

「綺き麗れいな村だな」

　ヒューイは素す直なおな感想を洩もらした。

「何もないところですけど」

　ケープ姿の女は、そう言って、はにかむように微笑んだ。

　慣れない山歩きで疲つかれていたダリアンを見かねて、家で休んでいくように誘さそってくれたのは彼女だった。ターリアと名乗った彼女は、この集落で一人暮らしをしているのだという。

　ターリアはヒューイたちを案内して、村の中央にある石造りの家に向かっていた。

　どうやらそこがターリアの住居らしい。特に大きな建物ではないのだが、村のほかの家屋に比べて明らかに古く、門や柱に不思議な意い匠しようが施ほどこされている。彼女のケープと同じ紋様だ。

「きみは、この村の村長か何かなのか……ターリア？」

　怪け訝げんな表情でヒューイが訊きいた。ターリアは微笑んで首を振り、

「いいえ。私はただの薬草師です」

「薬草師？」

「はい。あとは、たまに祭司の真似まね事も。このような集落では、聖書の文字を読める者も多くはありませんから」

「ああ……なるほど」

　ヒューイは得心したように頷うなずいた。

　薬草師とは、薬の材料となる草そう根こん木もく皮ひを集め、それらを売り、あるいは病人に処方する人々だった。このような山奥の小さな集落では、先祖代々の民間療りよう法ほうの知識を持つ彼らは、今でも医師代わりとして貴重な存在だ。

　彼らは薬草の知識とともに、古い民間信しん仰こうを伝承していることも多かった。ターリアの服の奇き妙みような紋もん様ようは、おそらく古代の呪まじないの名残なごりなのだろう。

　実際、ターリアの住居の中は、いかにも薬草師の家という雰ふん囲い気きだった。

　壁かべ一面の棚たなに無数の薬品壺つぼが並べられ、干した草や木の根が吊つられている。そして薬草について記した古い本が、埃ほこりを被かぶって無造作に置かれていた。

　ダリアンは興味深そうに家の中を見回し、勝手に本に手を伸のばそうとして、そしてぴたりと動きを止めた。彼女が見つめていたのは、素す焼やきの器うつわに入ったターリアの食事の残りだった。砂糖をまぶした揚あげパンである。

　ダリアンは、そのまま揚げパンを睨んで固まった。唇をだらしなく半分開けて、おあずけをくらった犬のような情けない表情を浮うかべている。

「あの、よかったら……どうぞ」

　そんなダリアンの様子に気づいて、ターリアが言った。ダリアンは一いつ瞬しゆん、明るく瞳ひとみを輝かがやかせ、しかし何事もなかったかのように咳せき払ばらいすると、おもむろに揚げパンに手を伸ばした。そしてターリアに一礼して、それから猛もう然ぜんとパンにかじりつく。

　見るからに嬉うれしそうなダリアンの背中を眺ながめて、ターリアは微ほほ笑えんだ。

　その間、ヒューイは窓の外に目を向けていた。何も見なかったことにするつもりなのだ。
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「……もしかして、村長の家をお捜さがしですか？」

　ヒューイの行動を見て誤解したのか、ターリアが気き遣づかうように訊いてきた。

「いや、そういうわけじゃないんだ」

　少し慌あわててヒューイは首を振ふった。

「ただ、ちょっと確かく認にんしたかったんだけど、この村の領主はジョン・カラボス氏で間ま違ちがいないのかな。彼が、このあたり一帯の山の持ち主だと聞いたんだけど」

　ヒューイの質問に、ターリアは頷いた。

「ええ、それはたしかに。この村にも、いちおう領主様の別べつ荘そうはありますし……」

「だったら、カラボス氏の町屋や敷しきで起きた事件のことは、この村にも伝わっているのかな？」

「領主様のお屋敷で、事件……ですか？」

　ターリアが、戸と惑まどうように首を傾かしげてヒューイを見た。ヒューイは少し目を伏ふせて、

「カラボス氏は半年ほど前に亡なくなったんだ。屋敷の火事でね」

「領主様が亡くなられた……!?　まあ……」

　ダリアンのために湯を沸わかそうとしていたターリアが、驚おどろいて薬缶ケトルを落としそうになる。

「大きな火事だったんだ。屋敷は全焼だった。彼の家族や使用人を含ふくめて、二十人近くが命を落とした。火事の原因はわかっていないけど、放火ではないかとも噂うわさされてる」

「放火？」

　ターリアが小さく息を吞のんだ。ヒューイは意外そうに眉まゆを寄せ、

「本当に知らなかったのか……この村には連れん絡らくはなかったのかい？」

「いえ、何も……領主様を最近お見かけしないとは思っていましたけど、お嬢じよう様も何も仰おつしやってませんでしたから……」

　ターリアの言葉に、ヒューイは怪訝な表情を浮かべる。

「お嬢様というのは？」

「フローレンス様は領主様のお嬢様です。以前から、こちらの別荘に滞たい在ざいしておられます」

「カラボス氏の娘むすめさんが……？　彼女は今もこの村にいるのか？」

「はい。私たちが直接お話しするような機会はほとんどありませんが、窓越ごしにお姿を見かけることはありますわ。お綺麗な方ですよ」

「…………」

　ヒューイはしばらく息を止めて、無言で考えこんでいた。それから長い溜ため息いきを吐はき出した。

「そうか……あの噂は本当だったんだな」

「噂？」

「僕の知り合いの知り合いが、カラボス氏の屋敷に出入りしていた商人でね。彼女のことを、この山の麓ふもとの村で見かけたって話していたらしいんだ。ひと月ほど前のことだけど……」

「はあ……」

　ヒューイの説明に、ターリアはきょとんとした顔になる。

　この集落から麓の村までは、たしかに険しい坂道だが、馬を使えば数時間で往復できる距きよ離りだ。カラボス氏の娘が、退たい屈くつしのぎに麓の村まで出で掛かけたとしても、何も不思議なことはない。そんなふうに思ったのだろう。

　しかしヒューイは、声を低くして真顔で言った。

「彼女は、カラボス氏の屋敷に火をつけて、彼を殺した犯人ではないかと疑われているんだよ」

「お嬢様が……？」

　ターリアは驚いたように短く呻うめき、そしてすぐに笑って首を振った。

「まさか。そんなはずはありませんわ。だってお嬢様は、もう何年も前からこちらにお住まいでしたのよ。もともとお身体からだが弱くていらっしゃるので、療りよう養ようのためだと……」

「それでも、町屋敷に戻もどれないわけじゃなかったんだろ？」

　ヒューイは、感情のこもらない声で言った。ターリアは猜さい疑ぎに満ちた瞳でヒューイを睨にらみ、

「あなた方は警察ですか？　もしや、お嬢様を捕とらえるために？」

「いや、違ちがう。そうじゃないよ」

　ヒューイは苦笑して肩かたをすくめた。

「最初に言ったろ。僕たちは本を捜しているんだ」

「本、ですか？」

　ターリアが肩かた透すかしされたような表情で訊きき返す。ヒューイはゆっくりと頷うなずいて、

「通つう称しようは〝深き緑の書〟……カラボス氏が東洋から持ち帰ったという貴重な本でね。彼の屋敷と一いつ緒しよに燃えてしまったと思われていたんだが……さっき話した商人がそれを目もく撃げきしたらしい。カラボス氏の娘さんを見かけたときに、彼女がそれらしいものを持っていたと」

「……その本を調べるために、わざわざこんな山奥まで？」

　ターリアは、なおも疑わしげな声で訊いた。

「まあ、いろいろ事情があってね」

　ヒューイは少し投げやりな口調で言った。

「……領主の別荘というのは、どこにあるのです？」

　それまで黙もく々もくと揚あげパンを食べ続けていたダリアンが、不意に口を開いた。

　ターリアは虚きよを衝つかれたように振り向いて、

「それは、北の森のほうに……」

　薬草師の娘が視線を向けたのは、北側の斜しや面めんに面した窓だった。

　彼女の言うとおり、鬱うつ蒼そうと広がる森の近くの丘きゆう陵りように、建物がぽつりと一いつ軒けんだけ立っていた。時計塔とうのある背の高い屋や敷しきだった。

　ヒューイたちが、その建物の存在にすぐに気づかなかったのは、屋敷全体が森の木々と同じ緑色に覆おおわれていたからだ。

　煉れん瓦が造りの建物の壁かべにも、それを取り囲む高い塀へいにも、蔓つる草くさがびっしりと巻きついている。

　そのせいで背後の森の景色と同化して、建物の輪りん郭かくがすっかり曖あい昧まいになってしまっていた。

　別べつ荘そうを覆っている植物の正体は、どうやら荊いばらの蔓らしい。貴族趣しゆ味みの領主が別荘に薔薇ばらなどを植えるのはめずらしいことではないが、それにしても尋じん常じようではない蔓草の量だ。

「あれが別荘？」

　荊まみれの奇き妙みような屋敷を眺ながめて、ヒューイは訊いた。

「はい……ですが、できれば近寄らないほうがいいと思います」

　ターリアが少し困ったような顔で忠告してくる。

「なぜだい？　お嬢様は気難しい方なのかな？」

「いえ……そういうわけではありませんけど、あのあたりは地元の者でも迷いやすい地形で、あの別荘を訪ねてそのまま帰ってこなくなる者が多いのです」

　ターリアの言葉に、ヒューイは呆あきれ顔で首を振ふった。

「カラボス氏は、なんでそんな場所に別荘を建てたんだ……？」

「さあ……誰だれも出入りできないということはないのでしょうが、もともと、お嬢様はほとんどあの別荘から外に出ることのない方ですし……もしかしたら不ふ埒らちな侵しん入にゆう者を防ぐために、あえてそのような土地を選ばれたのかもしれません」

　ターリアの説明を聞きながら、ヒューイは窓辺に近づいて屋敷を観察した。

　灰色の煉瓦の壁が夕ゆう陽ひを浴びて、鮮あざやかな赤色に染まっていた。荊の蔓は時計塔の頂上にも巻き付いて、美しい模様を描えがいている。

　時計塔の窓は開いていた。

　塔の中は暗くて見えないが、光の反射で、窓辺に立っている女性の姿がうっすらと見えた。豪ごう奢しやなベルベット風のドレスを着た若い女だ。

「残念ながら、眠ねむり姫ひめってわけじゃなさそうだが……彼女が幻げん書しよの持ち主なのか、ダリアン？」

　ヒューイが少しおどけた口調で訊いた。ダリアンは何も答えない。

　ターリアは、そんな二人を不思議そうに見つめて、呟つぶやいた。

「……幻書？」
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　ターリアの家に荷物を預けて、ダリアンとヒューイは村の散策に出で掛かけた。

　夕陽はすでに西の稜りよう線せんに沈しずんで、残照が空を赤く染めている。すっかり薄うす暗ぐらくなった畔あぜ道を、畑仕事を終えた農夫が歩いていた。よく日焼けした、精せい悍かんな顔立ちの男だった。

「こんばんは」

　鍬くわを担いだ若い農夫に、ヒューイが会え釈しやくする。農夫は、怪あやしげな姿のヒューイたちを見ても、特に警けい戒かいもせずに笑い返してきた。

「やあ。みない顔だね。ターリアが連れてきた学者さんってのは、きみたちか」

「学者？」

　ヒューイが困こん惑わくして訊き返す。自宅にヒューイたちを案内する途と中ちゆう、ターリアが何人かの村人と話をするのは見ていたが、まさかそんな噂うわさが広まっているとは知らなかった。

　農夫は少し不思議そうな顔をして、

「違うのかい？　なんとかって本を探しにきたんだろ？」

「ああ、ええ……何かご存じですか？」

「いや。このあたりでまともに本が読めるのは、領主様の別べつ荘そうにいる連中か、ターリアくらいだからな。ガキの頃ころに習ったような気もするけど、俺は文字なんてとっくに忘れちまったよ。ここには新聞売りも来ないからな」

　そう言って農夫は豪ごう快かいに笑った。

「けど、あんたたちも物好きだな。めずらしい本を読んだからって、腹が膨ふくれるわけじゃないだろうに」

　ヒューイは軽く肩かたをすくめて頷うなずいた。

「ええ、まあ……あまり美味おいしいものではないですね。山羊以外には」

　農夫は、ヒューイのつまらない冗じよう談だんにも、ひとしきり大げさに笑ってみせた。

「面おも白しろいな、あんたら。気に入ったよ……ところで、こんな時間にどこに行くんだい？」

「北の森まで行こうと思っているんですが」

　ヒューイは正直に目的地を告げた。べつに噓うそをつく理由もなかったからだ。

　それに、こんな小さな村では、余所よそ者はどうしても目立ってしまう。ヒューイたちの行動が隠かくし通せるとは思えない。

「領主様の別荘か……そうか、本を探しに来たんだもんな」

　農夫は、特に咎とがめる様子もなく頷いた。

「けど、今夜はもうやめておいたほうがいいと思うぜ」

「なぜです？」

「あの別荘に明かりが灯ともってるのは滅めつ多たにみないんだ。田い舎なかの夜は暗いからな。お嬢じよう様も早くにお休みになるんだろうさ。こんな山奥にいらしてるのも、お身体からだの静養のためって話だしな」

「なるほど……」

「それに下手にあの別荘に近づいて、帰ってこられなくなっても知らないぜ。なにせあそこは、荊いばら姫ひめの城だからな」

「ターリアも、同じことを言ってました」

　ヒューイはそう言って微び苦く笑しようを浮うかべた。農夫は納なつ得とくしたように目を細め、

「だろうな。ターリアの家には泊とめてもらえるのかい？　よかったらうちに来ないか？　本はないが、酒ならあるぜ」

「お酒？　自家製ですか？」

　ヒューイが少し意外そうに訊きいた。村の中には、酒を売るような店はない。

　農夫は腕うでを組んで、記き憶おくを辿たどるような表情を浮かべ、

「いや、もらいものだよ。ん……と、誰だれにもらったんだっけな……？　まあいいや。俺の家は、あの丘おかの上にあるから、気が向いたらいつでも遊びに来てくれ」

「ありがとう」

　ヒューイは丁てい寧ねいに礼を言って、農夫と別れた。ダリアンと二人で、再び暗い畔道を歩き出す。

「しかし……妙みような村だな」

　農夫の姿が見えなくなったのを確かく認にんして、ヒューイはぼそりと口を開いた。

「自給自足ができるほどの人口があるとは思えないのに、外部との交流の気配がほとんどない。麓ふもとの村が空っぽになってたのも、気づいていないみたいだったしね……そのくせ寂さびれてるって感じでもない。異常ってほどじゃないけど、よくわからないな」

「それだけではないのです」

　ダリアンが硬かたい声で呟つぶやいた。

「気づいていますか、ヒューイ。この村には老人や子どもが一人もいないのです」

　ヒューイはハッとして、農夫と別れた方角を振ふり返る。

　建物の様子から判断する限り、この村は決して新しい集落ではない。歴史のある古い村だ。それなのに老人の姿がないのは少し奇き妙みようだ。ここに来る途中で見かけた農夫たちやターリアは、皆みな、働き盛りの若い世代だった。

「そうか……この村に感じていた違い和わ感かんの正体はそれか」

「麓の村にいるのは身体の衰おとろえた老人ばかりだと、最初の町で会った警官は言っていたのです。そこからさらに山奥に入ったこの村の人間だけが、なぜこうも若いのですか？」

　ダリアンが独り言のように問いかけてくる。

「だけど、住人たちが隠し事をしているようには見えなかったな。僕らに対して、必要以上に警戒してるって感じでもなかった……余所者がめずらしいってのはあるんだろうけど」

　ヒューイが、釈しやく然ぜんとしない表情を浮かべて言った。ダリアンは無表情に丘の上を眺ながめた。

「たぶん彼らは何も知らないのです。もし知ってる者がいるとすれば……」

「荊の城のお姫様か」

　夕ゆう闇やみの空に屹きつ立りつする時計塔とうを見上げて、ヒューイは低く呟いた。

　荊に覆おおわれた別荘の姿は、背後の森と一体化して、静せい寂じやくの中でいっそう不気味に感じられた。
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　ターリアや農夫が語っていたとおり、別べつ荘そうの周囲の地形は、ひどくわかりづらかった。道が土ど砂しや崩くずれで途と切ぎれたり、大きな段差で行き止まりになっていたりする。

　結局、予想の何倍もの時間をかけて、ヒューイたちはようやく別荘の前に辿り着いた。

　そして門の前に立つなり、二人は顔をしかめた。

　高い塀へいに囲まれた鉄製の門。そこにも無数の荊が巻きついて、人々の出入りを阻はばんでいる。

　その密集した荊に搦からめ取られて、灰色に輝かがやいているものがあった。

　人の死体だ。

　色いろ褪あせた服を着て、空中に吊つり下げられた本物の人骨。干涸からびた人間の白骨死体が、荊に巻きつかれたまま野ざらしにされている。それもまとめて数人分だ。

「門飾かざりのつもりだとしたら、なかなかいい趣しゆ味みをしているのです……」

　ダリアンが冷ややかな口調で言った。

「この死体、新しいな。肉は削そげ落ちているけど、服はそれほど傷いたんでない……死んでから、まだ何年も経たっていないはずだ。服装からすると屋や敷しきの使用人ってところか……」

　ヒューイは冷静に分ぶん析せきする。
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　現在の死体の状じよう況きようからでは、荊いばらの生長で死体が空中に持ち上げられたのか、それとも誰かが、生きたまま彼らを荊の蔓つるに縛しばりつけたのか、判断できない。

　ただひとつ確実に言えるのは、門の前に死体を放置しているような屋敷の住人は、まともな感性の持ち主ではない、ということだ。

「どうする、ダリアン？　とりあえずこの荊をどうにかしないと、屋敷の中に入れそうにないんだが……？」

「知れたこと。ぶち破るのです。ちょうど手て頃ごろな道具も落ちているのです」

　ダリアンは表情を変えずに言った。彼女が指さした死体のちょうど足あし下もと近くに、一いつ挺ちようの斧おのが転がっていた。おそらく、荊に囚とらわれた仲間を助けようとした誰かの持ち物だったのだろう。

　その斧がここに落ちているということは、助けにきた人間も仲間と同じ運命を辿ったのかもしれない。あまり縁えん起ぎのいい斧とは呼べそうになかった。

「ぶち破るって……僕がやるのか」

　ヒューイは渋しぶ々しぶと斧を拾い上げた。

　そして意外に危なげのない手つきで、門を覆っていた荊の蔓へと振り下ろす。斧の刃は先さきには錆さびが浮ういていたが、斬きれ味はそれほど鈍にぶっていなかった。蔓はあっさりと引きちぎれて、ヒューイたちの前に道を開いた。

　農夫が語っていたように、屋敷に明かりは灯ともっていなかった。白骨死体の脇わきを通り抜ぬけ、ヒューイたちは屋敷の玄げん関かんへと向かった。

　玄関の扉とびらに鍵かぎはかかっていなかった。ヒューイが無造作に取っ手を引くと、扉はかすかな軋きしみ音を残して、あっさりと開いた。屋敷の中は暗かった。ヒューイはポケットから軍用のオイルライターを取り出し、松たい明まつ代わりに火を灯す。

「人の気配はなし……か。そのわりにはやけに小こ綺ぎ麗れいだな」

　玄関ホールを見回して、ヒューイは言った。

　絨じゆう毯たんの上にはうっすらと埃ほこりが積もっていたが、人が争った形けい跡せきは残っていない。家具も荒あらされてはいなかった。

　ほんの数カ月だけ持ち主が留守にしていた別荘だといわれたら、素す直なおに信じたかもしれない。屋敷の周囲を覆い尽つくす荊と、門の前に放置された死体がなかったら──の話だが。

　ヒューイは斧を引きずりながら、ライターを掲かかげて階段を上った。時計塔に続く階段だ。

　時計塔の上の展望室には、この別荘の主である荊姫──フローレンス・カラボスがいるはずだった。ほんの数時間前、ヒューイはその目で、彼女の姿を見ているのだ。

　しかし展望室に辿たどり着いたところで、ヒューイは驚おどろいたように足を止めた。

　そこには、たしかに女の姿があった。

　高価そうなドレスを着た、髪かみの長い女だ。領地である小さな村を見下ろすように、荊の蔓に覆われた窓辺に立っている。年の頃ころはおそらくターリアと同じくらい。美しい女性だったのだろう。彼女がもし生きていたのなら。

「これは……」

　ヒューイが部屋の中を見回して呻うめいた。

　女は、たしかに窓辺に立っていた。ただし彼女の腰こしから上だけが──

　女の下半身は、何者かに無惨に切り落とされて、ソファの上に転がされていた。

　彼女の首や両りよう腕うでも、ドレスを着たままの胴どう体たいから、乱暴に引きちぎられていた。

　そして切断された死体の部品に、天てん井じようから伸のびた荊が巻きついて、それらを空中に吊り上げている。彼女が生きているように見えたのは、荊の蔓のせいだった。バラバラになった女の首や胴体が、荊の蔓で、操あやつり人形のように窓辺に吊り下げられていたからだ。

「彼女がフローレンス嬢じよう……なのか？」

　窓辺の死体に歩み寄って、ヒューイが嘆たん息そくする。

　確かく認にんするまでもなく彼女は死んでいた。死体はカラカラに干涸らびていたが、衣類の色褪せ具合から判断する限り、それほど古い死体とは思えなかった。せいぜい、死後数カ月から半年といったところだろう。表にあった死体とほぼ同じ時期に作られたものだ。

「自殺というわけじゃなさそうだな」

　床ゆかに飛び散った血けつ痕こんを見下ろして、ヒューイは言った。ダリアンが無感動に同意する。

「是イエス。死体の脚あしが自分でソファに座ったのでなければ、彼女は誰だれかに殺されたのです」

「カラボス氏の屋敷に火をつけたのと、同じ犯人の仕し業わざなのか……いや」

　自問するように呟つぶやいて、ヒューイは首を捻ひねった。根本的な矛む盾じゆんに気づいたのだ。

「だったら麓ふもとの村で目もく撃げきされたフローレンス嬢は何者なんだ？」

　この部屋にあるフローレンス・カラボスの死体は、おそらく死後半年近くが経たっていた。

　しかし生きたフローレンスが麓の村で目撃されたのは、ほんのひと月前のことだ。

　目撃者はカラボス家と古い付き合いのある商人であり、情報の信しん憑ぴよう性せいは高い。見み間ま違ちがいとは考えにくかった。

「死んだはずの人間が、生きて出歩いてるというわけか。まさか、それが〝深き緑の書〟の力なのかい、ダリアン？」

「否ノウ」

　黒衣の少女はきっぱりと首を振ふった。

「死人は本を読まないのです。〝深き緑の書〟などという幻げん書しよが本当に存在するのだとしたら、その持ち主は彼女以外の誰かなのです」

「……彼女を殺して、幻書を奪うばった人間がいるってことか」

　ヒューイが険しい表情で言った。ダリアンは淡たん々たんと言葉を続けた。

「あるいは幻書の持ち主は、もともとこの女ではなかったのかもです」

　ヒューイが困こん惑わく気味に訊きき返す。

「フローレンス嬢じゃない？　だったら誰が……？」

「可能性があるのは一人しかいないのです。そんなこともわからないのですか、おバカ」

「え？」

　啞あ然ぜんとするヒューイを、ダリアンは軽けい蔑べつの入り混じった表情で見返し、

「さっきの農夫が言っていたのです。この村で本が読めるのは、別荘の関係者以外では、一人だけだと」

「そうか……ターリア」

　ヒューイが掠かすれた声で言った。

「だけど、どうして彼女が……!?」

「それは私にもわからないのです……でも、この村に幻書があるのは間違いないようです」

　黒衣の少女はそう呟いて、窓の外へと目を向けた。

　無表情な彼女の頰ほおの色が、血の気をなくしたように白い。

　窓まど枠わくに切り取られた夜空を背景に、何かがざわざわと波打っていた。

　それは荊いばらの蔓つるだった。赤く輝かがやき始めた月光の下で、濃こい緑色の荊の蔓が、まるで生き物のように蠢うごめいて、ヒューイたちのいる別べつ荘そうを取り囲もうとしていた。




　　　　５




　荊の蔓は展望室の窓を覆おおい尽つくして、ガラスを砕くだいた。割れた窓や煉れん瓦がの隙すき間まから、無数の蔓が侵しん入にゆうしてきて伸びてくる。

「これが幻書の能力か……！」

　額にうっすらと汗あせを浮うかべて、ヒューイが訊いた。ダリアンは無防備に立ち尽くしたまま、

「植物を操作する幻書……ですか。興味深いのです。でも、それにしては……」

「感心してる場合じゃない。とりあえず外に出よう！」

　近づいてきた蔓を斧おので振り払はらいながら、ヒューイは叫さけんだ。名残なごり惜おしそうにしているダリアンを無理やり急せかして、暗い階段を駆かけ下りる。

「うっ……!?」

　玄げん関かんホールまで辿り着いたところで、ヒューイは呻き声を漏もらした。

　風を切り裂さく音とともに飛んできた荊の蔓が、ヒューイの右みぎ脚あしに鞭むちのように巻きついたのだ。

　続けざまに飛来した何本かの蔓を、ヒューイは床に転がってギリギリかわした。最初に脚に巻きついた蔓を、斧で切断しながら立ち上がる。

　直前までヒューイが倒たおれていた場所にも、数本の蔓が伸びてきて激しくのたうった。

　ヒューイの反応が一いつ瞬しゆんでも遅おくれていれば、荊の蔓に全身を搦からめ取られて、身動きできなくなっていただろう。もはや疑う余地はない。この別荘を覆い尽くす荊は、明白な敵意をもってヒューイたちを狙ねらっている。

「なるほど……門の前で死んでいた使用人たちも、こうやって殺されたのですね」

　ダリアンが感心したように呟いた。

「だから、納なつ得とくしてる場合じゃないって！」

　彼女の小こ柄がらな身体からだを抱かかえ上げ、ヒューイはホールの窓へと向かった。玄関から正面の門へと続く通路は、すでに完全に荊の蔓に埋うめ尽くされている。

　蔓の密度が薄うすい場所を選んで、ヒューイは窓を叩たたき割った。黒衣の少女を抱だいたまま窓枠を乗り越こえ、そのまま中庭へと飛び降りる。

　殺さつ到とうしてくる荊の蔓に向けて、ヒューイは苦し紛まぎれに斧を投げつけた。無数の蔓に絡からまれて、斧の柄えがメキメキと砕け散った。そんなものに捕とらえられたら、人間の身体などひとたまりもない。ヒューイはダリアンを抱えたまま、逃にげ道を探して走り出す。

　幸いにも、煉れん瓦が積づみの一部が崩くずれていたおかげで、塀へいを乗り越えるのは簡単だった。別荘の敷しき地ちの外に脱だつ出しゆつして、ヒューイはようやく安あん堵どの息を吐ついた。

　荊の蔓は今や別荘を完全に覆い尽くして、ひとつの巨きよ大だいな生物のように蠢いていた。しかし、さすがに敷地から遠く離はなれてしまえば、それ以上は追ってこられないらしい。荊は、おそらく侵入者を閉じこめるための罠わなであり、追つい撃げきする能力は与あたえられていないのだ。

　ヒューイは荒あらくなった呼吸を整えながら、抱えていたダリアンを地面に下ろした。

　荷物のように抱えて運ばれたせいか、ダリアンは不満げな表情を浮かべていた。が、彼女の口から文句は出なかった。

　黒衣の少女は無言のまま、目の前に広がる牧草地の斜しや面めんを睨にらんでいる。

　彼女の視線の先には、奇き妙みような衣装を着た人の姿があった。

　髪かみにターバンを巻き、民族衣装風のケープを羽織った若い女だ。

「ターリア！」

　彼女の姿に気づいて、ヒューイは叫んだ。

　月光に照らされ、風に波打つ草原に、薬草師の娘むすめが立っていた。

　屋や敷しきから必死で逃げてきたヒューイたちを嘲あざけるように、彼女は醒さめた笑えみを浮かべている。

「お嬢じよう様にお会いになったのですね」

　呆ぼう然ぜんとするヒューイを見返して、ターリアは静かに訊きいてきた。

「ターリア……きみは最初から知ってたんだな。フローレンス嬢が死んでいたことを」

　苦々しげな表情で、ヒューイが訊き返す。

　ターリアは目を細め、悠ゆう然ぜんと微ほほ笑えんだ。

「そう。でも、違ちがう……フローレンス・カラボスは生きている。だけど彼女はもういない」

　彼女の言葉に、ヒューイは軽く困こん惑わくの相を浮かべた。意味が通じない。矛む盾じゆんしている。

「きみが……彼女を殺したのか？」

　ヒューイが再び問いかけた。するとターリアは、愉ゆ快かいそうに声を上げて笑った。

「私がフローレンスお嬢様を殺した？　まさか……あはっ……あははははははははははっ！」

　そのときようやくヒューイは気づいた。ケープで隠かくれた彼女の腕うでの中に、一冊の本が抱かれていた。深緑色の表紙の、古い本だった。東洋風の紐ひも綴つづりの装そう幀ていで、表紙には墨すみ絵えが描えがかれている。〝深き緑の書〟という名前が、いかにも相応ふさわしい本だった。

「あの本……！」

　ダリアンが鋭するどい声を洩もらす。

「幻げん書しよか！」

　ヒューイの表情に緊きん張ちようが走った。

　ターリアは無言で本を開いて、無造作に頁ページをめくっていく。やがて、気に入った場面を探しあてたのか、彼女は頁ページをめくる指を止めた。

「僕たちをどうする気だ？」

　ターリアを睨んで、ヒューイは訊いた。

　薬草師の娘は、むしろ優やさしげな表情を浮うかべ、

「最初に忠告しましたよ。ここはとても迷いやすい地形で、帰ってこられなくなってしまうって」

　その言葉が終わる前に、彼女の輪りん郭かくが白く霞かすんだ。ターリアだけでなく彼女の足あし下もとの草原も、彼女の背後の風景も白く塗ぬりつぶされていく。

　吹ふきつけてくる湿しめった空気に気づいて、ヒューイが表情を硬かたくした。

　霧きりだ。

　どこからともなく発生した濃のう霧むが、彼らの視界を白く染めていく。

「この霧……これも幻書の力なのか？」

　困惑を隠しきれない表情でヒューイが呻うめいた。

「面めん倒どうなことになったのです。この地形で視界を奪うばわれるのは、厄やつ介かいです」

　ダリアンがぼそりと呟つぶやいた。平然としているように見えるダリアンだが、彼女の指はヒューイのコートをきゅっと握にぎりしめていた。霧の中ではぐれることを恐おそれているのだ。

「とりあえず、この場は逃げたほうがよさそうだな」

　ヒューイは苦にが々にがしげな口調で言った。濃霧はすでにターリアの姿を完全に覆おおい隠し、彼女の笑い声だけが聞こえてくる。どこか狂きよう気きを感じさせる、耳障ざわりな甲かん高だかい笑い声だ。

「逃げる？　どこに逃げるのですか？」

　ダリアンの黒い瞳ひとみが、冷静にヒューイを見上げてくる。

　そして彼女はゆっくりと自分たちの背後に視線を向けた。彼女につられて振ふり返り、ヒューイはハッと息を吞のんだ。

　そこには森が広がっていた。鬱うつ蒼そうと木々の生い茂しげる暗い森だ。まるで、巨大な森そのものが移動してきたかのように、いつの間にかヒューイたちを取り囲んでいる。

「どうなってるんだ……荊いばらや霧だけならともかく、森を動かすほどの力があるのか……!?」

　焦あせりの色を滲にじませて、ヒューイが呟く。

「逃にげ道を完全に塞ふさがれたのです」

　ダリアンが淡たん々たんと事実だけを告げた。

　夜の闇やみと、季節外れの濃霧。そして樹木の密生した暗い森。

　迷わずに村から逃げ出すのは、ほとんど絶望的な状じよう況きようだった。おまけにこの周囲の地形は複雑で、あちこちが切り立った崖がけになっていた。恐きよう怖ふに駆かられて無む闇やみに動き回れば、それだけで命を危険にさらすことになる。この村の地形すべてが、ターリアの武器なのだ。

　しかもターリアの幻書の能力は、完全に解明されたわけではない。彼女の行動の目的すら、ヒューイたちにはわかっていないのだ。

「ダリアン……本を貸してもらえるか？」

　ヒューイが右手の手て袋ぶくろを外しながら言った。手袋の下の彼の手の甲こうには、血の色に似た赤い宝石が埋うめ込まれていた。

「貸してやらないこともないですが……何を持ち出すつもりなのです？」

　ダリアンが訊きき返す。ヒューイは少し思案するような間をおいて、

「パラケルススの四大精せい霊れいを呼び出す魔導書グリモワールを持ってただろ？　あれは炎の精霊サラマンダーも呼び出せるんじゃないのか？」

「この状況で森に火をつけるつもりですか？」

　四方を取り囲む樹木を見回し、呆あきれたような口調でダリアンが言った。

「まずいかな、やっぱり」

「焼け死ぬのが好きなのはおまえの勝手ですが、私と関係ないところでやって欲しいのです」

「べつに好きじゃないよ、そんなもの……」

　ヒューイはうんざりと首を振った。

　ターリアの耳障りな笑い声はまだ聞こえてくる。少しでも彼女から離はなれようと、ヒューイたちは歩き続けるが、ほとんど視界の利きかないこの状況では、神経をすり減らすばかりで、いくらも進めない。

「結局、〝深き緑の書〟の能力がわからないうちは、対たい抗こうする幻書も選べないってことか……このまま夜明けを待つって手もあるけど……うッ!?」

　苛いら々いらと呟いていたヒューイが、不意に表情を引きつらせてのけぞった。

　その眼前を、何かが音を立ててかすめていった。

　先せん端たんが三つ叉またに分かれた鉄製の農具フオークだ。鋭するどく尖とがったピッチフォークが、霧の中からヒューイを狙ねらって突つき出されたのだ。

「な……」

　咄とつ嗟さにダリアンを庇かばいながら、ヒューイが顔を歪ゆがめた。

　金属同士がぶつかる音が響ひびき、闇の中に赤い火花が散った。

　再び突き出されてきたフォークの刃はを、ダリアンが手甲で無造作に払はらいのけたのだ。

　霧の中から現れたのは、無数の人ひと影かげ。

　彼らの正体はターリアではなく、がっしりとした体つきの農夫たちだった。

　村中の人間が、手に手に武器代わりの農具を持って、ヒューイたちへと迫せまってくる。村人たちの顔に浮かんでいるのは、恐怖と絶望。そして怒いかりだ。

「まずいね、これは……」

　ヒューイは、背後の森を横目で睨にらんで呟いた。濃こい霧と深い森が、ヒューイたちの逃げ道を奪っている。この上、村人たちにまで襲おそわれたら本当に絶体絶命だ。

「操あやつられているようには見えないのです」

　村人たちの表情を眺ながめて、ダリアンが言う。

「どうしたんです、皆みなさん……？　酒さけ癖ぐせが悪いにしても、これはちょっと……」

　ヒューイは人ひと懐なつこい笑えみを無理やり浮うかべて、彼らに話しかけた。

　こっそりとコートの懐ふところに手を入れ、拳けん銃じゆうを握にぎる。中折れ式の軍用回転式拳銃リボルバーだ。威い力りよくの高い四五五口径弾だんだが、しかし弾たまは六発しかない。相手の数があまりにも多すぎる。

　武器を手ににじり寄ってくる村人たちの中には、ヒューイと話をした農夫の姿もあった。

　かつては陽気に笑っていた彼の表情も、今は恐怖に引きつっている。

　そのせいか男の印象が変わっていた。若々しかった顔には深い皺しわが刻まれ、頰ほおの肉がげっそりと削そげ落ちている。まるで何十年も年老いたような姿だ。

「おまえたちのせいだ……」

　嗄しわがれた声で農夫が言った。

「おまえたちが、領主様の別べつ荘そうから逃げ出したせいで……わしらは……」

「お……おお……」

　村人たちが口々に苦く悶もんの呻うめき声を洩もらした。

　まるで止まっていた時間が流れ出したかのように、彼らの姿は急速に老化していく。肌はだに斑はん文もんが浮き上がり、髪かみが抜ぬけ、筋肉の衰おとろえた細い腕うでから農具が落ちた。

　老人特有の濁にごった目玉でヒューイたちを睨み、歯の抜けた口が呪じゆ詛その言葉を紡つむぐ。

「なんだ……こいつら……!?」

　顔を歪めてヒューイが呻く。ダリアンは人形のような無表情で言った。

「おそらく麓ふもとの村の連中なのです」

「……行ゆく方え不明の村人たちか……この村の住人は、麓の村の老人たちが若返った姿だったのか」

　ヒューイが、何か腑ふに落ちたように呟つぶやいた。

　麓の村から、忽こつ然ぜんと姿を消した老人たち。彼らはこの小さな村に連れてこられて、ターリアの隣りん人じんとして生活していた。過去を忘れ、失われた若さを取り戻もどしたと信じて──

「この村に若者しかいなかったのはそのせいか……だったら、この村はいったい何なんだ？」

　地面にうずくまって動かなくなった老人たちを見下ろし、ヒューイは自問した。

　しかし立ち止まってゆっくり考えている暇はなかった。

　霧きりが濃さを増している。このままでは、いずれ完全に身動きがとれなくなってしまうだろう。

　ターリアの攻こう撃げきがこれで終わったとも限らない。その前に、少しでも視界の利く場所に移動する必要があった。ヒューイはダリアンの手を引いて、暗い森の中を歩き出す。

　霧に覆おおわれた白い闇やみの中を、月の輝かがやきだけを頼たよりに歩き続ける時間は、ほとんど永遠の長さにも感じられた。しかし、闇の終わりは唐とう突とつに訪おとずれた。

　霧が晴れ、森の木々が不意に姿を消す。

　ヒューイたちの目の前に広がったのは、牧草が風に揺ゆれる美しい草原だった。そして、

「な……」

　草原に立つ背の高い建物を見上げて、ヒューイは呆ぼう然ぜんと立ち尽つくした。

　荊いばらの蔓つるに覆われた、時計塔とうのある建物──カラボスの別荘だ。

　霧と闇に惑まどわされ、苦労して森を通り抜けたつもりで、ヒューイたちは同じ場所をぐるぐると歩き回らされていただけだったのだ。

「ターリア……」

　激しい徒労感に襲われたヒューイの耳に、甲かん高だかい笑い声が聞こえてきた。

　荊の屋や敷しきを背景にして、薬草師の娘むすめが立っていた。

　ターバンを解いて髪をあらわにした彼女は、今までとどこか雰ふん囲い気きが違ちがっていた。

　美しい巻き毛の金きん髪ぱつが風に舞まい、月光の下で輝いている。優ゆう雅がに背筋を伸のばした彼女の立ち振ふる舞いは、山奥の村の薬草師というよりも、社交界に顔を出す資産家の令れい嬢じようのようだ。

　形のいい唇くちびるを吊つり上げて、瞳どう孔こうの開ききった瞳ひとみで彼女は笑い続けている。

「あはははははは、あははははははは……無む駄だよ。無駄。あなたたちはここから出られない。お父様の大切な本を奪うばいに来たあなたたちは、このまま永遠にこの村の中を彷徨さまようがいいわ」

「……お父様の本？」

　ターリアの言葉に、ヒューイは困こん惑わくした。〝深き緑の書〟の本来の所有者は、ジョン・カラボスだ。彼を父と呼ぶこの女は、つまり彼の娘ということになる。

「そうか……」

　笑い続ける女を睨にらんで、ヒューイは呟いた。

「先月、麓の村で目もく撃げきされたカラボス氏の娘というのは、きみのことだったんだな、ターリア！　いや……きみが本物のフローレンス・カラボスか！」

「あはははは……そうよ。私はお父様の最愛の娘」

　女は、腕の中の幻げん書しよを抱だきしめて、うっとりと笑った。

「だからお父様のいちばん大切な本は、私のものよ。あなたたちなんかには渡わたさないわ……！」

　ヒューイが顔をしかめて言った。

「……別荘で殺されていたのが、本物の薬草師のターリアなんだな……」

「そうよ。そして、今は私がターリア。病弱で哀あわれな、領主の娘はもうどこにもいない」

　薬草師の名前を名乗る女が、興奮に声を上うわ擦ずらせる。彼女の瞳に、思い詰つめた狂きよう気きの光が混じっていく。歪ゆがんだ笑い声を上げ続けながら、

「お父様は私に会いに来てくれるの……私のことだけを愛してくださるのよ。あんな、田い舎なかの薄うす汚ぎたない薬草師なんかが、お父様の愛人のはずがないの。お父様は愛人に会いに来るんじゃない。私に会いに来てるんだからあああああああああっ！」

　ターリアが、幻書の頁ページを開いた。

　その瞬しゆ間んかん、ヒューイたちを取り囲む世界が変容した。

「なに……っ!?」

　ターリアとヒューイを隔へだてていた草原が、暗い闇の色に変わった。

　そこに出現したのは、地割れのような巨きよ大だいな谷間だった。

　ヒューイたちの周囲の地面が、目の眩くらむような深い崖がけへと姿を変えている。

　前後左右、どこにも逃にげ場はなかった。ヒューイたちは、知らず知らずのうちに深い谷間に取り囲まれた、狭せまい断だん崖がいの頂上に取り残されていたのだ。

　その崖を這はい登のぼるようにして、無数の荊の蔓が伸びてくる。身動きのとれないヒューイたちを、今度こそ確実に搦からめ取るつもりなのだ。

　どうしようもなく追い詰められたそんな状じよう況きようで、ヒューイは静かに息を吐はいた。ダリアンは、ターリアが抱いた本を無言で眺ながめている。

「──ヒューイ、おまえに門を開く権利を与あたえるのです」

　やがて、ダリアンが美しく澄すんだ声で告げた。

　黒衣の襟えり元もとに指を伸ばして、彼女は自分の胸むな元もとを大きくはだけた。

　細い鎖さ骨こつの浮うかぶ、少女の白い肌はだがあらわになる。

　そこに埋うめこまれていたのは錠じよう前まえだった。無骨な古い錠前だ。それは黒くろ革かわの首輪に銀の鎖くさりで縛しばられて、膨ふくらみの乏とぼしい彼女の胸の中央に埋まっていた。

「…………」

　ヒューイは無言で右手を上げた。

　その手の中に、一本の鍵かぎが握にぎられていた。赤い宝石を埋めこんだ、黄金の鍵だ。

　鍵けん身しんには、古い文字が刻まれていた。

　ヒューイはそれを静かに読み上げる。姫ひめ君ぎみに忠誠を誓ちかう騎き士しのように。あるいは呪じゆ文もんを唱える魔ま術じゆつ師しのように──

「我は問うI ask of thee……汝人なりやArt thou mankind？」

　その呼びかけに、ダリアンが答えた。

　年経た古い器物のような、嗄しわがれた声で。




『否いな、我は天てん──壺こ中ちゆうの天なり』




　黄金の鍵がダリアンの胸に挿さしこまれ、ダリアンが切なげな声を漏もらした。

　彼女の胸の錠前が、城門のように左右に分かれて広がった。

　その裏側に隠かくされていたのは、空くう洞どうだった。少女の胸に、ぽっかりと深い穴が空いていた。

　眩まばゆい光の渦うずに包まれた空洞が、彼女の華きや奢しやな身体からだの奥深くまで続いている。

「なによ……それ……」

　ターリアが、掠かすれた声で呻うめいた。その声は、狂気ではなく恐きよう怖ふに彩いろどられていた。

「お父様に聞いたことがあるわ……壺中天……壺ポツトの中に封ふう印いんされた異界の図書館……ダンタリアンの書しよ架か！」

「九十万と六百六十六の幻書を封印せし、迷めい宮きゆうの書架。叡えい智ちへの扉とびらは開かれり──」

　ダリアンが無感動な声で呟つぶやいた。

　彼女の胸の空洞へと腕うでを突つき入れ、その腕を再び引き抜ぬいたとき、ヒューイの手の中には、一冊の本が握られていた。色いろ褪あせた表紙の古い本だ。

「私たちの目の前で地形まで変えたのは、やり過ぎだったのです。おかげで〝深き緑の書〟の正体がわかったのです……」

　ダリアンは足あし下もとの峡きよう谷こくを見下ろして告げた。

「その幻書の本当の名前は〝山さん河が社しや稷しよく図ず〟──幻の地形を生みだし、踏ふみ入った者を混乱させ、意のままに操あやつる宝図。神話の時代、東洋の女め神がみより授さずけられた仙せん界かいの幻書なのです」

　ヒューイが静かに嘆たん息そくする。

「幻の地形を生み出す幻書、か……霧きりも森もこの荊いばらも……すべてただの幻だったわけか」

　ダリアンは頷うなずき、

「幻書の魔ま力りよくに心を囚とらわれた者にとっては、たとえ幻といえども、現実の地形と変わりないのです。荊の棘とげに触ふれれば傷を負い、崖に落ちれば命を落とす」

　ターリアが腕の中の本を掲かかげて笑った。

「あははははは……あはははははは……そうよ、素す敵てきでしょう？　この本がある限り、誰だれも私を傷つけられない。だって、お父様が私に遺のこしてくださった本ですもの」

　彼女が幻げん書しよの頁ページをめくるたびに、ヒューイたちを取り巻く景色の輪りん郭かくが歪ゆがんだ。

　持ち主の望むまま、世界そのものの幻げん覚かくを創つくり出す幻書。それが〝深き緑の書〟の正体だった。

　麓ふもとの村の老人たちは、幻書の生み出した幻に引き寄せられ、そして自らも幻の一部になっていたのだ。ヒューイたちがこの村を訪れなければ、彼らはあのまま永遠に、幻の中で生き続けていたのかもしれない。

「私がこの本をもっと上手に読みこなせるようになったら、いなくなったお父様だって生み出すことができるわ。汚けがらわしい愛人を作ったりなんかしない、私だけの本当のお父様が！」

　夢見る少女のような陶とう酔すいした口調で、ターリアが言った。

　彼女を見返して、黒衣の少女が静かに告げた。

「おまえにその資格はないのです」

　ヒューイが、ダリアンの中から取り出した本を開いた。

　それは東洋の言語で記された本だった。

　革の表紙には、人間の目を象かたどった図形が描かれていた。チベット仏教の仏塔ストウーパに描かれているものと同じ、真実の目アイズ・オブ・トウルースと呼ばれる紋もん章しようだ。

　本に記された一節を、ヒューイがたどたどしく読み上げた。

　その瞬しゆ間んかん、砕くだけ散るガラスのように景色が揺ゆらいだ。

　幻覚に侵おかされた世界が、万まん華げ鏡きようのように波打って、元のあるべき姿へと帰っていく。

「アジアの西域より伝承された〝実相儀経ブフタ・タタータ〟──あらゆる邪じや悪あくを退け、幻覚を破る、失われた原始仏教の外典なのです」

　ダリアンは、哀あわれむような瞳ひとみでターリアを見つめた。崩くずれていく幻覚の風景を眺ながめて、ターリアは呆ぼう然ぜんと立ち竦すくんでいた。

「その幻書は、おまえを選ばなかったのです。だから、こんなに簡単に幻が破れる──」

　ダリアンの冷ややかな言葉を聞いて、ターリアはよろよろと後退した。力をなくした彼女の腕から本が落ちた。

「噓うそ……」

　ターリアを、ヒューイたちと隔へだてていた深い崖がけは消しよう滅めつしていた。あとには、草原の緩ゆるやかな斜しや面めんだけが残される。ヒューイはターリアに近づいて、彼女が落とした〝深き緑の書〟を静かに拾い上げた。村を覆おおっていた幻が完全に消滅する。幻書の効力が切れたのだ。

「噓よ……お父様は私のために……私の……」

　どうしようもなく動どう揺ようした姿で、ターリアは背後を振ふり返る。

　彼女の瞳に映ったのは、夜空を背景にした領主の別べつ荘そうだった。荊の蔓つるを失った建物の姿に、父親が生きていたころの風景を見たのかもしれない。ターリアはヒューイたちに背中を向け、別荘に向けて駆かけ出した。そして──

　無防備に走る彼女の足下には、本物の崖が口を開けていた。

「ターリア！」

　ヒューイが叫さけんだ。

　彼女のケープが、ふわりと風に舞まった。一いつ瞬しゆんが永遠に引き延ばされたような瞬間が訪れて、その直後、彼女の身体からだは崖下へと落ちていった。

　熟うれた果実が潰つぶれるような、残ざん酷こくな音が最後に聞こえた。そして村には静せい寂じやくが訪れた。
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　翌朝。ヒューイは夜明けとともに起き出して、ターリアのために墓を作った。

　領主の別荘に近い高台に穴を掘ほり、土を被かぶせただけの簡単な墓だ。

　墓ぼ碑ひはない。ターリア、そしてフローレンス。どちらの名前も、そこに刻むのに相応ふさわしいとは思えなかったからだ。

　殺された本当のターリアの遺体や、年老いた村人たちの姿は、村中どこを捜さがしても見つからなかった。彼らは、幻書が作りだした幻の中を、今も彷徨さまよっているのかもしれなかった。

「この村はとっくの昔に廃はい村そんになっていたんだな……カラボス氏の屋や敷しきが燃えた直後に」

　早朝の集落の景色を見下ろして、ヒューイは言った。

　幻書の力を失ったとき、この村を覆っていた幻も同時に消失していた。

　残ったのは、荒こう涼りようとした村の痕こん跡せきだけだ。手入れされた畑や、花の咲さき乱れていた畔あぜ道はただの荒あれ地に変わり、民家は廃はい墟きよへと姿を変えていた。美しかったあの村は、ただ一冊の幻書によって生み出された儚はかない幻げん影えいだったのだ。

「……カラボス氏は、こんな山奥の領地を毎月のように訪れていたんだ。静養中の娘むすめの見み舞まいだと誰だれもが信じて、彼のことを娘想おもいだと称しよう賛さんしていた」

　そう呟つぶやいて、ヒューイは、荒れ果てた領主の別荘を哀かなしげに眺めた。

「だけど、娘の見舞いはただの口実で、彼の目的は、妻の目の届かない場所にいる若い愛人と密会することだった。それを知ってしまった実の娘は、怒いかりにまかせて、父と彼の愛人を殺し、幻書を奪うばった。そして自らが父の愛人だと思いこもうとした──誰よりも父親に愛されていた自分、という心の拠より所を守るために」

　父親である領主を殺した娘は、それからの半年間、かつての父親の愛人だった薬草師として生活していた。不都合な事実は、幻書の能力で、すべて覆い隠かくして。

「少しだけ……娘の気持ちがわかるのです」

　それまで沈ちん黙もくしていたダリアンが、独り言のような口調でぽつりと呟いた。

　ヒューイは黙だまって彼女を見た。少女の体内に封ふう印いんされた、果てしなく巨きよ大だいな図書館の中には、ダリアンと同じ顔をした幼い少女の魂たましいが、今も一人きりで解放の日を待っている──

「……それは？」

　ダリアンが墓の上に落とした小さな植物の種に気づいて、ヒューイが訊きいた。

「野バラの種です。幻まぼろしが消えたあとも、この種だけは消えずに残っていたのです」

　黒衣の少女は無感動な声で呟いて、種の上にそっと土をかけた。

　ヒューイは無言でその様子を見つめていた。このあたりの気候なら、数年も経たてば生長した野バラがこの丘おかを覆って、夏の前に美しく咲き誇ほこるだろう。この墓地に眠ねむる娘には、相応しい墓標なのかもしれなかった。
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「またあの山道を戻もどらなければならないのですか……」

　帰り支じ度たくを始めたヒューイの背中に、ダリアンがうんざりとした声をかけてくる。

　ヒューイは、苦く笑しよう混じりに肩かたをすぼめた。

　幻げん書しよの幻が消えても、この村に続く坂道の姿に変化はない。曲がりくねった細い道が、山の麓ふもとまで延々と続いている。

「今度は下りだから少しはマシだよ」

　気休めのような口調で、ヒューイが言った。ダリアンは呆あきれたように唇くちびるを歪ゆがめて、

「下り坂のほうが脚あしへの負担は大きいのです。そんなことも知らないのですか？　これだからボケ役は困るのです」

「誰がボケ役だ」

　ヒューイが苛いら立だったように言い返す。

「それより、この荷物は何だよ？　来たときよりも増えてる気がするんだが……」

「ターリアの家にあった古い薬草の書物です。かなり貴重なものなのです」

「これを全部持って山を下りるのか？　僕が!?」

　重い本で、はち切れそうに膨ふくらんだ雑ざつ囊のうを持ち上げ、ヒューイが呻うめいた。ダリアンは澄すました顔で頷うなずいた。

「安心するのです。その荷物は私が持ってやるのです。だから、おまえはそこに跪ひざまずきなさい。私のことをおんぶさせてやるのです」

「きみ、僕のことを本気で馬ば鹿かだと思ってるだろ？」

　呆れた口調で呟き、ヒューイは歩き出す。

「む……なぜわかったのですか？　あ、待つのです！　こら、ヒューイ！」

　振ふり返らずに山を下り始めた青年を、黒衣の少女が慌あわてて追いかけた。

　朝焼けに照らされた草原を、風だけが静かに吹ふき抜ぬけていく。

























　薄うす闇やみの中には、噎むせ返るような草花の臭においが漂ただよっていた。

　それはどこか血の臭いに似て、不快だが、なぜか訪おとずれた者を魅み了りようする芳ほう香こうだった。

　熟うれた果実のような甘い香かおり。あるいは腐くさりかけの動物の死し骸がいのような臭いだ。

　夜になって、少し気温が下がったらしい。霧きりに煙けむった大気を透すかして、ぼんやりと霞かすむ月が見えた。ガラス越ごしに射さしこむ月光が、緑の葉先を照らしている。

　とても静かな夜だった。

　その沈ちん黙もくを破って、大気が揺ゆれた。

　背の高い雑草をかき分けるようにして、一人の男が現れる。

　高価そうな衣服を着ていたが、どこか粗そ野やな顔つきの男だった。大おお柄がらで、荒あら事ごとに慣れた雰ふん囲い気きがある。男の右手には拳けん銃じゆうが握にぎられていた。大型の自動拳銃オートマチツクだ。

「おい……誰だれかいるのか？」

　男は油断なく拳銃を構えたまま、薄闇に向かって呼びかけた。

　返事はなかった。彼自身の声だけが、何度も反はん響きようして闇の中へと吸いこまれていった。

　男は短く舌打ちして、

「くそっ、どこに行った？　おい、返事をしろ！」

　雑草を乱暴に薙なぎ払はらいながら、暗がりの奥へと歩き出そうとした。そしてふと足を止めた。

　仄ほのかな輝かがやきを放ちながら、闇の中に浮うかんでいる小さな塊かたまりに気づいたのだ。

「なんだ……これは？」

　男の表情に驚きよう愕がくが広がった。

　雑草に囲まれた薄暗い茂しげみの中で、何かが白く輝いていた。

　それはびっしりと文字が記された、無数の紙の束だった。

　規則正しく綴つづられた文字の羅ら列れつは、それを紡つむいだ者の知性を象しよう徴ちようしているようにも思えた。

　なめし革がわに似た色の分厚い表紙が、左右に大きく開かれ、中の頁ページがひらひらと風に揺れている。ちょうど男の正面で。

　まるで彼を誘さそうように。

「本……か!?　なんで、こんなところに……？」

　男は銃を向けることも忘れて、闇の中に浮かぶその本を凝ぎよう視しした。

　そんな彼の目の前で、はらり、と本の頁ページがめくれた。

　男は固い唾つばを吞のみこんだ。そして魅み入いられたように、その本に向かって手を伸のばす。

　周囲の暗がりの中で、何かがぞわりと蠢うごめいたのは、その直後だった。

「……っ！」

　男の手から銃が落ちた。

　そして絶ぜつ叫きようが響ひびき渡わたった。







　第二話「月下美人」

　Episode 05: Queen of The Night
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　それは石造りの古い町屋や敷しきだった。

　零れい落らくした地方領主の別荘コテージである。敷しき地ちは広いが、それほどの豪ごう邸ていというわけでもない。ただひたすらに古い建物だ。

　屋敷の中に、使用人たちの姿はない。

　ただでさえ殺風景な建物が、そのせいで余計に閑かん散さんとして見える。

　設しつらえられている家具や調度品は、必要最低限のものばかりだ。絵画や彫ちよう刻こくなどの装そう飾しよくの類たぐいはどこにも見あたらない。かわりに屋敷の中に溢あふれているのは、本だった。

　古いものと新しいもの。値の張るものと価値のないもの。貴重な学術書から読み捨ての大衆小説まで──古今東西のありとあらゆる本が、一いつ緒しよくたにされて屋敷中の本ほん棚だなに詰つめ込まれ、入りきれない本は床ゆかの上に溢れ出している。

　病的な蒐書狂ビブリオマニアとして知られた奇き人じん──故ウェズリー・ディスワード子し爵しやくの屋敷である。

　東南に面した屋敷の裏側には、小さな庭園が広がっていた。

　夕暮れの陽ひ射ざしが、穏おだやかに降り注いでいる。

　ところどころに季節の花が咲さいてはいるが、庭園のほとんどは雑草に埋うもれていた。

　何年も手入れされていないのだろう。その姿は庭園というよりも荒あれ野に近い。

　そんな庭園の石いし畳だたみを、一人の男が歩いていた。

　屋敷の住人とおぼしき、くつろいだ服装の青年だ。

　年ねん齢れいはおそらく二十歳前後。飛行士のような革のジャケットを着て、右手だけに革の手て袋ぶくろを嵌はめている。

　育ちの良さが滲にじみ出た端たん整せいな顔立ちをしているが、どこか飄ひよう然ぜんとした雰囲気の若者だった。

　粗そ暴ぼうな印象ではないが、身のこなしの端はし々ばしに、訓練された兵士のような隙すきのない気配がある。

　やがて彼は小さな建物の前で足を止めた。

　ガラス張りの小さな温室だった。

「ダリアン？」

　青年は温室の奥に向かって呼びかける。

　温室の中は、ちょっとした密林のようになっていた。雑然と伸びた樹木の枝葉が絡からみ合い、名も知れぬ蔓つる草くさが気ままにそれに巻きついて垂れている。雑草は乾かわいた地面をものともせずに生い茂り、その隙間を縫ぬうようにして薔薇ばらや木き苺いちごの花がひっそりと咲いている。

　そして温室の最さい奥おうには、小さな人ひと影かげが立っていた。

　漆しつ黒こくの衣装をまとった小こ柄がらな少女だ。

　青年は、静かに彼女のほうに歩み寄り、

「こんなところにいたのか、ダリアン」

　その声を聞いて、少女が振ふり返る。

　高価な磁器人形を思わせる、綺き麗れいな顔立ちの少女だった。

　レースのヘッドドレスでまとめた髪かみは、腰こしまで届く艶つややかな黒髪。

　瞳ひとみの色も、夜の闇に似た深い黒である。

　少女の黒衣は、幾いく層ものレースとフリルでゆったりと膨ふくらんで、その輪りん郭かくを包んでいるのは、金属の手甲や無骨な腰鎧だ。中世の騎き士しの典礼衣装を思わせる、ドレスとも甲かつ冑ちゆうとも呼べない奇き妙みような衣装だった。そして彼女の胸むな元もとには、リボンの代わりに古びた金属の箱が結ばれていた。

　銀の鎖くさりで縛しばられた巨きよ大だいな錠じよう前まえが──

「何の用ですか、ヒューイ」

　ダリアンと呼ばれた少女は、愛らしい顔立ちに似合わぬ無ぶ愛あい想そうな口調でそう言った。

　彼女の手には、ブリキ製の如じよ雨う露ろが握にぎられていた。

　その如雨露で、彼女は温室の草に水を遣やっていたらしい。黒衣の少女の目の前には、見慣れない植物が生えていた。彼女の背せ丈たけよりも遥はるかに大きな草そう本ほんだ。

「なんだい、これは？」

　ヒューイと呼ばれた青年は、怪け訝げんな表情で問いかけた。

　黒衣の少女は呆あきれたように唇くちびるを歪ゆがめ、

「おまえはそんなことも知らないのですか。これは植物というものなのです」

「いや、それくらいはわかるけどね……サボテンだろ」

　ヒューイは、そう言って薄うすく溜ため息いきをついた。近所の花屋や庭園で目にする品種とはずいぶん印象が違ちがったが、棘とげを生やした肉厚の葉は、間ま違ちがいなくサボテンのものである。

「是イエス……暗黒大陸アフリカから取り寄せた、とてもめずらしい品種なのです」

　どこか得意げな口調で少女が告げる。

　ふうん、と感心したように呟つぶやきながら、ヒューイは彼女の背後の植物を見上げた。

　よく見れば、それはずいぶん巨大なサボテンだった。

　無数の葉や蔓つるに覆おおわれて、正確な大きさはよくわからない。だが、本体の茎くきの太さだけでも、人間の大人が余よ裕ゆうで隠かくれられるくらいはありそうだ。高さは、ヒューイの身長の倍近く。根っこも相応に発達して、地面近くでこんもりと膨らんでいる。

「うちの屋や敷しきの温室に、こんなものがあったのか」

　夕ゆう陽ひに照らされたサボテンの姿を、ヒューイはしばらく興味深げに眺ながめた。そして、少女が持っている如雨露にふと気づいて、

「ダリアン……まさか、きみが育ててたのかい、このサボテン？」

「まさか、とはどういう意味なのですか？」

　ダリアンがムッとしたように唇を曲げた。

　ヒューイは、そんな彼女をからかうように微ほほ笑えんで、

「いや、きみが花好きとは思わなかったからさ」

「べつに花になど興味はないのです」

　ダリアンは殊こと更さらに無愛想に言い返す。ヒューイはますます愉ゆ快かいそうな表情になって、

「なにも照れることはないだろ」

「なぜ私が照れなければならないのですか」

「たしかに、いつも部屋に引きこもって陰いん気きな本ばかり読んでるきみが花を育ててるなんて、意外な気がしたけどさ。そういう可愛かわいらしい趣しゆ味みがあるとわかって少し安心した……がっ！」

　したり顔で勝手に頷うなずいていたヒューイが、鈍にぶい悲鳴を上げてその場に屈かがみこむ。むっつりと眉み間けんに皺しわを寄せたダリアンが、無言でヒューイの向こう脛ずねを蹴けりつけたのだ。

「しつこいのです、このサボテン頭。無む駄だ口ぐちを叩たたいている暇ひまがあったら、そこらの雑草でもむしったらどうなのですか。まったく気の利きかない男なのです。おまえより、その辺の糸いと蚯蚓みみずのほうがまだ役に立つのです」

「ひどいな、ダリアン」

　蹴られた脚あしを押さえたまま、目の端はしに涙なみだを浮うかべて、ヒューイは呻うめいた。

　黒衣の少女は、そんな彼を冷ややかに眺めて、

「この植物はウェズが育てていたものなのです」と言った。

「爺じいさんが？」

　ヒューイは少し驚おどろいた様子で顔を上げた。

　言われてみれば、これほどの大きさのサボテンだ。育てるには相当な時間が必要だったことだろう。ダリアンが一人で育てたものとは思えない。すでに他界したヒューイの祖父が、何年もかけて育てていたのに違いなかった。

「そうか、ダリアン……それできみがこいつの世話を引き継ついだのか……」

　ヒューイの言葉に、黒衣の少女は素そっ気なく頷いた。

「おそらく今夜には花が咲さくはずなのです……十三年も待たされたのです」

「十三年？」

　ヒューイは横目でダリアンの表情を盗ぬすみ見た。

　黒衣の少女は、無言で植物の茎を眺めている。丸く膨らんだサボテンの本体には、かすかに綻ほころびかけた蕾つぼみがついていた。椰や子しの実に似た黒こく褐かつ色しよくの大きな蕾だ。たしかにめずらしい形だが、どうということはない普ふ通つうの花の蕾である。

　サボテンには花をつけるまで何十年もかかる品種があるという。それを思えば、十三年待ったというダリアンの言葉も、特に驚くことではないのかも知れなかった。

「ところで、ヒューイ……先ほどまで、どこぞの嫁いき遅おくれが厚かましく訪ねてきていたのではないのですか？」

　如雨露の水を撒まき終えたダリアンが、不意に口調を変えてそう言った。

「嫁き遅れって……もしかしてカミラのことかい？」

　ヒューイは顔をしかめて言った。カミラ・ザウアー・ケインズは、ヒューイの古い友人だ。貿易商の娘むすめで、美人だが、新大陸帰りの変わり者でもある。

「お土産みやげを持ってきたんだよ。親おや父じさんの商用につき合って、ローザンヌまで行ってたらしい」

「……お土産？」

　長い黒くろ髪かみに隠れたダリアンの耳が、ぴく、と子犬のように動いた気がした。

「チョコレートだよ。スイス製の」

「……チョコレート！」

　大きく見開かれたダリアンの瞳ひとみが、幼い子どものようにキラキラと輝かがやいた。形のいい唇くちびるが、よだれを吞のみこむように小刻みに震ふるえる。

「ふむ……あのがさつな金きん髪ぱつ小こ娘むすめも、たまには役に立つのです。さあ、何をしているのですか、ヒューイ。早くお茶の支し度たくをするのです！」

「お茶の支度って……もうすぐ日が暮れるんだが」

「黙だまれ、ウスノロ。おまえが食べないのなら、チョコレートは私がすべていただくのです」

「意い地じ汚きたないやつだな……」

　ヒューイは、弱々しく肩かたをすぼめて苦く笑しようした。渋しぶ々しぶとキッチンのほうに歩き出そうとして、そしてふと何かに気づいたように足を止めた。

　ダリアンが、そんなヒューイを訝いぶかしげに見上げ、

「……どうしたのですか、ヒューイ？」

「いや」

　ヒューイは、何事もなかったかのように微ほほ笑えんで首を振ふった。

　屋敷の裏門で呼び鈴りんが鳴ったのは、その直後のことだった。
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　屋敷を訪ねてきた客は、見知らぬ男の二人組だった。

　一人は三十代の半ばほど。癖くせの強い赤毛で、無ぶ精しようひげを生やしている。

　もう一人はおそらく二十代の後半。やや小太りで筋肉質な、どことなくイノシシを思わせる風ふう貌ぼうの男だ。二人とも仕立てのいい服を身につけているが、正直あまり似合っていない。

「今晩は。こちらのお屋敷の方で？」

　赤毛の男はヒューイたちに気づくと、慇いん懃ぎんに微笑んで挨あい拶さつした。少し遅れて、小太りの男も頭を下げる。

「何ですか、こいつらは？　おまえの知り合いなのですか、ヒューイ？」

　ヒューイの背後で柱の陰かげに隠かくれたダリアンが、ぼそぼそと小声で訊きいてくる。

「いや、知らない人たちだけど」

　困こん惑わく気味に首を振るヒューイに、ふん、とダリアンは鼻を鳴らし、

「おまえの知り合いだけあって、趣味の悪い連中なのです。類は友を呼ぶというやつなのです。顔がまずいのだから、せめてそれに見合う服を着ればいいのに」

「だから知り合いじゃないって。やめとけよ。聞こえたらどうするんだ」

　ヒューイはダリアンをいさめるように首を振った。

　少女の言葉が聞こえていたのか、二人組は、ひくひくと表情を引きつらせていた。それでも彼らはぎこちない笑顔を浮うかべ、

「拙あつしらは、グラックストン商会の者です」

「……グラックストン商会？」

　ヒューイは小さく首を傾かしげた。心当たりのない名前だった。

　赤毛の男は、おや、と意外そうな表情になって、

「ご存じありませんか。こちらはウェズリー・ディスワード子し爵しやくのお屋敷ですよね？」

「まあ、いちおう」

　ヒューイは頷うなずいた。正確に言えば、ここは、かつてウェズリー・ディスワードが住んでいた屋敷──だった。やれやれ、とヒューイは頭をかきながら、

「ですが、祖父はしばらく前に他界してしまいまして。もう、ここには……」

「亡なくなられた……!?」

　男たちの表情に、かすかな動どう揺ようが広がった。

「それは困りましたね……注文の品がようやく手に入ったので、こうしてお届けに上がったんですが。拙らのことは何か聞いておられますか？」

「注文の品？」

　ヒューイは苦々しげな口調で呟つぶやいた。

「うちの爺じいさんがまた何か妙みようなものを注文していたんですか……？」

「ええまあ。妙なものと言いますか……」

　赤毛の男は、少し途と方ほうに暮れたような表情で言い淀よどんだ。無理もない反応だ。

「きみは何か知ってるかい、ダリアン？」

　ヒューイは疲つかれたような溜ため息いきをついて、背後に隠れている黒衣の少女のほうを振り向いた。

　柱の陰から半分だけ顔を出していたダリアンが、その瞬しゆ間んかん、唐とう突とつに表情を強こわ張ばらせた。

　同時に、異様な気配を察知したヒューイが、反射的に姿勢を低くして身構えた。

　その頭上を、ものすごい勢いで何かが通り過ぎた。

　それは金属製の短い棒だった。用心棒などが隠し持って使うための、握にぎりのついた棍こん棒ぼうである。それをヒューイ目がけて振り下ろしたのは、小太りなほうの男だった。手加減も容よう赦しやもない一撃げきだ。ヒューイが咄とつ嗟さに身を屈かがめなければ、間ま違ちがいなく昏こん倒とうさせられていただろう。

「なっ……!?」

　ヒューイは驚きよう愕がくしていたが、迷うよりも先に身体からだが動いていた。体勢を崩くずした小太りの男の右みぎ腕うでを蹴けりつけ、棍棒を叩たたき落とす。

　そのままヒューイは、相手をねじ伏ふせようとしたが、

「く……この小こ僧ぞうっ！」

　男は、信じられないほどの腕わん力りよくで抵てい抗こうした。関節を搦からめ取ったヒューイの腕を力任せに振りほどき、逆にヒューイに襲おそいかかってくる。

　男の動きは鈍どん重じゆうだが、その腕力は尋じん常じようではなかった。おまけに恐おそろしく打たれ強かった。殴なぐりつけた拳こぶしに伝わってくる、硬かたいゴムのような感かん触しよくにヒューイは舌打ちした。どれだけ殴ってもしつこく食い下がってくる男の圧力に、ヒューイが壁かべ際ぎわまで追い詰つめられたとき、

「よし、そこまでだ、小僧。動くな」

　赤毛の男が、鋭するどい声で叫さけんだ。

　男の右手に握られていたのは、大型の自動拳銃オートマチツクだった。外国製の新型だが、ずいぶん使いこんだ形けい跡せきがある。その銃じゆう口こうは、ダリアンのこめかみに乱暴に押しつけられていた。

　背後から捕とらえられた黒衣の少女は、無抵抗のまま、ふて腐くされたように唇くちびるを歪ゆがめている。

「こいつ……手こずらせやがって」

　抵抗を諦あきらめたヒューイを、小太りの男が乱暴に押さえつけた。密着してきた男の不快な体たい臭しゆうに、ヒューイは辛つらそうに顔を背そむけた。

　ヒューイたちを縛しばるための麻あさ縄なわを取り出しながら、赤毛の男はダリアンの奇き抜ばつな恰かつ好こうをじろじろと眺ながめ、

「何なんだ、このガキの服装は……そこの小僧の趣しゆ味みか？」

　蔑さげすむように呟く赤毛男を、ヒューイは不服そうに睨にらみ返した。

　赤毛男は、ヒューイの無言の抗こう議ぎに気づくこともなく、廊ろう下かの奥をのぞきこんで、

「屋や敷しきの中にいるのは、そこの小僧と小こ娘むすめだけか……誰だれも住んでないって話だったが、商会の情報もアテにはならんな」

　そんなことを呟く赤毛男を、ダリアンは不ふ機き嫌げんそうに見上げ、

「何のつもりです、この割れアゴ？　とっととその汚きたない手を離はなすのです」

「割れっ……!?」

　見み目め麗うるわしい少女の口から洩もれた辛しん辣らつな言葉に、赤毛男はしばし絶句し、

「押し込み強ごう盗とうか……なんでこんな没ぼつ落らく貴族の町屋敷なんかに？」

　縛られたヒューイが、冷静な口調で言った。

「言っておくけど、この屋敷にはたいして金になりそうなものはないよ。金品が目当てなら、ほかを当たったほうがいい」

「ふん」

　赤毛男は、気を取り直すように乱暴に首を振ふった。酷こく薄はくそうな笑えみを浮かべて、ヒューイに銃口を向け、

「そうやって俺たちの目を欺あざむくつもりだったのなら、生あい憎にくだったな、坊ぼうや。知ってるんだぜ。この屋敷にはずいぶんと価値のある本があるそうじゃないか？　え？」

「本？」

　ヒューイがかすかに目を細めた。それを見て赤毛男は満足そうに笑い、

「痛い目に遭あいたくなかったら、その貴重な本とやらを出してもらおうか。隠かくしても無む駄だだぜ。屋敷の中を調べればすぐにわかることだからな」

　なるほど、とヒューイは納なつ得とくしたように息を吐はく。この屋敷のかつての主だったウェズリー・ディスワードは、名にし負う蒐書狂ビブリオマニアだ。屋敷に溢あふれる蔵書の中に、莫ばく大だいな価値のある稀き覯こう本ぼんが紛まぎれこんでいたとしても驚おどろくには当たらない。

　ヒューイは、疲れたような表情で男を見上げて訊きいた。

「……題名は？」

「あん？」

「あんたたちが探してる本の題名は？」

「……ああ、何て言ったかな、気取った名前の本だったが……」

　赤毛男は曖あい昧まいな記き憶おくを辿たどるように、視線を空中に彷徨さまよわせた。そして獰どう猛もうに笑って言った。

「そう……〝夜の女王〟だ」
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　二人組の男たちは、ヒューイとダリアンを応接間の柱に念入りに縛りつけた。

　本の在り処かを知らない、というヒューイたちの言葉を素す直なおに信じたわけではないのだろうが、それほど貴重な本ならば、すぐに見つかるだろうとタカをくくったのだろう。二人組は、ヒューイたちを放置して、屋敷の中の物色に向かう。

「まったく、弛たるんでいるのです」

　ヒューイの隣となりで縛られたダリアンが、非難がましい口調で言った。

「中年男の下腹のように弛みきっているのです。あのような頭の悪そうな強盗を、おめおめと屋敷に招き入れるとは。おまえはどこまで間ま抜ぬけなのですか、このタワケ！」

「警けい戒かいしてなかったわけじゃないんだが」

　ヒューイは不自由な姿勢で肩かたをすくめた。

「連中の恰好が怪あやしすぎたから、逆にね……つい、きみの知り合いかと思ってしまって」

　その言葉を聞き咎とがめて、黒衣の少女はムッと眉まゆを吊つり上げた。

「……それは、どういう意味ですか。まるで私が怪しい恰好をしているみたいではないですか」

「もしかして、怪しくないつもりだったのか？」

　ヒューイが少し驚いた声で言った。ダリアンは苛いら々いらと歯を剝むいて、

「あのような雑ざ魚こどもの虜りよ囚しゆうになるとは屈くつ辱じよくなのです。いつものボロ拳けん銃じゆうはどうしたのです。なぜさっさと奴やつらを撃うち殺しておかなかったのですか」

　ヒューイがぐったりと力を抜ぬく。

「旅先ならともかく、屋敷の中で拳銃なんて持ち歩いてないよ。荷物を配達に来ただけの商店の人間を、片っ端ぱしから撃ち殺すわけにはいかないだろ」

「それが弛んでいるというのです、この音おん痴ち」

「音痴は関係ないだろ、今は」

　呆あきれたようにヒューイが呻うめいたとき、廊下の奥から赤毛の男が戻もどってくるのが見えた。埃ほこりでうっすらと頰ほおを汚よごして、どこか落らく胆たんしたような表情を浮うかべている。

「くそ……何なんだ、この屋敷は。本だらけじゃねえか！　カビ臭くせえ古本ばかり……」

　ヒューイたちを睨みつけ、赤毛男が声を荒あららげた。応接間の床ゆかに積み上げられていた本の山を、男は腹はら立だち紛れに蹴けり飛ばす。本の山は無む惨ざんに床に散らばった。

　それを見ていたダリアンが、ぴくりと頰を引きつらせた。床に落ちた一冊を顎あご先で指し示し、

「む……その本は私の読みかけなのです。こっちに寄よ越こすのです」

「ああっ!?」

　赤毛男が、顔を突つき出して唸うなり声を上げた。

　しかしダリアンは平然とした声で、

「本を開いたまま伏ふせてはいけないのです。開き癖ぐせがつくし、本が傷いたむのです。そんなことも知らないのですか、赤毛猿ざる。多少は知ち恵えが回っても、しょせん猿は猿ですか」

「こ、このガキ……」

　激げつ昂こうした男の顔面が、見る間に朱しゆ色いろに染まっていった。怒いかりでぶるぶると拳こぶしを震ふるわせるが、さすがに身動きもできない少女を殴なぐらない程度の分別は持ち合わせていたらしい。

　赤毛男は、本を靴くつで踏ふみつけると、その表紙を力任せに踏みにじった。無惨にちぎれた紙が床の上に散らばり、それを見たダリアンが「ああっ……」と弱々しい悲鳴を洩もらす。

　その悲鳴で溜りゆう飲いんを下げたのか、赤毛男は、傲ごう岸がんな少女にはもはや目もくれず、相方のほうを振ふり返った。

「おい、そっちはどうだ？　金になりそうな本はあったのか？」

　軽く息を弾はずませながら戻ってきた小太りの男は、額の汗あせを拭ぬぐいながら答えた。

「いや……本はいくらでもあるけど、例の題名の本はどこにも……」

「くそっ！」

　赤毛男の表情に、はっきりと焦あせりの色が浮かぶ。

　まさかこんな寂さびれた屋や敷しきに、これほど大量の蔵書があるとは、予想していなかったのだろう。屋敷にはほかに金目の物がないことも、彼らはすでに理解しているはずだ。

　それにしても彼らの焦しよう燥そうぶりは普ふ通つうではなかった。このまま目当ての本を探し出すことができなければ、何かまずいことが起きるような立場に、彼らは置かれているのかもしれなかった。

「おい、小こ僧ぞう。本をどこに隠かくしやがった？」

　赤毛男が、ヒューイの額に銃じゆう口こうを突きつけた。先ほどまでのような脅おどしではなく、引き金にかけた指先に力が入っているのがわかる。ヒューイは無言で男を睨ねめ上げた。そして、

「ああっ……！」

　出し抜けに響ひびき渡わたった少女の悲鳴に、赤毛男は驚おどろいたように銃を上げた。引きつった表情で黒衣の少女を振り返る。

「な、なんだ？」

　しかし少女の視線は、赤毛男のほうに向けられてはいなかった。縛しばられた身体からだを強ごう引いんに前に傾かたむけて、ダリアンが睨んでいたのは彼の相棒のほうだ。似合わない背広デイツトーズを着た小太りの男は、銀紙に包まれた黒っぽい塊かたまりを口に運ぼうとしている最さ中なかだった。

「それは私のチョコレートなのです！　なぜおまえが勝手に食べているのですか!?」

　ダリアンが悲痛な声で絶ぜつ叫きようする。小太りの男は、その剣けん幕まくに少し驚いたような表情を浮かべ、

「いや……テーブルの上にあったから」

　黒衣の少女が、キンキンとした金切り声を張り上げた。

「おまえはテーブルの上にあるものは何でも口に入れるのですか。なんという意い地じ汚きたない強ごう盗とうなのですか。猿だけかと思ったら、豚ぶたまでいたのです、この豚！　あと一匹ぴき、東洋の河の妖よう怪かいはどこにいるのですか？　おまえのような生き物は、坊ぼう主ずのお供をして、天てん竺じくにお経でも取りに行ってればいいのです」

「河の妖怪……？」

　なおも口くち汚ぎたなく喚わめき立てるダリアンの姿を、二人組の強盗は、ただ呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。
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　ヒューイは、そんな彼らの姿を溜ため息いき混じりに見上げていたが、やがて、

「思い出したよ」

　ぽつりと呟つぶやいた青年を、赤毛の男が戸と惑まどうように見下ろした。

「うん？」

「グラックストン商会……王都にそんな名前の故買屋があるらしいね」

　世間話のような口調で、ヒューイは言った。強盗の二人は何も答えない。苦いものを嚙かみ潰つぶしたような表情を浮かべただけだ。

「噂うわさ好きな知り合いから聞いたことがある。空き巣す狙ねらいや強盗に金持ちの屋敷の情報を流して、彼らから盗とう品ひんを買い取ったり、上前を撥はねたりしてる連中だとか。そういう連中なら、爺じいさんのことを知っていてもおかしくはないかな」

　淡たん々たんと告げるヒューイを見返して、ふん、と赤毛男が息を洩らした。

「ああ、そのとおりだ。俺たちは、商会で用心棒みたいな仕事をしてたんだ」

「用心棒……それがどうして強盗なんかを？」

「簡単な話さ。商会が潰れちまったんだよ」

　赤毛男が、自じ嘲ちようするように唇くちびるの端はしを上げる。

「潰れた……？」

「商会の会長が殺されたんだ。よその組織と揉もめ事を起こしてな。故買屋の仕事なんてのは、情じよう報ほう網もうと人脈だけで成り立ってるようなもんだからな。そうなったらもうおしまいだ」

　そう言って男は乾かわいた声で笑った。

「王都に残ってたら、会長のとばっちりで俺たちも殺されかねない。だが、姿を隠すにしても、それなりのまとまった金が要いるってわけだ」

「だから……爺さんの本を？」

　ヒューイの言葉に、男は首しゆ肯こうし、

「世の中には蒐書狂ビブリオマニアとかって連中がいて、貴重な本なら、金に糸目をつけずに買い取ってくれるそうじゃねえか。おまえの爺さんもそういう連中の一人だったんだろ？」

「まあ、たしかに」

　ヒューイは苦く笑しようした。男は、何かを思い出したように顔を歪ゆがめ、

「宝石や美術品みたいな、すぐに金になりそうな転売ルートは、ほかの商売敵がたきに押さえられちまったからな。面めん倒どうだが俺たちは本を探すしかねえんだよ……で、だ」

　彼は再びヒューイに銃口を向けた。

「教えてくれないか、小僧。〝夜の女王〟って本はどこにある？」

　ヒューイは静かに首を振ふる。

「……さあ」

「とぼけても無む駄だだぜ。てめえの爺さんが生前に、大枚はたいてそいつを取り寄せた記録が商会の情報網に、きっちり記録されているからな」

　男の言葉にヒューイは笑った。

「情報網？　さっき、商会の情報網はアテにならないって言ってたんじゃ……」

　男の揚あげ足を取るようにそう呟いた瞬しゆ間んかん、

「がっ……！」

　拳けん銃じゆうの銃じゆう把はで力任せに殴なぐられて、ヒューイが短く呻うめき声を洩もらした。

「ヒューイ！」

　ダリアンが悲鳴のような声を出す。ヒューイが軽く首を振り、そのこめかみから顎あごにかけて血の雫しずくが滴したたった。

「言い忘れてたがな、小僧……俺たちは商会の用心棒として、もう何人も殺してるんだ。こうしてこそこそ逃にげ回る羽目になってるのも、そのせいさ」

　赤毛の男が、掠かすれた声で笑った。

「だから、今さら殺した人数が一人二人増えたってどうってことはねえ。死にたくなかったら、さっさと教えてくれないかな。悪いが、こう見えて俺たちにも余よ裕ゆうがなくてね」

「だ、そうだが……なにか心当たりはあるかい、ダリアン？」

　ヒューイが、苦痛を隠かくすような笑い含ぶくみの表情で訊きいた。

「……〝夜の女王〟などという名前の幻げん書しよはないのです。存在しない本のことは、私にもどうしようもないのです」

　ダリアンが、感情のこもらない声で静かに告げた。

「強ごう情じようだな」

　赤毛の男が忌いま々いましげに呻いた。彼はもう一度拳銃で壁かべを殴りつけ、

「ふん。たしかに、そんな貴重な本を、ガキどもの手の届く場所に置いておくはずもないか。おい、いつまで菓か子しを喰くってる。おまえはもう一度探さがしに行ってこい」

「……へい」

　チョコレートを齧かじっていた小太りの男が、のっそりと重い腰こしを上げた。彼が食い散らしたチョコの包み紙を見つめて、ダリアンは落らく胆たんしたようにうなだれる。そして、

「おまえは屋や敷しきの東に回れ。裏庭のほうに建物がいくつかあったはずだ」

「裏庭……!?」

　赤毛男の言葉を聞いて、ダリアンがハッと顔を上げた。彼女の横顔に、今ははっきりと動どう揺ようが浮うき出ていた。それを見た赤毛男が、勝ち誇ほこったような笑えみを浮かべ、相棒に目配せする。

　小太りの男も頷うなずき返して、大おお股またで裏庭に続く廊ろう下かへと向かった。

　それを見て慌あわてたのはダリアンだった。柱に縛しばりつけられたまま、小こ柄がらな身体からだを飛び跳はねるように揺ゆさぶり必死に叫さけぶ。

「ま、待つのです、こら……そちらに行ってはいけないのです！」

　突とつ然ぜん、狼ろう狽ばいを始めた黒衣の少女の姿を、ヒューイは不思議そうに眺ながめていた。屋敷の裏には荒あれ果てた庭園があるだけで、本を隠せるような場所はどこにもない。

　これまで彼女に振り回されていた赤毛男は、焦あせるダリアンの姿を愉ゆ快かいそうに眺めていた。

　その表情が、突然、引きつるように固まった。

　裏庭の方角から、凄すさまじい絶ぜつ叫きようが聞こえてきたのだ。

　それは野太い男の悲鳴だった。強ごう盗とうの片割れ。小太りの男の声に間ま違ちがいない。

「な……なんだ!?」

　拳銃を握にぎり直して、赤毛男が呻いた。

　もちろんヒューイにも何が起きているのかわかっていない。たしかに手入れはよくないが、裏庭にたいした危険はないはずだ。しかしダリアンが何かしたとも思えない。彼女の胸の錠じよう前まえは、銀の鎖くさりで縛られたまま。封ふう印いんの鍵かぎは解かれていない。だがしかし、

「あ……ああ……」

　ダリアンは絶望したように目を伏ふせて、弱々しい呻き声を洩らしている。

　赤毛男が苛いらついたように何度も壁を蹴けりつけて、

「くそ……おまえら、ここを動くなよ」

　勝手な真似まねをしやがったらすぐにぶっ殺すからな、と言い残し、彼は部屋を出て行った。

　あとには、縛られたままのヒューイとダリアンだけが残された。

　男の悲鳴はもう聞こえない。だが、何か異様なことが起きている気配だけは消え残っていた。

　ダリアンはなぜか思い詰つめた表情で、窓の外を睨にらんでいる。

「だから私は警告したのです。あの偶ぐう蹄てい目もくめ……！」

　いつの間にか夜も更ふけて、空に浮かぶ満月が、銀色の光で黒衣の少女の横顔を照らしていた。
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　ポケットの中をまさぐって、ライターを探し当てるのはそれほど面倒なことではなかった。難しいのは火やけ傷どしないように、自分たちを何重にも拘こう束そくしている縄なわを焼き切ることだ。

「さっさとやるのです、ノロマ。早く追いかけないと手て遅おくれになってしまうのです」

「手遅れ……？　熱あちっ……って何のことだい、ダリアン？」

　後ろ手にライターを握ったまま、ヒューイが唇くちびるを歪ゆがめて問いかける。黒衣の少女は苛いら立だちを隠そうともせずに、

「決まってるではないですか、ボケ。〝夜の女王〟のことです」

「……どういうことだ？　〝夜の女王〟という幻書は存在しないんだろ？」

「誰だれも幻書の話などしてないのです」

　ダリアンが深々と溜ため息いきをついた。

　その直後、再び遠くから悲鳴が聞こえてきた。今度も裏庭の方角からだ。しかし悲鳴の主は違ちがっている。今度の悲鳴は、例の赤毛男のものだった。続けて銃じゆう声せいも聞こえてくる。

「なんだ!?」

　ようやく麻あさ縄なわを焼き切って、自由になった手首をさすりながらヒューイは呻うめいた。

「温室の方角から……？　僕たち以外に誰かいるのか？」

　ダリアンはその質問に答えない。ヒューイに縄を解いてもらいながら、放心したようにぼんやりと俯うつむいて、

「……二人も……なんということなのですか。これではもう……」

「いったい何が起きてるんだ、ダリアン？　手遅れっていうのは……？」

「話はあとです、ヒューイ。とりあえず追いかけるのです」

「あ、ああ」

　ヒューイは軽く深呼吸して、勝手に歩き出したダリアンのあとを追った。

　赤毛男の悲鳴は思ったよりも長く続いていたが、それももう止やんでいた。強盗たちの気配が消えた屋敷の中は静かだった。部屋はあちこち荒らされていたが、もともと散らかっていたのでそれほど気にはならない。

　裏庭に面した回かい廊ろうの扉とびらは開いていた。

　伸のび放題の下草に、誰かがかき分けていった痕こん跡せきが残されている。あの二人が残していったものに違いなかった。足あし跡あとは庭園を大きく回りこんで、温室のほうへと続いていた。

　薄うす汚よごれた温室のガラスが、月光を反射して淡あわく輝かがやいている。

　庭園には、ほかに動くものの姿は見あたらなかった。

　ダリアンは迷わずに温室のほうへと向かい、ヒューイは黙だまって彼女のあとに続いた。

　扉を開けると、湿し気けった温室の空気が肌はだにまとわりついてきた。

　温室の中に踏ふみこんで、ダリアンが不意に足を止めた。彼女の足あし下もとに、鈍にぶく光る金属の塊かたまりが落ちていた。ヒューイは屈かがみこんで手を伸ばす。

「拳けん銃じゆう……？」

　それは外国製の自動拳銃オートマチツクだった。赤毛の男が振ふり回していたのと同じものだ。最後に撃うってからそれほど時間が経たっていないのだろう。強い硝しよう煙えんの臭においが残っている。

　しかし、その銃を持っていたはずの男の姿はどこにもなかった。

　赤毛男だけでなく、彼の相棒だったもう一人の男も。

　忽こつ然ぜんと姿を消してしまっている。

「どういうことだ……？」

　背筋にうそ寒い感かん触しよくを覚えながら、ヒューイは周囲を見回した。

　どこがどう違ちがう、というわけではない。だが今の温室の中の光景には、何か強きよう烈れつな違い和わ感かんがあった。夕方にここを訪おとずれたときとは印象が違う。木々の枝が姿を変え、草花が動いているような、そんな気がする。

　あの二人組が温室の中を荒あらしたせいかもしれない。

　そういえば温室の地面には、誰かが激しく争ったような形けい跡せきや、なにか重いものを引きずったような痕跡が残されている。しかし、あの二人がいったい誰と争ったというのだろう？

「ダリアン。きみはここで待っていてくれ」

　温室の奥に進もうとしたダリアンを、ヒューイが慌あわてて呼び止めた。この近くに、あの二人以外の侵しん入にゆう者が隠かくれているかもしれない。その可能性を警けい戒かいしているのだ。

「その必要はないのです」

　しかしダリアンはすげなくそう言うと、再び勝手に歩き出した。

　彼女が向かったのは、温室の最さい奥おう。日暮れ前に彼女が水を遣やっていた、大きなサボテンがある場所だ。そして薄うす暗ぐらい温室の奥に視線を向けて、ヒューイは、うっと声を詰つまらせた。

「あれは……!?」

　そこにあったのは本だった。装そう幀ていの色いろ褪あせた一冊の古書だ。

　なめし革がわのような色の表紙に、淡い純白の紙。見慣れない字体で、整然と本文が印刷されている。大きさは事典ほどもあるだろう。

　温室の奥、植物の枝葉に覆おおわれた淡い緑色の闇やみの中に、一冊の本が浮うかんでいるのだ。

「本!?　あれが〝夜の女王〟なのか……だけど、どうしてこんなところに……？」

　熟うれた果実のような強い芳ほう香こうが鼻を衝つく。その匂においに誘さそわれるように、ヒューイはふらふらと足を踏み出し、闇に浮かぶ本へと手を伸ばそうとした。

　それを制止したのはダリアンだった。

「待つのです、ヒューイ」

「え？」

　上着の裾すそを強く引かれて、ヒューイは驚おどろいて振り返る。

　ダリアンは、闇に浮かぶ本を見つめたまま静かに言った。

「もう、手遅れなのです」

「……手遅れ？」

　眉まゆを顰ひそめたヒューイの目の前を、何かがひらひらと通り過ぎていった。

　その姿を目で追って、ヒューイは低い呻うめきを洩もらした。

　それは本の頁ページだった。風に揺ゆれていた白い紙が一枚抜ぬけ落ちて、はらりと宙を舞まった。

　続けて、一枚……そしてまた一枚。誰だれが手を触ふれたというわけでもないのに、本がばらけて散らばっていく。まるで風に舞い散る花はな片びらのように。

「……あれは本などではないのです、ヒューイ」

　やがてダリアンが無表情に呟つぶやいた。

　ヒューイは眉み間けんに皺しわを刻んだまま、

「本じゃない……？　だけど、これは……」

「〝夜の女王〟というのは、あの植物の名前なのです」

　そう言ってダリアンは、風に舞う本の頁ページを一枚つかみ取った。

「十三年に一度、〝夜の女王〟は花を咲さかせるのです。一晩だけで散ってしまう花を」

「本の形をした……花？　花片の模様が……文字になっているのか」

　ダリアンに手て渡わたされた頁ページを見つめて、ヒューイは感かん嘆たんの吐と息いきを漏もらした。そこには美しい文字の羅ら列れつが刻まれていたが、紙のように見えたその薄はく片へんは、たしかに植物の手て触ざわりだった。

「だから爺じいさんは、あんなものを取り寄せたのか……」

　どこか憮ぶ然ぜんとした顔つきで、ヒューイは首を振る。蒐書狂ビブリオマニアだったはずの祖父が、わざわざ植物を取り寄せた理由。そして、ダリアンが柄がらにもなくせっせと水を遣っていた理由。

　それが世にもめずらしい本を咲かせる植物だったのなら、納なつ得とくできる。咲かせた本を標本にして保存することができたなら、またとないコレクションになるからだ。だが──

「それはわかったよ。だけど強ごう盗とうの二人はどこにいった？　あの悲鳴はなんだったんだ？」

「〝夜の女王〟は、暗黒大陸アフリカの荒れ地に生えるのです」

　ヒューイの疑問を無視して、ダリアンは淡たん々たんと続けた。

「あまり良好な生育環かん境きようではないのです。土地が瘦やせているし、水や養分も不足気味……そういう場所に生える植物は、養分の不足を自力で補うような性質を持っているものも多いのです」

「養分を……補う？」

「食虫植物というものを知っていますか、ヒューイ？」

　ダリアンの言葉に、ヒューイが表情を引きつらせた。

　食虫植物。葉や繊せん毛もうなどの一部を変化させ、昆こん虫ちゆうを捕とらえるような独特な姿に進化を遂とげた植物を総そう称しようして呼ぶ言葉だ。養分の少ない瘦せた土地に育つ植物に多いとも言われている。

　だが、この〝夜の女王〟の巨きよ体たいを維い持じするなら、昆虫のような小さな生物を養分にするだけでは不足だろう。もっと大型で、高い知性を持つ生物を引き寄せる姿に進化しなければ──

「ダリアン……まさかこいつは……」

「本の形をしたあの花は、餌えさとなる人間を引き寄せるためのものなのです。好こう奇き心や名めい誉よ欲よくに駆かられて暗黒大陸アフリカを訪おとずれた人間を、効率よく捕らえるための……」

　そう言って、ダリアンはすっと右みぎ腕うでを上げた。

　彼女が伸のばした指先を見て、ヒューイは今度こそ本当に絶句した。

　この温室の光景に、違い和わ感かんを覚えた理由がようやくわかった。

　それは温室にある巨きよ大だいなサボテンが、その姿を変えていたからだ。

　茎くきの根元が大きく膨ふくらんで、いびつな球根のような形に変わっている。半はん透とう明めいの球根の内部は消化液で満たされて、その中には養分となる獲物が沈しずんでいた。

　食肉植物の蔓つるに絞しめ殺された、かつて強盗だった二人の男が──

「〝夜の女王〟が花が咲かせるのは十三年に一度だけ。そして餌を捕らえてしまえば、役目を終えた花は散ってしまうのです……」

　ダリアンが無念さを滲にじませた声で言った。

「一説によれば、この花片に書かれた文章は、かつて餌となった人間の記き憶おくとも言われているのです。今度こそ読んでみたかったのですが……」

「次に本が咲くのは十三年後、か……」

　ヒューイは遠い目をして、溜ため息いきをついた。

「強盗の二人には悪いことをしたな。いくら自じ業ごう自得とはいえ……」

「同情はしないのです」

　ダリアンは抑よく揚ようのない声で、きっぱりと呟いた。誰だれに言うともなく、口の中だけでぼそりと、

「当然の報むくいなのです。あいつらは、私のお気に入りに傷をつけたのですから」

　ヒューイは少し驚おどろいた表情でダリアンを見た。そして何か思い出したように、

「お気に入りって、読みかけだったあの本のことかい？　そんなに気に入ってたのか……」

　黒衣の少女は、そんなヒューイを無言で見上げ、

「ふん……」

　なぜか少し怒おこったように息を吐はくと、そのまま彼に背中を向けた。そして振ふり返ることなく、足早に温室をあとにする。そんな気まぐれな少女の態度に、青年はやれやれと嘆たん息そくした。

　少女を追って歩き出した彼のこめかみには、まだ乾かわききらない血の跡あとが薄うすく残っている。


























　粉雪が舞まう冬の寒い午後。

　一人の男が、公園のベンチでうなだれています。

　悲しみに暮れた表情で、彼は人目もはばからず泣いていました。

　ポケットから取り出した小さなナイフを、これ見よがしに手首に当てたりもしています。

　通行人たちのほとんどは、目を合わせないように早足で通り過ぎていましたが、通りすがりの若い男が、仕方なく彼に声をかけました。黒くろ髪かみの小こ柄がらな少女を連れた青年でした。

「あの、何かあったんですか？」

　泣いていた男は、ハッと顔を上げ、そして早口で青年に言いました。

「ねえ、あなた、聞いてくださいよ。私は彼女に振ふられたんです」

「はあ、それは大変でしたね」

　青年は困ったように眉まゆを顰ひそめました。面めん倒どうな相手に話しかけてしまったことを、後こう悔かいしている表情でした。しかし男は、そうでしょう、と頷うなずき、

「それがひどい話なんです。彼女は私のことを捨てたんですよ。ほかに好きな男ができたからって、一方的に……つまり彼女は浮うわ気きをしたんです。私を裏切ったんですよ」

「はあ、なるほど」

　青年は投げやりな相あい槌づちを打ちました。男は大げさに頭を抱かかえ、

「ああ、女ってやつは、なんてひどい生き物なんだ。こんなにも愛していた私を裏切るなんて。もう女なんて誰だれも信じられない。いっそ彼女を殺して私も死んでやる……！」

　ナイフを握にぎった手を震ふるわせて、男が真しん剣けんな口調で言いました。

　それを見ていた小柄な少女が、やれやれ、と溜ため息いきをつきました。




　少女は美しい姿をしていました。

　艶つややかな長い黒髪で、瞳ひとみの色も闇やみを固めたような漆しつ黒こくでした。

　白い肌はだは蜂はち蜜みつを溶とかしたミルクのように滑なめらかで、まるで高価な磁器を見ているよう。

　漆黒の衣装は、幾いく重えものフリルとレースでゆったりと膨ふくらんで、その輪りん郭かくを金属製の手甲や腰鎧が覆おおっています。

　そして彼女の胸むな元もとには、鈍にび色いろに輝かがやく金属製の錠じよう前まえが揺ゆれていました。

　銀の鎖くさりで結ばれた大きな古い錠前が──




「おまえは浮気をしないのですか？」

　美しく澄すんだ声に似合わぬ、ぞんざいな口調で少女が言いました。

　男はびっくりしたように顔を上げ、そして力強く頷きました。

「もちろんです。私が自分の恋人を裏切ることなどあり得ません」

　少女は無言で男を眺ながめ、そして重々しく頷きました。

「ならばおまえに、この本を貸すのです。ただし、今の言葉を決して忘れないように──」

　男は不思議そうな表情で、少女の手から本を受け取りました。

　そして彼らは別れました。







　それから数日が経たったある日、青年は再び男と出会いました。

　公園のベンチに腰こし掛かけて、男は本を読んでいました。

　男は独りぼっちでしたが、とても楽しそうでした。

　目の前を通り過ぎていくほかの恋人たちを見ても、彼らを祝福するように微ほほ笑えんでいます。

　男の膝ひざの上には、ナプキンにくるんだサンドイッチが載のっていました。

「こんにちは。美味おいしそうなサンドイッチですね」

　青年がそんなふうに声をかけると、

「そうでしょう。彼女の手作りなんです」

　男は得意げにそう言いました。青年は少し驚おどろいて、

「彼女とは仲直りしたんですか？」

「いえいえ、まさか。恋人を裏切るようなあんな女とは、もう二度と会いませんよ。新しい彼女が出来たんです。今も一いつ緒しよにいるんですよ」

　そう言って男は読みかけの本を嬉うれしそうに抱だきしめます。

　そして不思議そうに首を傾かしげる青年に言いました。

「あなたには見えないかもしれませんがね、この本を読んでいる間、彼女はいつでも私の前に現れてくれるんです。そして私にとても優やさしくしてくれます。それに、なんといっても美人ですしね。彼女がいてくれるなら、私はもうほかに何もいりません」

　男は満足げな微笑を浮うかべ、再び読書に戻もどりました。

　本の頁ページをめくりながら、彼は時折、何か独り言を呟つぶやいています。まるですぐ隣となりにいる誰かに愛の言葉を囁ささやくように。それは少し間ま抜ぬけな光景でしたが、本人はとても嬉しそうでした。

「お幸せに」

　そう言って青年は、その場を離はなれました。







　それから数日が経ったある日、青年は再び男と出会いました。

　公園のベンチに腰掛けて、男は本を読んでいました。

　男は独りぼっちでしたが、とても楽しそうでした。

　そして時折、何か独り言を呟いています。まるですぐ隣にいる誰かに、愛の言葉を囁くように。それは少し間抜けな光景でしたが、本人は以前と同じように、とても幸せそうでした。

　ただひとつだけ変化していたのは、男が持っている本でした。

「こんにちは。その本、前に読んでいたのとは違ちがいますね」

　青年がそんなふうに声をかけると、男は得意げに胸を張りました。

「ええ。新しく手に入れたんです。最近はもう、この本ばかり読んでいますよ」

「そうですか。前の本はどうしたんです？」

　青年が表情を曇くもらせました。男は少し口ごもり、

「べつに前の本のことが嫌きらいになったわけじゃないんですよ。ただ、相性と言うんですかね。前の本よりもこっちのほうが、私には合っている気がするんですよ。あなたには見えないかもしれませんがね、この本を読んでいる間、新しい恋こい人びとがいつでも私の前に現れてくれるんです。彼女のほうが気さくだし、それにスタイルもいいですしね」

　男は満足げな微笑を浮かべ、再び読書に戻りました。

「…………」

　青年は黙だまってその場を離れました。







　それから数日が経ったある日、クリスマスの夜でした。

　小こ柄がらな少女を連れた青年は、再び男と出会いました。

　公園のベンチに腰掛けて、男は無言でうなだれていました。

　冷たくなった彼の胸には、一本のナイフが突つき刺ささっています。

「…………」

　血だまりになった男の足あし下もとには、一冊の本が落ちていました。

　それは最初に男と出会った日に、少女が手て渡わたした本でした。

　本は返り血を浴びて真っ赤に染まっています。

　瞳ひとみに哀かなしげな感情を映して、少女は本を拾い上げました。

　そして刺された男の骸むくろを見下ろして、無感情な声で言いました。

「噓うそつき」



























　うららかな午後の陽ひ射ざしを浴びながら、一組の男女が向かい合っている。

　高級な茶葉の香かおりが漂ただよう応接室だ。

　象ぞう嵌がん入りのティーテーブルに、長椅子はベルベット張り。アンティークのキャビネットには、高価な工芸品に混じって、輸入品の人形たちがずらりと陳ちん列れつされている。

「聡そう明めいな貴女あなたならばおわかりでしょうが」

　ティーカップを優ゆう雅がに傾かたむけながら、男は言った。

　仕立てのいいウェストコートを着て、縁の細い眼鏡めがねをかけている。緩ゆるくウェーブした前まえ髪がみ。裕ゆう福ふくな身なりだが、神経質そうな顔立ちの男性だ。

「──人類の歴史とは、すなわち格差の歴史ともいえるのです。人間が農耕を始めたときから、その収しゆう穫かく量によって貧富の格差が生まれ、身分や社会階層の違ちがいへと発展していきました」

「…………」

　女は無言で頷うなずいて、それからクスクスと楽しげに笑った。華はなやかな金きん髪ぱつの若い娘むすめだった。飾かざり気のない純白のブラウスに、なぜか男物のネクタイを結んでいる。

「なにが仰おつしやりたいんですの、ミスタ・フィエロン？」

「経済の原則について申し上げているのです」

　男は冷ややかな口調で言った。

「一物一価の法則ロウ・オブ・ワン・プライスなどというものは、経済学者たちの幻げん想そうに過ぎません。なぜなら現実には格差というものがあるからです。百万ポンドをはした金のように扱あつかう資産家もいれば、わずか一シリングを奪うばい合って命を落とす貧者もいる。喉のどの渇かわきに苦しんでいる砂さ漠ばくの旅人にとっては、グラス一杯ぱいの水の価値は同じ重さの黄金よりも上でしょう」

　大おお仰ぎような男の説明を、女は愉ゆ快かいそうに聞いていた。ティーカップを傾けて喉を潤うるおしながら、彼女は悪戯いたずらっぽく微ほほ笑えんで言った。

「……つまり幸せと不幸の違いは、その人の感じ方しだいということね？」

　男は呆あきれたように失しつ笑しようした。

「貴女はロマンチストですね。私はただ、等価交こう換かんなどというものが成立することはない、ということが言いたいのです」

　そして彼は、キャビネットに陳列された蒐しゆう集しゆう品のほうへと視線を移す。楽器、壺つぼ、外国製の人形や玩具おもちや、自動巻時計──そして古書。

「貴女が私に要求したものは、私にとっては金銭に換かえられない、命よりも大事な蒐集品コレクシヨンのひとつです。それに見合うだけの代価を、貴女は私に差し出すことができますか？　貴女の支し払はらう代だい償しようはなんです──ミス・ケインズ？」

「お話はわかりました、ミスタ・フィエロン。お気に召めすかどうかわかりませんけれど」

　女はティーカップを静かに置いた。神経質そうな男の視線を正面から受け止めて、テーブルの上にそっと右手を伸のばす。そこに開かれていたのは一冊の本だった。

「私が貴方あなたに差し出すものは、この私の……を」

　挑いどむように呟つぶやいて、女はそっと表紙を閉じる──
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　その日、故ウェズリー・ディスワード子し爵しやくの町屋や敷しきを訪ねてきたのは、一人の若い女だった。

　御ぎよ者しやと侍じ女じよを馬車に残して、日ひ傘がさも差さずに、彼女は、幼い子どものような足取りで屋敷の玄げん関かんへと跳はねていく。淑しゆく女じよらしからぬ振ふる舞まいだが、それを見送る侍女の横顔には、どこか諦あきらめの表情も浮うかんでいた。

　彼女は、奇き妙みような服装をしていた。

　飾り気のない巻きスカートの上には、拳けん銃じゆうを挟はさめそうな太い革かわベルト。純白のブラウスにはネクタイと編み上げのコルセット。そして男物のソフト帽ぼう。少しクセのある華やかな金髪は、肩かたのあたりでばっさりと切っている。まるで新大陸の開かい拓たく民のような服装だ。

　その変わった服装とは裏腹に、彼女の器量は悪くなかった。むしろ美人の範はん疇ちゆうに入るだろう。しかしそれよりも笑え顔がおのほうが印象に残る。無む邪じや気きな子どものように笑う女だ。

　女は乱暴に呼び鈴りんを鳴らすと、屋敷の玄げん関かん扉とびらを勝手に開けた。そして廊ろう下かの奥に向けて手を振った。

「ヒューイ！　久しぶりね、元気してた？」

　少し遅おくれて玄関ホールに姿を現したのは、屋敷の主人らしき若い男だ。

　訓練された兵士のような隙すきのない雰ふん囲い気きと、育ちの良さ。斜はすに構えたような皮肉っぽさと、生き真面まじ目めさ。相反する要素をそれぞれ併あわせ持った、どこか不思議な印象の青年だった。

　手を振っている彼女に気づいて、ヒューイと呼ばれた青年の表情に困こん惑わくが広がった。

「カミラ？」

　ヒューイは、溜ため息いきの混じった声で彼女の名を呼んだ。カミラ・ザウアー・ケインズ。それが彼女の本名だった。王都で貿易商を営んでいる、ケインズ商会の会長の一人娘むすめだ。

「どうしたんだ、急に？」

　ヒューイが警けい戒かいの表情を浮かべて訊きいてくる。カミラは少し怒おこったような笑顔を浮かべて、

「もっと喜んだらどう？　可愛かわいい幼なじみが遊びに来てあげたのに。もしかしてコイツ、俺に気があるんじゃないか、とかってドキドキするのが礼れい儀ぎってものでしょ？」

「可愛いって歳としでもないだろ。二十歳にもなって」

　ヒューイが呆れたように呟いた。

「ま、だ、十九、よ。失礼ね」

　ムッと唇くちびるを尖とがらせてカミラがブーイングする。それは悪かった、と目を伏ふせるヒューイ。いちおう形だけでも謝っておかないと、話が進まないことを知っているのだ。

「それで、なにか急ぎの用なのか。連れん絡らくもなしに押しかけてくるなんて」

　ヒューイはそう言って、カミラの持っているトートバッグを眺ながめる。カミラはその中の荷物を隠かくすように胸の前に抱だいて、

「ううん、ちょっと立ち寄っただけよ。それに、今日はあなたに用があったわけじゃないの」

「……ダリアンに？」

　ヒューイは、屋敷の応接間を振り返りながら、困ったように眉まゆを寄せた。そんな彼の横を、カミラはするりとすり抜ぬけて、

「お邪じや魔まするわね」

「あ、おい」

　呼び止めるヒューイを無視して、カミラは応接間へと入っていった。

　昼間からカーテンを閉とざした薄うす暗ぐらい部屋。その奥に置かれた長なが椅い子すに、一人の少女が座っていた。うずたかく積み上げた本に埋うもれるような姿で、彼女は本を読んでいる。

　長い黒くろ髪かみの小こ柄がらな娘むすめだった。

　高価な磁器人形を思わせる、異様に整った顔立ちの美しい少女だ。

　彼女が身につけているのは、闇やみに溶とけこむような漆しつ黒こくの衣装。

　全身に豪ごう華かなレースやフリルを幾いく重えにもまとって、そのあちこちを金属の装そう甲こうが覆おおっている。そして彼女の胸むな元もとには、銀の鎖くさりで縛しばられた古い錠じよう前まえが鈍にぶく輝かがやいていた。

「見つけたわ、ダリアン。イェイ！」

　カミラが新大陸風の陽気なノリで歓かん声せいを上げると、黒衣の少女が静かに顔を上げた。

　そしてカミラの存在に気づいて、無表情なまま鬱うつ陶とうしげに呟いた。

「またおまえなのですか……」

　ダリアンと呼ばれた少女は膝ひざの上に広げた本を畳たたむと、わざとらしく大きな溜息をついた。

「なんの用です、ザ・嫁いき遅れ。こんな昼間から押しかけてきて、おまえは暇ひま人じんなのですか」

「ザ・嫁き遅れ、って定てい冠かん詞しをつけないでよ」

　軽く傷ついたような表情を浮かべるカミラ。

「てか、それ私のこと!?　しかも微び妙みように発音間ま違ちがってるし！」
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「おまえ以外に誰だれがいるのですか。おまけに今日も変な服装なのです。その腹の赤いヤツは、天てん敵てきのカラスに襲おそわれないようにするための警告色なのですね、わかります」

「あう……相変わらずな扱あつかいね。カラスが天敵って、私はイモリか……！」

　自分のネクタイを見下ろして、カミラががっくりと肩を落とした。そして彼女はトートバッグの中身をのぞきこみ、

「あーあ、せっかくあなたにお土産みやげを持ってきたのにな」

「……お土産とは何のことですか？」

　長い黒髪に隠れたダリアンの耳が、ぴくりと動いた。

　カミラはニヤリと微ほほ笑えんで、バッグの中からナプキンに包んだ皿を取り出した。

　載のっていたのはパンだった。ニワトリの卵ほどの大きさの、砂糖をまぶした揚あげパンだ。

「これね、ベルリーナー。ドイツの揚げパンなの。ジャム入りよ。こういうの好きでしょ？」

　カミラに訊かれて、ダリアンは、む……と小さく唸うなった。そして、

「……まあ、私は寛かん容ようなので、食べてやらないこともないのです」

　食欲と好こう奇き心に敗北して、皿の上に手を伸のばす。

「どう？　美味おいしい？」

　ダリアンの向かい側の椅子に座って、カミラはにこやかに微笑んでいた。まるで、気位の高い野の良ら猫ねこを手て懐なずけようとしているような姿だ。

　ダリアンはジャム入り揚げパンを口いっぱいに頰ほお張ばって頷うなずき、

「まあまあなのです。ヒューイ、お茶の支し度たくはまだですか」

「そうだそうだー」

「…………」

　二人に催さい促そくされて、ヒューイが仕方なく厨キツ房チンへと向かっていく。ダリアンの尊大な態度には慣れているのか、特に腹を立てている様子はなかった。

　少し可哀かわい想そうなことをしたかしら、とカミラは小さく舌を出し、

「あとね、もうひとつ、ダリアンが好きそうなのを見つけて持ってきたんだけど……あら」

　そう言いかけて、バッグに突つっこんでいた手を止める。

　ダリアンは、揚げパンをくわえたまま、怪け訝げんな表情でカミラを見返し、

「どうしたのですか？」

「それ、なに読んでたの？」

　カミラが指さしたのは、黒衣の少女が膝に載せたままの本だった。ダリアンがいつも読んでいる古めかしい装そう幀ていの本とは違ちがって、カラフルな図版が印刷された目録だ。

「ただのオークションカタログなのです」

　ダリアンがぞんざいな口調で答えた。すでに終しゆう了りようしたオークションの出品目録。古書店で手に入れた中古本である。目録内の図版の上には、見知らぬ誰かの筆ひつ跡せきで、商品の落札価格が書き殴なぐられている。

　揚げパンで両手が塞ふさがっているダリアンの膝から、カミラはそのカタログを簡単に奪うばい取り、

「ぬいぐるみかあ。可愛かわいいね。ダリアンもこういうのに興味があるんだね」

　無造作に頁ページをめくって内容を確かく認にんする。

　オークションの主な商品は、アンティークのクマのぬいぐるみだった。

　デザインや材質は様々で、作られた年代もばらばらである。価格は全体的にかなり高めだ。ものによっては最新型の自動車よりも高価なものもある。

「べつにぬいぐるみごときの外見など……私が興味を持っているのは玩具おもちやの古美術品としての価値と市場価格との関連性であって、可愛いかどうかは問題ではないのです」

　揚げパンをようやく吞のみこんだダリアンが、言い訳がましい口調で言った。カミラはそれをするりと聞き流し、

「ふうん。で、どの子がお気に入りなの？」

「それは誰がどう見ても、こいつが可愛いに決まっているのです」

　そう言ってダリアンは、カタログの中の一体を迷わず指さした。

「これまで私が見たクマの中でいちばんなのです。わざわざ私に訊きかなければ、そんなこともわからないとは、おまえの目は節穴なのですか。特にこの目と鼻の絶ぜつ妙みようなバランスが──」

　早口でそこまでまくし立てたところで、ダリアンは自らの失言に気づいたらしい。カミラの視線から逃のがれるように顔を伏ふせ、カーッと頰ほおを赤くした。カミラはニヤニヤと笑っている。

　ヒューイがティーポットを持って戻もどってきたのは、その直後だった。茶器をテーブルの上に並べながら、彼はカタログを一いち瞥べつして、

「すごい値段だな……なんでこんな間の抜ぬけた顔のぬいぐるみなんかが……痛いて」

　ダリアンのブーツで脚あしを蹴けられて、ヒューイが苦く悶もんの呻うめきを洩もらす。

　カミラが笑いながら説明した。

「知らないの？　このぬいぐるみは一点一点ぜんぶ手作りなの。もともとの生産量も少ないし、同じ子は二体と存在しないのよ。永久保証で、壊こわれたときは無料で修理してくれるしね」

「へえ……」

　ヒューイは素す直なおに感心したように言った。カミラは少し残念そうに首を振ふり、

「逆にいうと他人と同じ子を欲しいと思っても、滅めつ多たに手に入れられないってことだけど」

「なるほど……値が釣つり上がるわけだな」

「まあね。気軽に落札できる金額じゃないわよね……って、あれ？」

「どうした？」

「うーん、私、この子を落札した人を知ってる気がするな。有名な蒐集家コレクターなんだけど、うちの商会の取引先にいたような……がめつくて嫌きらわれてるんだけど、こういうときは金かね離ばなれがいいんだ……」

　ぬいぐるみの落札者の名前を見つめて、カミラは腕うでを組んで考えこむ。

　ダリアンはそんなカミラを不興げな表情で眺ながめ、

「もうぬいぐるみのことはいいのです。それよりも、おまえがもうひとつ持ってきた土産みやげというのはなんですか？」

　カミラはバッグの中を見て、少し考えこむような仕草をした。そして顔の前で両手を合わせ、

「あ、それなんだけど……ごめんね、ちょっと気が変わっちゃった」

「む？」

　ダリアンが釈しやく然ぜんとしない様子でカミラを睨にらむ。

　カミラはそれに気づかないふりをして、くるりとヒューイのほうに向き直ると、

「ねえ、ヒューイ」

　甘えた小動物のような表情で、ヒューイの前に掌てのひらを差し出した。

「なに？」

「なんか頂ちよう戴だい」

「はあ？」

「なんでもいいの。あなたが身につけてるもの」

「…………」

　ヒューイはしばらくの間、警けい戒かいの表情でカミラを眺めていたが、やがて諦あきらめたようにコートのポケットを探さぐって、最初に見つけたものを彼女の掌の上に載のせた。

　赤い皮ひ膜まくつきの針金を曲げて作った、小さなゼムクリップだった。

「なにこれ？　ペーパークリップ？」

　カミラが、軽く啞あ然ぜんとしたように言った。

「なんでもいいんだろ？」

「たしかにそうだけど……いきなりハードル高いなあ……」

「ハードル？」

　意味不明なカミラの言葉に、ヒューイが首を傾かしげた。カミラは、仕方ないか、というふうに笑って、

「まあいいわ。じゃあ、私、帰るから」

「え？　紅茶は？」

　蒸むらしている途と中ちゆうのティーポットを見下ろし、ヒューイが困こん惑わくの表情を浮うかべる。紅茶を振る舞まうように要求したのは、カミラのほうだ。が、

「またあとでね」

　カミラはにこやかに微ほほ笑えみながら手を振って、せわしなく屋や敷しきを出て行った。あとにはヒューイとダリアンだけが、ぽつんと残される。

「なんですか、あれは？」

　少し呆ぼう然ぜんとした口調でダリアンが言った。

　ヒューイは、黙だまって肩かたをすくめただけだった。
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　午後になってヒューイとダリアンが訪おとずれたのは、街の裏通りにある古本屋だった。

　黒く煤すすけた煉れん瓦が造りの店構え。目立つ看板もなく、知らない人間には入口を見つけることも難しい。しかし、軋きしむ木製の階段を上っていくと、店内は意外に広いことに気づく。

　背の高い書しよ架かにはぎっしりと古書が詰つめこまれ、あふれ出した本は床ゆかの上にまで積み上げられている。天窓から射さしこんでくる、橙だいだい色いろの午後の陽ひ射ざし。埃ほこりとインクと紙の匂におい。静せい寂じやくが支配する店内の奥には、一人の老人が店番をしていた。

　白はく髪はつと丸眼鏡めがねの小こ柄がらな老人だ。顔には深い皺しわが刻まれて、深く澄すんだ瞳ひとみが、まるで世の中のなにもかもを見てきたような光をたたえている。

「やあ……遅おそかったね。坊ぼっちゃん」

　階段を上ってきたヒューイに気づいて、店主の老人が静かに言った。坊っちゃんと呼ばれたヒューイは小さく顔をしかめたが、文句を言おうとはしなかった。

「黒の読よみ姫ひめもお変わりなく」

　ヒューイのあとについて現れた黒衣の少女を見て、店主が懐なつかしそうに目を細める。店主は読みかけの本を置いて立ち上がり、ダリアンに向かって慇いん懃ぎんに頭を下げた。

「ジジイも元気そうで何よりなのです」

　ダリアンは、冷ややかに店主を見下ろして答えた。そして店内の書架を傲ごう然ぜんと見回すと、

「相変わらず、妙みような本ばかり置いてあるのですね」

　どこか満足げな口調でそう言った。店主は穏おだやかに微笑んで、

「お気に召めす品があれば、お譲ゆずりしますよ。ただしそれなりに値は張りますが」

「そのことなら心配は無用なのです。この男の目玉でも内臓でも、どこでも好きな部位を持っていくといいのです」

　ダリアンが隣となりのヒューイを指さして言う。ヒューイはうんざりと首を振ふり、

「勝手なことを言わないでくれ。爺じいさんも、そこは笑うところじゃない。それよりも──」

　そう言って、彼はコートの懐ふところから一通の封ふう書しよを取り出した。

　消印は二日前。中身は、折りたたまれた便びん箋せんが一枚と、この店の地図である。

「この手紙……幻げん書しよを手に入れたというのは本当なのか、爺さん？」

「それを読姫に鑑定みていただこうと思いましたのでな……それは私の口からはなんとも……」

　店主は、ヒューイをはぐらかすように嗄しわがれた声で笑った。

「それにしても、驚おどろきましたな。まさか、あのヒューイ坊っちゃんが黒の読姫の鍵かぎ守もりとは……子し爵しやく殿どのの書庫で迷って出られなくなって、一晩泣き続けていたヒューイ坊っちゃんが」

「それは僕が三歳のころの話だろ」

　ヒューイが口を歪ゆがめて言い返す。幼いころの自分を知っている、苦手な親しん戚せきに会ったような態度だ。店主はひとしきり笑ったあと、眼鏡のズレを直しながらダリアンを見つめ、

「黒の読姫の正統なる鍵守……彼女以来二人目……ですかな」

「彼女？」

　ヒューイが怪け訝げん顔で店主の言葉を繰くり返す。ダリアンはぴくりとこめかみを引きつらせ、

「黙れ、ジジイ。よけいなことをくっちゃべってないで、さっさと本を見せるのです」

　無表情なまま、かすかな怒ど気きがこもった声でそう言った。

「ふぉっふぉ……失礼しました。少しお待ちを……」

　店主はそう言って立ち上がり、頼たよりない手つきで精算台脇わきの作業机を漁あさり始めた。

　紙束や本を動かす音。電灯の下で埃が舞う。その状態がしばらく続いた。

　やがて店主は、おもむろに腕うでを組んで低く唸うなり声を上げた。

「うーむ」

「どうしたのです？」

　苛いら立だった口調でダリアンが訊きいた。店主は喉のどの奥で雑音のような笑い声を洩もらし、

「申し訳ない。売ってしまったようですな」

　他人事のような態度でそう言った。

　ダリアンが両目を大きく瞬しばたたいた。

「売った？」

「はあ。そういえば、今朝方、ふらりと立ち寄った客が、安売りの棚たなの古本と一いつ緒しよにまとめて持っていったような。やけにくたびれた本だと、少し引っかかっておったのですが……」

「……幻書を、安売りの古本と間ま違ちがえて売ってしまったのか？」

　ヒューイが啞あ然ぜんと呟つぶやいた。ダリアンは乱暴に精算台を叩たたいて、

「このボケジジイ！　耄もう碌ろくするにもほどがあるのです。ただの猿さるジジイと思っていたら、実はジジイの皮を被かぶった猿ですか！　こんなことならもっと早くに、この店ごと生きたまま火か葬そうにしておけばよかったのです」

「それは火葬じゃなくて火あぶりだろ……」

　激げつ昂こうして罵ば詈り雑ぞう言ごんをまき散らすダリアンを、ヒューイがどうどうとたしなめる。

「まったく面めん目ぼくない」

　しかし店主は、まったく反省の感じられない口調で、ほっほっと笑い、

「妙に人ひと懐なつこい客で、話しているうちについ乗せられてしまったようですわい……若い綺き麗れいな娘むすめさんでしてな」

「このジジイは年とし甲が斐いもなく……」

　頰ほおを引きつらせながら、ダリアンが呻うめいた。ヒューイはやれやれと首を振ふり、

「買っていった客の素す性じようはわからないか、爺さん？」

「名前までは控ひかえておりませんな。珍ちん妙みような恰かつ好こうをした金きん髪ぱつの娘さんでしたが」

　店主は伝票の束をめくりながら微ほほ笑えんだ。

　ヒューイは、なにか嫌いやな予感を覚えたように眉み間けんに皺を刻んで、

「珍妙な恰好？」

「はあ。なにやら新大陸の開かい拓たく民のような……革かわのベルトを巻いて、男物の帽ぼう子しを被かぶった……」

「…………」

　ヒューイとダリアンが互たがいに顔を見合わせた。短い沈ちん黙もくが店内に流れて、

「あの金髪イモリは、いったいなにを考えて生きているのですか──っ!?」

　その沈黙を破ったのはダリアンの絶ぜつ叫きようだった。

「ダリアン。もしかして、カミラがきみに見せたがっていたものって……」

　疲つかれたように肩かたをすくめて、ヒューイが言った。カミラが唐とう突とつに訪ねてきたのは、たまたま手に入れためずらしい古本をダリアンに贈おくるつもりだったのではないか、と気づいたのだ。

「とっつかまえてさっさと取り上げるのです」

　ダリアンは乱暴にそう吐はき捨てると、黒衣の裾すそを翻ひるがえして店の出口に向かった。そして階段の手前でふと思い出したように振り返り、

「ところでジジイ、おまえが仕入れた幻げん書しよの題名はなんですか？」

「さて……なんといいましたかな……あれは、そう……」

　店主がのんびりとした口調で記き憶おくを辿たどり始める。

　彼は萎しなびた指先で仕入れ台帳をめくって、やがてぼそりと、

「〝等価の書〟……ですな」と告げた。

　その瞬しゆ間んかん。ヒューイはダリアンの表情が凍こおりつくのを見た。
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　飛行機乗りのようなゴーグルをかけたヒューイは、マフラーで顔の半分ほどを覆おおって、車の運転席に座っていた。

　車は中古の軍用車だった。戦争が終わって、市民に安く払はらい下げられたありふれた車種だ。くすんだ銀色の車体に屋根はなく、二人乗りの座席が剝むき出しになっている。

　ケインズ家の屋や敷しきへと向かう途と中ちゆう、ダリアンは硬かたい表情のまま、口を開こうとしなかった。彼女の長い黒くろ髪かみだけが風に乗って舞まっている。

　川沿いの道に出たところで、ヒューイが彼女に話しかけた。時刻はもう夕方近く。川かわ面もに、沈しずみかけた太陽が映っている。

「ダリアン、きみはカミラが持っていった幻書の正体を知っているのか？」

　ヒューイの質問に、ダリアンが小さく頷うなずいた。

「〝等価の書〟というのは、望んだ富を手に入れるための手引書です」

「商売の秘ひ訣けつでも書いてあるのか？」

　ヒューイが顔をしかめて聞き返す。ダリアンは素そっ気なく首を振り、

「否ノウ、幻書の文言を読み聞かされた相手は、幻書の所有者が差し出すものと等しい価値を持つ所有物を交こう換かんしなければならない。それが〝等価の書〟の法則です」

「それだけ？」

「是イエス、それだけです」

　ふむ、とヒューイは考えこんだ。

　常に等しい価値のもの同士を交換するということは、公正な取引が行われるということだ。取引相手を欺あざむいたり、騙だまして儲もうけたりはできない、ということになるのだろう。

「まあ……カミラの親おや父じさんは貿易商だから、役に立たないってことはないんだろうが……」

　そう呟つぶやいて納なつ得とくしかけたヒューイを、ダリアンは不満げに睨にらみつけ、

「そういうことではないのです。幻書の持ち主は、今の所持品との物々交換を繰くり返すことで、いかなる財物をも手に入れられるのです」

「なんだって？」

　ヒューイが困こん惑わく気味に訊きき返す。

「どうやって物々交換で、今よりも高価な持ち物を手に入れるんだ？　それは取引というより、ただの詐さ欺ぎじゃないか？」

「そうやって短たん絡らく的に考えるのが、おまえの無能さの証明なのです」

　ダリアンは蔑さげすむような視線をヒューイに向けた。

「いいですか、ザ・無能。ものの値打ちを決めるのは、その人間の価値観です。そして、この世界にひしめいている人間と同じ数だけ、価値観も存在するのです。たとえば、どれほど貴重な書物でも、そこに書いてある内容が理解できない人間にはクズ紙と同じ価値しかないのです」

「ふむ」

　ヒューイはハンドルを握にぎったまま、考えこむような表情になった。

「なるほど……たとえ同じ持ち物でも、所有者にとっての値打ちは同じじゃないってことか」

　絵画に興味がない人間にとっては、美術的な価値の高い絵画であっても、子どもの落書きと見分けがつかない。それが、オークションに出品すれば何億ポンドもの値がつく品であったとしてもだ。逆に価値のない贋がん作さくの美術品を、騙されて高額で買い求める金持ちもいる。

　ダリアンが言っているのは、つまりそういうことなのだろう。

「持ち主にとってクズ紙と同じ価値しかない書物ならば、それをクズ紙と交換しても、対等の取引ということになるのです。そんな取引を何度も繰り返せば、やがてクズ紙を金きん塊かいや豪ごう邸ていに換かえることもできるのです」

「そうか。だから〝等価の書〟は望んだ富を手に入れるための幻書なのか……」

　クズ紙を本と交換することができるのならば、その本を金塊に換えることもできるだろう。実際にヒューイの祖父であるディスワード子し爵しやくは、自分の領地の半分を、たった一冊の幻書と交換したことがあるとも言われているのだ。

「たしかにすごい幻書だとは思うけど、だったら、きみはどうしてそんなに焦あせっているんだ、ダリアン？　お互たがいに正当な取引をするだけなら、何の問題もないと思うんだけど？」

「問題は、あの嫁いき遅おくれの性格のほうにあるのです」

　ダリアンが忌いま々いましげに呟いた。

「嫁き遅れって、カミラのことか？」

「まだ気づかないのですか、ヒューイ。常に等価の取引をする、ということは、相手にとって命と同じくらい大切な物を手に入れるためには、こちらの命を差し出さなければならない、ということなのですよ。あの女がなにを望むのか……安いものであればいいのですが」

　ダリアンの言葉に、ヒューイが表情を硬くした。カミラの実家は裕ゆう福ふくな貿易商だ。簡単に金で買えるようなものなら、わざわざ幻書を使うまでもなく手に入れることができるだろう。
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　つまりカミラが欲しがっているのは、所有者が、命と引き換かえにしてでも手放したくないと思っている──そんな特別な品である可能性が高い。

「やれやれ、あいつはまた厄やつ介かいな幻げん書しよを手に入れてくれたな」

　ヒューイは苛いら立だたしげに呟いて、車を加速させた。ダリアンはその隣となりで沈ちん黙もくを保っていた。

　カミラが自宅として使っているのは、ケインズ家の別べつ荘そうのひとつだった。この都市でのケインズ商会の事務所も兼かねており、邸てい内ないは活気に満ちている。

「──おや、これはディスワード卿きよう。お久しぶりでございます」

　ヒューイたちを出で迎むかえたのは、三十代半ばの使用人だった。ケインズ家に若い頃ころから仕えている従僕フツトマンの一人で、ヒューイとも顔見知りである。

　彼は、ヒューイが連れてきた黒衣の少女を見て物めずらしそうな表情を浮うかべたが、特に驚おどろきはしなかった。奇き抜ばつな服装の女性には、カミラで慣れているのだろう。

「カミラは戻もどってますか？」

　ヒューイは、ゴーグルを乱暴に外しながら彼に尋たずねた。従僕は申し訳なさそうに首を振ふった。

「お嬢じよう様ですか。いえ、一度お屋や敷しきに戻られてから、先ほどまた出かけられました」

「どちらに？」

「いえ、それは存じません。なにやら楽しげなご様子でしたが──」

　従僕は少し困ったような表情を浮かべて言った。雇やとい主の令れい嬢じようの奔ほん放ぽうな性格のせいで、彼もなにかと気苦労が多いのかもしれなかった。

　とにかく、カミラが出かけてしまったのなら、ここで待っていても仕方がない。そう思ってヒューイが車に戻ろうとしたとき、

「そのペーパークリップは、どうしたのですか？」

　従僕が小こ脇わきに抱かかえている書類を睨んで、ダリアンが訊いた。細かな数字が書き記された貿易用の帳票だった。その書類の束をまとめていたのは、見覚えのある赤いゼムクリップだ。ヒューイがカミラに渡わたしたものである。

　従僕は不思議そうに首を傾かしげて、

「ああ、これですか。お嬢様からいただいたものです。私の懐かい中ちゆう時計と交こう換かんで──」

「懐中時計？」

　ダリアンが小さく眉まゆを吊つり上げた。

「なんでそんな高価なものをクリップなんかと……？」

　ヒューイが驚いて質問した。クリップ一個と懐中時計では、交換するにしても値段の差がありすぎる。しかし、

「大事な書類をお預かりして、至急でクリップが必要だったもので……それに恥はずかしながら、その時計は、以前につきあっていた女性から贈おくられた品でして、そろそろ処分しようと思っていたのです。そうはいっても、質屋に流すのも、捨てるのも気が引けますし……」

　ばつの悪そうな苦く笑しようを浮かべて、従僕はそう言った。

　ヒューイは唇くちびるを嚙かんで、ダリアンと顔を見合わせた。

　この男にとっての懐中時計は、カミラにとってのクリップと同じ程度の価値しかなかった。そしてカミラはクリップと交換で、彼の懐中時計を手に入れたというわけだ。

　ヒューイは、礼を言って彼と別れた。車に戻ってエンジンを始動する。

「これが〝等価の書〟の働きなのか、ダリアン？」

　車を走らせながら、ヒューイは呻うめいた。あのクリップの存在で確信できた。カミラは幻書の力を手に入れて、自在に使いこなしている。

　彼女の最終的な目的が懐中時計ということはないだろう。おそらくカミラが街に出た理由は、次の物々交換の相手を探すためだ。最終的な目的物を手に入れるために──

「急いであの金きん髪ぱつイモリを探すのです、ヒューイ」

　いつになく真しん剣けんな口調でダリアンが言った。

　夕焼けが空を赤く染め、太陽は地平線に沈しずもうとしていた。




　　　　４




　ヒューイとダリアンが帰宅したのは、真夜中近くになってからだった。気まぐれなカミラの行ゆく方えを追いかけ回して、二人は疲つかれ果てていた。

　クリップを懐中時計に換かえたカミラは、その後、時計を万年筆に、万年筆を荷車一いつ杯ぱいのオレンジに換え、荷車一杯のオレンジを水すい晶しようの置物に換えたところで彼女の足取りは途と絶だえていた。

　水晶の置物を持ってどこかに出かけたまま、カミラは消息を絶ったのだ。

　最後にケインズ家の屋敷に再び立ち寄ったが、やはりカミラは帰っておらず、彼女の居場所はわからないまま──

「あの小こ娘むすめはどこでなにをしているのですか。ヒューイ、あの女の臭においは辿たどれないのですか？」

　すっかりくたびれた表情のダリアンが、ヒューイを見上げて八つ当たり気味に言った。

「人を猟りよう犬けんみたいに言わないでくれ。わかるわけないだろ、そんなの」

　ヒューイは頼たよりない声で反論する。ダリアンは溜ため息いき。

「まったく甲か斐い性しようのない幼なじみなのです。あの女も無む駄だな脂し肪ぼうを胸に溜ためこむ暇ひまがあったら、かわりに臭い袋ぶくろを尻しりにでもぶら下げておくべきなのです」

「そんな無む茶ちやな。スカンクじゃないんだからさ」

　弱々しい声で呟つぶやいたヒューイは、ふとダリアンの横顔を見て薄うすく微ほほ笑えんだ。

「なにをニヤニヤしているのですか、おまえは」

　ダリアンは、不ふ機き嫌げんそうな目つきでヒューイを睨にらみ返す。

「いや、少し意外だと思って」

　ふて腐くされた顔のダリアンを、ヒューイはどこか愉ゆ快かいそうに眺ながめ、

「なんだかんだでカミラのことを心配してくれているんだな」

「おまえは、なにを寝ねぼけたことをぬかしているのですか。アホですか」

　ダリアンが呆あきれたように長々と嘆たん息そくした。

「わたしはベルリーナーの心配をしているのです」

「ベルリーナー？」

　ヒューイは当とう惑わく気味に首を傾げ、

「是イエス、スコーンとパイとカスタードタルトもです。あの女がいなくなったら、誰だれが私に菓か子しを運んできてくれるのですか。それともおまえが焼いてくれるのですか、ヒューイ？」

「菓子の心配ね……まあ、そういうことにしておくよ」

　意地を張る子どもをあやすような態度で、ヒューイがダリアンの言葉を受け流す。ダリアンはカッと頰ほおを紅潮させると、ブーツでヒューイの脛すねを蹴けりつけた。

　ヒューイは悲鳴も出せずにその場にうずくまり、

「痛いよ、ダリアン。だけど、カミラだって確実にいなくなると決まったわけじゃ……」

「あの女はアホなので、どうせ金では買えないようなものを欲しがるに決まっているのです。たとえそれがどんなにくだらないものであっても、取引相手が本当に命よりも大事にしているものなら、あの女の安っぽい命と引き換かえということになるのです」

　苛いら々いらと力説する無表情なダリアンを、ヒューイはしばらく無言で見つめていた。

「とりあえず、きみはもう帰って休んでてくれ。カミラだって、こんな夜中に物々交換の相手を叩たたき起こしたりはしないだろ。あとは僕が一人で探すから──」

　黒衣の少女の頭に手を置いて、ヒューイは真剣な表情を浮うかべた。そのときヒューイたちのすぐ背後に、唐とう突とつに誰かの気配が出現した。

「あら、二人して私の噂うわさ？　なにかしら？」

　聞こえてきたのは、どこか寝ぼけたような声だった。手入れの悪い庭の植えこみを無造作に乗り越こえて、若い娘むすめが顔を出す。

　美人だが、夜目にも鮮あざやかな奇き抜ばつな服装の娘だった。男物の帽ぼう子しとネクタイに巻きスカート。革かわのベルトと編み上げブーツ──

「カミラ？」

　啞あ然ぜんとした口調でヒューイが呻うめいた。ダリアンは、ぽかんと口を開けたまま言葉もない。

「遅おそいわよ、ヒューイ。どこ行ってたのよ、あなたたち」

　カミラは目をこすりながら、ふわ、と欠伸あくびをした。まるで、待ちくたびれて庭で寝ていた、といわんばかりだった。いや、実際に庭で寝ていたのだろう。よく見れば彼女のスカートには、芝しば草くさがこびりついている。

「どうしておまえがここにいるのですか、かぼちゃパンツ？」

　掠かすれた声でダリアンが訊きいた。

「あう……かぼちゃパンツじゃないわよ、ほら」

　カミラはそう言ってスカートの裾すそを、太ふと腿ももの付け根近くまで持ち上げてみせる。そこはこだわるところじゃないだろう、と息を吐はくヒューイ。

「あなたを待ってたんでしょ。はい、これ」

　そう言ってカミラは持っていたトートバッグから、こんもりとした塊かたまりを取り出した。

　それは、人間の赤ん坊ぼうほどの大きさのクマのぬいぐるみだった。愛あい嬌きようのある顔立ちで、少し間が抜ぬけている。もともと茶色かった毛は色いろ褪あせて、シロクマのような独特の光こう沢たくを放っていた。ずいぶん古いぬいぐるみだが、前の持ち主が愛情をこめて手入れしていたのがわかる。

　しかし最近はそれほど大事にされていなかったのか、よく見るとうっすら埃ほこりを被かぶってもいる。

「…………」

　ダリアンはカミラに手て渡わたされたぬいぐるみを、しばらく呆あつ気けにとられたような顔で見ていた。

「これって、オークションカタログに出てたやつだろ？　どうしたんだ？」

　代わりに質問したのはヒューイだった。カミラはあっけらかんとした口調で、

「もらってきたの」

「もらった？」

「うん。物々交こう換かんでね。いくら金を積まれても売らないとか、命よりも大切だとかってごねるから困っちゃったわ。あの男、本当にぬいぐるみが好きなわけじゃなくて、ただの投機目的のくせにさー」

　悪びれもせずにそう言って、カミラはぺろりと舌を出した。

　ヒューイは困こん惑わくしたように頭を押さえて、

「物々交換って、なにを引き換えにしたんだ？　〝等価の書〟を使って、僕が渡わたしたペーパークリップから交換を繰くり返していったんじゃ……オレンジとか水すい晶しようの置物とか……」

「ああ、うん。途と中ちゆうまでね」

　カミラは軽く頷うなずいた。

「途中まで？」

「面めん倒どうくさくなって、途中で飽あきちゃったのよね。とりあえず本の効果は証明できたし、まあいいかって思って。それよりも、どうして私が買った古本の題名を知ってるの、ヒューイ？」

　ヒューイは不思議がるカミラを無視して、ダリアンの抱だいているクマを指さし、

「飽きたって何なんだ？　だったら、どうしてこのぬいぐるみが……」

「だから、交換してきたんだってば。有名な蒐集家コレクターのフィエロンさんの屋や敷しきまでいって」

「交換したって……いったいなにを……」

　有名な蒐集家コレクターが、命よりも大切と言ってのけたぬいぐるみ。たとえそれが、ぬいぐるみへの愛情ではなく投機目的から出た言葉だとしても、本人が本気でそう思いこんでいるのなら、カミラが差し出さなければならないのは自分の命だ。幻げん書しよを使って取引する限り、その呪じゆ縛ばくから逃のがれることは絶対にできないはず──

　しかしカミラは平然と笑って、むしろ得意げに胸を張り、

「欲しい物がなんでも手に入る不思議な本と、あなたのぬいぐるみ一体を交換しませんかって言ったら、あっさり譲ゆずってくれたわよ」

「幻書……と交換？」

　ヒューイは啞然と呟つぶやいた。カミラの言葉を理解するのに少し時間がかかった。

　幻書を使って取引する限り、等価交換の呪縛から逃れることはできない。

　だが、その取引の代だい償しようが、幻書そのものだったらどうなるのだ。その幻書の所有権を相手に譲り渡してしまった場合は──？

「じゃあ……今の幻書の持ち主は……」

「ミスタ・フィエロンでしょ？　いい取引だったわ。古本屋で買った安売りの本と、この子が引き換かえだもの。うん、やっぱり実物は一段と可愛かわいいわね」

　カミラは満足げにそう言って、ダリアンが抱いているクマの頭を撫なでた。

　クリップ一個を豪ごう邸ていにも換えられる、いかなる富をも手に入れることができる幻書──

　それを彼女は、ただのぬいぐるみ一体と交換したのだという。しかも他人にプレゼントするためのぬいぐるみと。

「……わかったのです。おまえはやはりアホなのです」

　ようやく驚おどろきから立ち直ったダリアンが、感心したような呆あきれたような声で言った。カミラは少し傷ついた表情で、

「え、なんで？　あたしアホじゃないわよ。ねえ、ヒューイ？」

「あ……いや、なんというか。アホはアホでも、いいアホというか」

　ヒューイは投げやりに答えて苦く笑しようした。カミラは猛もう然ぜんと頰ほおを膨ふくらませ、

「なにそれ？　どういう意味？」

「つまりアホという名のお人好よしなのです」

　ダリアンが突つき放すような口調で言う。

「……それって褒ほめられてるのかしら……？」

　カミラは本気で当とう惑わくしたように考えこむ。

　そんな彼女をじっと見上げて、ダリアンは口元にかすかな微笑を浮うかべ、

「仕方がないので、もらっておいてやるのです。可愛くないこともないのです」

　それを見たカミラがパッと表情を明るくした。

「うんうん、そうだよね。よかった。苦労した甲か斐いがあったわ」

　大げさに何度も頷くカミラを眺ながめて、ヒューイが安あん堵どの息を吐ついた。

〝等価の書〟は、対等の取引を行うための幻書だ。所有者が不相応に高価なものを望まない限り、それ自体は決して危険なものではない。だがしかし、自らの欲望に囚とらわれて、相手の大切なものを無理やり奪うばおうとしたら、幻書は所有者にもその代償を要求する。

　カミラが本を譲り渡した相手、フィエロン氏が、幻書を持つに相応ふさわしい人格の持ち主であればいいが──と、ヒューイは小さく独りごちた。

「ひとつだけ訊きいてもいいかな、カミラ」

　それじゃあね、と帰り支じ度たくを始めたカミラを、ヒューイが呼び止めた。カミラが怪け訝げんそうに振ふり返る。

「きみは本当に〝等価の書〟を手放してもよかったのか？　あれがあれば、きみの望むものが何でも手に入ったのに……」

「もちろん、よかったに決まってるじゃない」

　ヒューイの問いかけに、カミラは迷わず答えた。

「だって私がどうしても欲しかったものが、ようやく手に入ったんだもの」

「…………？」

　意味がわからない、というふうにヒューイは困こん惑わく顔で首を傾かしげる。

　彼の背後ではダリアンが、ぬいぐるみを抱いて幸せそうな表情を浮かべていた。

　そんな黒衣の少女を眺めて、カミラは満足そうに目を閉じた。苦労して、やっと手に入れた光景。無む邪じや気きに笑っているダリアンの姿を、しっかりと瞼まぶたに灼やきつけるように──

























　彼女は本を読んでいた。

　石造りの螺ら旋せん階段に座った年若い少女。積み上げた無数の本に埋うもれるような姿で、彼女は、膝ひざの上に広げた本を読んでいた。

　シルクとレースを薄うすく重ねた純白の衣装が、淡あわい光の中で波は紋もんのように揺ゆれている。

　その世界には窓も扉とびらもなかった。

　歪いびつに湾わん曲きよくした果てしない回かい廊ろうと、隙すき間まなく本を詰つめこんだ無数の書しよ架かの列が、迷めい宮きゆうのように無限に続いているだけ。

　回廊は緩ゆるやかな螺旋を描えがき、地の底から天上まで、膨ぼう大だいな数の書しよ籍せきを抱かかえて何層にも折り重なっている。まるで聖書の時代に失われた、天に至る塔バベルのように。

　広大な書架の迷宮に、紙をめくる静かな音だけが響ひびく。

　気が遠くなるほどの静せい寂じやく。そして孤こ独どく。

　その静寂と孤独を破って、微かすかな足音が鳴り響く。

　眠ねむり続けていた空気が震ふるえ、頁ページをめくる指が止まった。

　ゆっくりと顔を上げた少女の瞳ひとみが揺れる。

　優やさしげに微ほほ笑えむ人形のように。あるいは泣き出す寸前の幼子のように。

「また来たのね？」

　少女の唇くちびるが、小さな溜ため息いきのような言葉を紡つむいだ。

　すべてを見み透すかしたような表情で彼女は目を伏ふせ、細い指先で本を閉じた。

　そして背後の書架から二冊の本を取り出し、足音の主のほうに差し出してくる。

「これを持って早く帰りなさい──この世界に魂たましいを囚とらわれてしまう前に」

　冷たく突つき放すような口調で少女は言った。

　本を受け取るために手を差し出して、足音の主は怪け訝げんそうに呟つぶやいた。

「二冊？」

　少年のような幼さを残した、若い男の声。

　少女は無表情に頷うなずいて言った。

「そう。今のあなたには、きっとこの子たちが必要だから」

　差し出した本を、男の手が受け取った。少女は長い髪かみを揺らして頭上を見上げ、

「さあ、早く出て行って……ダンタリアンの書架が扉を閉とざしてしまう前に」

　彼女の言葉を、男の声が遮さえぎる。

「きみは？」

　え、と少女が視線を戻もどした。受け取った本を左手で抱だいたまま、男は右手を彼女のほうに伸のばしていた。真しん紅くの宝石が埋めこまれた右手を。

「もう鍵かぎは開いている。だから、きみも、一いつ緒しよに……」

「ここがわたしの世界なのよ」

　少女は静かに微笑んで首を振ふった。一いつ瞬しゆん遅おくれて震えた髪が、さらさらと音を響かせた。

「ここにはすべての本が揃そろっている。それは世界のすべてがあるのと同じことだわ」

「それできみは寂さびしくないの？」と男が訊きいた。

「そんな気持ち、もう忘れてしまった」

　少女は、微笑みを消して、無感情な声で告げた。

　少し傷ついたような表情を浮うかべて、男は少女に背中を向けた。

　足音が急速に遠ざかっていく。さよなら、と声もなく呟いて、少女は膝に抱いた本を開く。

　頁ページをめくるその指先が、不意に止まった。

　埃ほこりの積もった革かわ表紙が、小刻みに震えた。

　顔を伏せた少女の唇から洩もれたのは、紙が擦こすれ合うような微かな声。

「そうよ……そんな気持ちは、忘れていたの……あなたが……ここに来るまでは……」

　無限に続く書架の迷宮に、彼女の呟きを聞く者はなかった。

　鍵の閉ざされる重々しい音が、ただ残ざん酷こくに響くだけ。

　そして彼女は再び本を読み始めた。

　漆しつ黒こくの長い髪をなびかせた、黒衣の少女の物語を──







　第四話「胎児の書」

　Episode 07: Shem-ha-mephorash




　　　　１




　雨上がりの森は、薄く霧きりに煙けむっていた。

　厚く積もった落ち葉が水気を含ふくんで、地面をしっとりと濡ぬらしている。

　ひと気のない静かな森だった。道みち端ばたには名も知れぬ草花が生い茂しげり、絡からみ合う木々の枝葉に邪じや魔まされて見通しが悪い。

　枝の隙間から洩れる陽ひ射ざしは弱かった。夕暮れが近いのだ。

　そんな薄うす暗ぐらい森の中を、若い男女の二人組が歩いている。

「本当にこの道で合っているのですか、ヒューイ？」

　無ぶ愛あい想そうな声で訊いたのは若い女だった。

　歳としはせいぜい十二、三ほど。漆黒の衣装を身にまとった小こ柄がらな少女だ。

　レースのヘッドドレスでまとめた髪は、腰こしまで届く艶つややかな黒髪。

　瞳の色も、夜の闇やみに似た深い黒である。

　高価な人形のような綺き麗れいな顔立ちの少女だが、彼女の外見は少し風変わりなものだった。

　彼女の黒衣は、幾いく層ものレースとフリルでゆったりと膨ふくらんで、その輪りん郭かくを包んでいるのは、金属の手甲や無骨な腰鎧だ。中世の騎き士しの典礼衣装を思わせる、ドレスとも甲かつ冑ちゆうとも呼べない奇き妙みような衣装だった。そして彼女の胸むな元もとには、リボンの代わりに古びた金属の箱が結ばれていた。

　銀の鎖くさりで縛しばられた巨きよ大だいな錠じよう前まえが──

「その質問は四回目だよ、ダリアン」

　広げた地図を眺ながめながら、男が答える。

　年ねん齢れいはおそらく二十歳前後。革製のフロックコートをまとった青年である。

　コートに隠かくれた左の脇わき腹ばらに、古い拳けん銃じゆうを吊つっているのが見える。中折れ式の回転式拳銃リボルバーだ。

　身のこなしは訓練された兵士のように隙すきがない。しかし青年には粗そ暴ぼうな雰ふん囲い気きはなかった。育ちの良さを感じさせる、生き真面まじ目めそうな顔つきをしていた。

「方角はたぶん間ま違ちがってないと思うよ。あと十五分も歩けば、屋や敷しきが見えてくるはずだけど」

「おまえは三十分前にも同じことを私に言ったのです」

　その青年を見返して、ダリアンと呼ばれた少女が冷たく言った。

「ついでに言えば、私がさっきの質問をしたのは六度目なのです。おまえは両手を使わないと数も数えられないのですか、ヒューイ？　それともおまえの記き憶おく力はニワトリ以下なのですか？　ならば健けん忘ぼう症しように効くキノコを探してきて、鼻の穴に突つっこんでおくといいのです」

「そんな治ち療りよう法、聞いたことないよ」

　愛らしい顔立ちに似合わぬ少女の毒どく舌ぜつに、ヒューイと呼ばれた青年は顔をしかめた。軽く肩かたをすくめながら、足場の悪い樹海の中を見回して、

「だけど、たしかに、大たい佐さの屋敷がこんな森の奥にあるとは思わなかったな。まともな道路が土ど砂しや崩くずれで埋うまってなければ、こんな獣けもの道みちを通らずに済んだんだけど」

「おまえが欲の皮を突っ張ぱるから、こんな目に遭あうのです。頭をキノコ刈がりにして少しは反省するといいのです」

「……キノコ刈りってどんな髪かみ形がただよ。それに、大佐の蔵書が見たいと言い出したのはきみのほうじゃないか。有名な古書の蒐集家コレクターだかなんだか知らないけど」

「同どう封ふうされていた小切手に目が眩くらんだのはおまえなのです」

「交通費と報ほう酬しゆうを前金で受け取って、知らん顔をするわけにもいかないだろ」

　そう言ってヒューイは、コートのポケットから手紙を取り出した。

　手紙の差出人は、エステラ・リルバーンという女性だった。半年ほど前に病死した投資家、エルヴィス・リルバーン大佐という人物の孫まご娘むすめらしい。

　手紙には、大佐の屋敷に、彼の遺品である古書数万冊が残されていること。そして、高名な蒐書家ビブリオマニアであるディスワード子し爵しやくに、その古書の鑑かん定ていを依い頼らいしたい、という内容が綴つづられていた。見ず知らずの人間に送りつけるには、いささか多すぎる額面の小切手とともに。

「しかし、さすがに不安になってくるな」

　手紙をポケットに戻して、ヒューイが短く溜ため息いきをついた。

　ダリアンは無表情に振ふり返り、

「なにがです？」

「これだけの額面の小切手を送りつけておいて、悪戯いたずらってことはないだろうけど、エステラ嬢じようはまだ屋敷に残ってるのかな。手紙の消印は一週間近く前だったし、彼女は両親も早くに亡なくして、今は一人で暮らしてるという話だしね」

「ふむ、おまえの言いたいことはわかるのです」

　黒衣の少女が真顔で答えた。

「つまり大佐の孫娘は、すでに一人でのたれ死んでいるのではないか、と疑っているのですね。それはもっともな疑問なのです」

「いや、そういう意味じゃなくて……金に困ってるわけでもないようだし、普ふ通つうなら、遺品の整理なんか後回しにして街にでも引っ越こすと思うんだけどね。こんな山奥の屋敷に住んでて、麓ふもとまでの道路が埋まったままじゃ、日常生活もままならないだろうし──」

「今さら心配しても仕方ないのです。屋敷に着いてみればわかることなのです」

「まあ、そうかな……おや？」

　ヒューイは、ふと目を細めながら顔を上げた。生い茂しげっていた木々の隙すき間まから薄うす陽びが射さし、曇くもり空が見えてきた。深い森を抜ぬけたのだ。

「う……」

　ダリアンが表情を引きつらせて足を止めた。

　ヒューイたちのすぐ前方。森を抜けたその先に、深い谷間が広がっていた。

　目的地はもう目と鼻の先である。対岸にある低い丘おかの途と中ちゆうに、古い石造りの山さん荘そうが建っている。おそらくそれがリルバーン大佐の邸てい宅たくなのだろう。

　しかし大佐の屋敷に辿たどり着くためには、まずその谷を渡わたらなければならない。

　対岸までの距きよ離りはずいぶん離はなれていて、崖がけ下したを川が流れている。

　そして谷には橋が架かかっていた。薄うす汚よごれた縄なわと朽くち木で造られた、古びた細い吊り橋ばしだ。

　橋板は緑色に苔こけ生むして、あちこちに虫むし喰くいの跡あとが残っている。吹ふき下ろす強い風に煽あおられて、それは頼たよりなく左右に揺ゆれていた。

　ヒューイが橋の上に足を踏ふみ出すと、その重みで縄がギシギシと音を立てた。

　黒衣の少女が、それを見て彼の右みぎ腕うでに強くしがみつく。

「ま、待つのです、ヒューイ」

　どこかぎこちない口調で少女が言った。ヒューイは困こん惑わくの表情で彼女を見下ろした。

「ダリアン？」

「おまえのような小心者が、一人でこのような橋を渡るのは無む謀ぼうなのです」

「…………」

「途中で腰こしを抜かされたりしたら迷めい惑わくなのです。仕方ないので、この私が手を握にぎっていてやるのです。だから、安心して渡るがいいのです。さあ！」

　怯おびえたような硬かたい表情のまま、ダリアンは早口でそう言った。ヒューイは、しばらくの間、呆あきれたような視線を黒衣の少女に向けていたが、

「ダリアン……きみ、もしかして高いところが苦手なのかい？」

「なっ、なにを愚おろかなことを言っているのですか、毒毒キノコ頭！　おまえは余計なことを考えてないで、さっさと橋を渡るのです」

「はいはい」

「ば、馬ば鹿か者！　もっとゆっくり静かに歩くのです。でないと橋が……揺れて……」

「はいはい……」

　少女の悲鳴混じりの罵ば声せいを響ひびかせながら、二人は長い吊つり橋を渡っていく。

　吊り橋を越えた向こう岸には、逆光に照らされた巨きよ大だいな屋や敷しきの影かげが浮うかんでいた。
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　大たい佐さの屋敷は、エリザベス様式の古い建造物だった。四方を灰色の高い塀へいに囲まれて、館やかたの中央には高い時計塔とうが見えた。このあたりの領主が所有していた山荘を、大佐が譲ゆずり受けたものらしい。もともとは美しい建物だったのだろうが、手入れが不十分なせいで老ろう朽きゆう化かが目立っていた。人の住んでいる気配が感じられない、静かな屋敷だ。

「ヒュー・アンソニー・ディスワード卿きよう……ですか？」

　玄げん関かんでヒューイたちを出で迎むかえたのは、女学生風の服を着た若い娘むすめだった。年ねん齢れいは十七、八といったところだろう。長い金きん髪ぱつをシニヨンにまとめた、清せい楚そな顔立ちの美少女だ。

　思いがけない少女の美び貌ぼうに、ヒューイは一いつ瞬しゆん、戸と惑まどったような表情を浮かべたが、

「ヒューイで結構です。ウェズリー・ディスワード宛あての手紙を受け取って、彼の代理としてこちらに参りました。こちらはダリアン」

　そう言って慣れた仕草で挨あい拶さつした。黒衣の少女はヒューイの背中に隠かくれたまま、無言で娘を観察するように睨にらんでいる。

「エステラ・リルバーンです。あのような一方的なお手紙でお呼び立てして、大変失礼いたしました。あの……」

　娘は、大人びた口調で丁てい寧ねいに名乗ったあと、少し不思議そうに首を傾かしげた。

「はい？」

「代理と仰おつしやいますと、ディスワード子し爵しやくは──？」

　ヒューイは微ほほ笑えんで肩かたをすくめた。

「死にました」

「え？」

「半年ほど前に。物盗とりに襲おそわれて」

「ああ」

　エステラは特に驚おどろいた様子も見せず、ただ納なつ得とくしたように頷うなずいた。

「そうでしたか。では、依い頼らいしたお仕事のほうはヒューイ様が？」

「まあ、そうですね。あとは、彼女が」

　ヒューイは背後に隠れた黒衣の少女を振ふり返る。ダリアンは仏ぶつ頂ちよう面づらのまま、傲ごう然ぜんと娘を見返して頷いた。エステラはあっさりとヒューイの言葉を受け入れて、

「そうですか。では、客間にご案内します。どうぞ、こちらへ」

　先に立って歩き出した娘の背中を、ヒューイは呆れ顔で見た。

　エステラの淡たん泊ぱくな反応が意外だったのだ。

　ヒューイ本人はともかく、ダリアンの容姿や服装は、明らかに世間の常識から外れている。こんな怪あやしげな少女を連れた若い男が訪ねてきたら、もっと警けい戒かいするのが普ふ通つうの反応だろう。それにウェズリーの死についても、彼女はほとんど関心がないように見えた。

「ひとつ質問してもよろしいですか、ミス・リルバーン？」

　薄うす暗ぐらい廊ろう下かを歩き続けるエステラに、ヒューイは訊きいた。

　娘はどこか戸惑ったような微び笑しようで振り返り、

「エステラで結構ですわ、ヒューイ様」

「では、エステラ。貴女あなたはどこで私の祖父の名前を？　なぜ、彼に蔵書の鑑かん定ていを依頼しようと思ったのですか？」

「さあ……？」

　つかみどころのない曖あい昧まいな表情で、娘は微笑んだ。

「え？」とヒューイは困惑の相を浮かべ、

「あ、いえ……有名な蒐集家コレクターの方だとうかがったものですから……この世に在らざるべき〝幻げん書しよ〟というものを集めておられるとか」

　おっとりした口調のエステラの言葉に、ヒューイは表情を険しくした。

「幻書という言葉、誰だれに聞きました……？」

「お祖父じい様です」

「大佐が？」

「はい」

　エステラは微笑んで頷いた。

　ヒューイは沈ちん黙もくした。大佐はすでに故人であり、エステラの言葉の真しん偽ぎを確かめる手段はなかった。とはいえ、エステラがヒューイたちに噓うそをつく理由もない。

「そういえば、エステラ……この屋敷、ずいぶん静かだけど」

「はい。この屋敷に住んでいるのは私だけです。ほかには誰もいませんから」

「使用人も……誰も……？」

　ヒューイが驚いたように眉まゆを上げ、エステラはどこか遠い目をして頷いた。

「みんなやめてしまいました。この屋敷に続く道路が土ど砂しや崩くずれで塞ふさがってしまって、今は車も通れませんし──」

「だったら貴女は、どうしてこの屋敷に一人で残っているんです？」

　訝いぶかるヒューイに、エステラは艶えん然ぜんと微笑んで答えた。

「ディスワード子爵……いえ、ヒューイ様たちが来てくださるのを待っていたんです」

「え？」

「私、ヒューイ様たちが来るのをずっと待ってました」

「まさか……そのためだけに、ずっと一人で？」

「はい」

「僕たちが来なかったらどうするつもりだったんです？」

　軽い悪意のこもった口調でヒューイは訊いた。

「はあ……でも、ヒューイ様は来てくださいましたし」

　エステラはヒューイを見返して、心底不思議そうにそう言った。

　ヒューイは言葉をなくして沈黙する。

「この音楽は、なんですか──？」

　それまで沈黙していたダリアンが、エステラを見上げて唐とう突とつに訊いた。

「え？」

　エステラが怪け訝げんな表情で、頭上を見上げた。ヒューイも彼女に倣ならって耳を澄すます。たしかに音楽が鳴っていた。オルゴールに似た人工的な音色だった。旋せん律りつは少し賛美歌に似ている。

「ああ……時計塔とうの組鐘カリヨンです。時じ鐘しようの代わりに、音楽が流れるようになっているのです」

　どこか感情の希き薄はくな微笑を浮うかべてエステラは答えた。

　ダリアンは何も言わなかった。ただ不ふ機き嫌げんな表情を浮かべて沈黙する。

　時計塔の音は間もなく止まった。

　屋や敷しきには再び静せい寂じやくが訪おとずれた。
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　案内された書しよ斎さいは豪ごう華かだったが、どこか埃ほこり臭くさい部屋だった。

　使用人がいないせいで、掃そう除じが行き届いていないのだろう。お茶の支し度たくをすると言ってエステラは退出し、部屋にはヒューイとダリアンだけが残された。

「やりづらいな」

　書斎に設しつらえられた書しよ架かを見回して、ヒューイは独り言のように呟つぶやきを洩もらす。

　古書の蒐集家コレクターという噂うわさに違たがわず、リルバーン大たい佐さの蔵書は相当な量だった。ぎっしりと本を詰つめこんだ書架は、広大な書斎の半分ほどを占せん領りようし、さらに地下にも書庫があるらしい。

　蔵書の大半は異国の言葉で記されており、ヒューイには題名を読むことも困難だった。おそらく古代アラビア語やヘブライ語だろうと見当をつけるだけで精せい一いつ杯ぱいだ。

「…………」

　一方のダリアンは、書架の本を片っ端ぱしから持ち出してきて、黙もく々もくと読み続けていた。

　ほかの蒐書家や古書商になるべく高値で買い取らせるために、リルバーン大佐の蔵書から価値の高い本を選び出して仕分けすること。それがヒューイたちに依い頼らいされた仕事内容だった。

　読書狂きようのダリアンにしてみれば、趣しゆ味みと実益を兼かねた美味おいしい仕事のはずである。しかし、今日の彼女は、なぜかふて腐くされた表情のままだった。この屋敷に着いてから、彼女は明らかに機嫌が悪い。

　ガチャガチャと鎧よろいを鳴らしながら、彼女はヒューイの背中によじ登り、書架の本を引っ張り出す。金属製のブーツで頭を踏ふまれて、ヒューイはうんざりと顔をしかめた。

「人の背中を踏み台にしないでくれないか、ダリアン？」

「そんなところにいたのですか、ヒューイ。タヌキの置物かと思ったのです」

「こんなところにタヌキの置物があるわけないだろ！」

　ヒューイが思わず声を荒あららげるが、ダリアンは、ふん、と冷たく顔を背そむけただけだ。そして不機嫌な表情のまま、

「なにがやりづらいのですか？」

　目も合わせずに訊きいてくる。

「エステラだよ」とヒューイは言った。「言葉が通じないってわけじゃないんだが、彼女とは、なんだか会話が嚙かみ合っていない気がする」

「あの小こ娘むすめの頭の中身が、少々おめでたいだけなのです」

「たしかに世間知らずなんだろうとは思うけどね」

　エステラを庇かばうようなヒューイの言葉に、ダリアンはなぜか無表情になって、

「だいたい、なぜ私たちがあの幼児体型の社交性まで心配してやらなければならないのですか、馬ば鹿からしい。それより菓か子しのひとつも運んでくればいいのに、まったく気の利きかない小娘です」
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「幼児体型って、それ、エステラのことかい？」

　彼女もきみにだけは言われたくないと思うんだが、とヒューイは呆あきれたように肩かたをすくめた。

「だけど、これだけのお屋敷に使用人が一人もいないなんて、リルバーン一族の財政状じよう況きようは、想像していたよりも良くないのかもしれないな」

　エステラの祖父──エルヴィス・リルバーンという男は、十九世紀半ばの万国博覧会ブームの際に、自動演奏機オルゴール製法の特許で財産を築いたと言われている人物だった。

　大佐という彼の肩かた書がきはただの愛あい称しようであり、実際には彼は軍属というわけではない。

　成り上がりの資産家であるリルバーン一族は、財産を失ってしまえば何の後ろ盾だてもない庶しよ民みんだ。それを考えれば、この屋敷の窮きゆう状じようも納なつ得とくできた。大佐の遺産である古書をなるべく高く売って欲しいと、ヒューイたちに依頼してきたのもそのせいだろう。

「なんにしても前金で報ほう酬しゆうをもらっているおまえには関係のない話なのです」

　考えこむヒューイを横目で睨にらんで、ダリアンが冷ややかな声を出す。

「なのになぜおまえは、貧乳小娘の懐ふところ具ぐ合あいまで心配しているのですか。ちょっと見た目のいい女に会ったら、すぐに保護者気取りですか。下心が見え見えで情けないのです」

「……エステラが美人なのは認めてるんだ？」

　へえ、と感心した口調でヒューイが呟いた。

　ダリアンが、本を漁あさる手を止めた。そして彼女は、何気ない口調で訊いてきた。

「もしかしておまえはああいう髪かみ形がたの女が好きなのですか。こう、頭の後ろでくるくるした、自じ慢まんげにうなじを見せびらかした感じの……」

「シニヨンか。たしかに彼女にはよく似合ってると思うけどね、清せい楚そな感じで。それがどうかしたのかい、ダリアン？」

　訊き返すヒューイに、ダリアンは何も答えなかった。素知らぬ顔で少女は読書を再開する。

　そんな彼女の不ふ審しんな態度に、ヒューイが戸と惑まどい気味に眉まゆを寄せたとき、書斎の扉とびらがノックされた。意外なほど力強い音だった。

「……っ!?」

　ダリアンは慌あわてて本を投げ出し、人見知りの子どものようにヒューイの背中に回った。

　ヒューイが警けい戒かいの表情を浮うかべて立ち上がると同時に、見知らぬ男が書斎に入ってきた。

　訪問者は中年の男性だった。それなりに裕ゆう福ふくな身なりをして、立派な顎あご髭ひげをたくわえている。年ねん齢れいは三十代の半ば過ぎだろう。落ち着いた雰ふん囲い気きの紳しん士しに見えた。

「初めまして、ディスワード卿きよう。エステラから蔵書の鑑かん定ていをお願いしたと聞いておりましたが、こんなお若い方だとは驚おどろきました」

　そう言って男は、大げさに驚いたような表情を浮かべてみせる。

「あなたは……？」とヒューイは訊いた。

「ああ、これは失礼。私はマーティン・ギーズと申します。エステラの従兄いとこで、今は彼女の後見人を」

「従兄殿どの……？」

「はい。私の母がエステラの父親の妹になります」

「なるほど」

　ヒューイは頷うなずいた。

　このギーズという男はエステラの従兄──つまり彼にも、エステラと同様に大たい佐さの遺産の相続権があるのだ。

　だとすれば、彼がヒューイたちの仕事を監かん視しするために、この屋や敷しきを訪ねてきても不思議ではなかった。ヒューイたちの仕事の結果次し第だいで、この男の手に入る遺産の金額も変わってくるからだ。

「例の土ど砂しや崩くずれのせいで、到とう着ちやくするのがずいぶん遅おくれてしまいました。ですが、ご安心を。我が家の使用人を連れてきましたので、お二人の食事や、客間の支し度たくは彼らにお任せください」

　そう言ってギーズは得意げに胸を張る。

「それはどうも」

　ヒューイは愛あい想そう良く微ほほ笑えんでみせた。

「ひょっとして、エステラ嬢じようの身の回りの世話を手配しているのもギーズ殿なのですか。こんな森の奥に独りで住んでいるエステラ嬢が、食しよく糧りようや日用品をどうやって手に入れているのか、ずっと疑問だったのですが……」

「ええ、まあ……食材などを運ばせているのは私ですが……」

　ギーズは歯切れの悪い口調で答えた。その話題には、あまり気乗りしないというふうに目を逸そらす。しかしヒューイは構わずに続けた。

「彼女はなぜこんなところに一人で住んでいるのです？　失礼ですが、この屋敷を売り払はらって、もっと便利な土地に移り住むこともできたのでは？」

「はい、ですが……もしやご存じないのですか？」

　ギーズが表情を硬かたくして訊きいてきた。ヒューイは小さく首を傾かしげ、

「なんのことです？」

「エステラがあなた方に蔵書の鑑定を依い頼らいした本当の理由です」

「本当の……理由？」

　はい、とギーズは頷いて、なにかを誤ご魔ま化かすようにぎこちない笑えみを浮かべてみせた。

　そして冗じよう談だんめかした口調で言う。

「この屋敷には、呪のろわれた本があるのです。それが彼女をこの屋敷に閉じこめているのですよ」
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　真夜中近くになっても、本の鑑定は、まったく進んでいるようには見えなかった。どうやらダリアンは、途と中ちゆうから鑑定作業そっちのけで読書に没ぼつ頭とうしていたらしい。この調子では鑑定が終わるまで、少なくともあと数日は、この屋敷に滞たい在ざいすることになると思われた。

　ヒューイは仕方なく、書しよ斎さいから動こうとしないダリアンを無理やり抱かかえ上げ、寝しん室しつに連れ戻もどす。そんな状じよう況きようでもダリアンは、読みかけの本を手放そうとはしなかった。

「なあ、ダリアン……面おも白しろいのかい、大佐の本は？」

「是イエス、この世に面白くない本はないのです。読み手がその面白さを理解できるかどうかは、それとはべつの問題ですが」

「いや、そういうことじゃなくて……いったいなんの本なんだ、それ？」

「異教の律法の本なのです」

「律法？　どうして投資家の大佐が法律書なんかを集めてたんだ？」

「どうやら大佐は犯罪学に興味を抱いだいていたようなのです。世界各地の殺さつ人じん鬼きの伝承や、大量虐ぎやく殺さつの記録、残ざん虐ぎやくな刑けい罰ばつや犯罪者の心理などについて書かれた本が大量に出てきたのです」

「なかなかいい趣しゆ味みをしてるな、大佐も……いかにも呪われた本がありそうだ」

　ダリアンが書斎から持ってきた本の表紙を眺ながめて、ヒューイは軽く顔をしかめた。革かわ張りの本の表紙に刺し繡しゆうされていたのは髑どく髏ろだ。思い切り悪趣味な装そう幀ていである。

「ダリアン……さっきのギーズ氏の話、どう思う？」

「なんの話です？　読書中だったので真面まじ目めに聞いてなかったのです」

「エステラが幻げん書しよの呪いに囚とらわれているって話だよ」

　ヒューイは苦く笑しようしながら、窓の外を見た。暗い夜の森の向こうには、麓ふもとの街の燈とう火かが見えた。この屋敷は、それほど街から離はなれているわけではないのだ。土砂崩れで道路が塞ふさがれていなければ、徒歩でも半刻もかからないだろう。

　なのにエステラは、この屋敷からほとんど外に出たことがないのだという。それは、幻書の呪いのせいらしい。

「大佐の書斎で、古い新聞の切り抜きスクラツプを見つけたんだ。たしかにこの屋敷では、大勢の人が死んでる。失しつ踪そうしてしまった人間も多い。エステラの両親や使用人──過去十年間で、変死者と行ゆく方え不明者が十九人というのは、少し多いな」

「…………」

「エステラには過去に何度か縁えん談だんがあったんだけど、そのたびに彼女の婚こん約やく者は殺されたらしい。それは婚約者たちが、彼女をこの屋や敷しきから連れ出そうとしたからだと言われている」

「それが幻書となんの関係があるのですか？　大量殺人犯の一人もいれば、そのくらいの数の死体が出てくるのはめずらしくもないのです。そんなものが呪いなのですか？」

　ダリアンが蔑さげすむような視線をヒューイに向けた。

　ヒューイは小さく肩かたをすくめ、

「ギーズ氏が言うには、死人が出るのは何十年も前から続いている出来事らしいよ。約五十年前──大たい佐さ本人が若かったころにも、やはり似たような出来事があったらしい。リルバーンの一族に関かかわった人間で、変死した人間は、記録にあるだけでも百人を超こえているとか……」

「それが幻書の呪いだと？」

「少なくともギーズ氏はそう信じているみたいだね。大佐は、この屋敷のどこかに隠かくし部屋を作って、そこに先祖から伝わる幻書を封ふう印いんしたそうだ。ギーズ氏は、僕たちがその封印された幻書を探し出してくれるんじゃないかと期待しているらしい」

「くだらないことを期待するオッサンなのです」

　ダリアンは道みち端ばたの石ころを批評するような、冷ややかな口調で言った。

「幻書に記されているのはただの知識なのです。それを読み解く人間がいなければ、いかなる魔ま力りよくも発現することはない──持っているだけで周囲の人間を不幸にするような、呪われた本などというものは存在しないのです」

「なるほどね」

　ヒューイは頷うなずいた。そして少し皮肉っぽい表情を浮うかべ、

「だけど、呪いの存在を信じる人間はいる……せめて呪われた本を見つけて屋敷から持ち出さないことには、この屋敷の買い手もつかないだろうし、エステラの嫁とつぎ先も見つからない。大佐の遺産を狙ねらっているギーズ氏が、僕たちに期待するのも無理はないさ」

「この私が、呪いなどという馬ば鹿かげたものを信じている阿あ呆ほうのために働くことになるとは……まったく屈くつ辱じよく的なのです」

　ダリアンはそう呟つぶやくと、積み上げていた山から新たな本を手に取った。絞こう首しゆ刑けいになった罪人の絵が表紙の、眺めているだけで気が滅め入いりそうな本だった。

　ヒューイは溜ため息いきをつきながら窓の外を見る。そして小さく呻うめき声を洩もらした。まるで人目を避さけるように、屋敷の前庭をこっそりと歩いている人ひと影かげに気づいたのだ。

　人影は一組の男女だった。後ろ髪がみをシニヨンにまとめた金きん髪ぱつの女性と、髭ひげ面づらの紳しん士し。エステラとギーズである。肩を寄せ合って歩く二人は、遠目には年の離れた恋こい人びと同士に見えた。

「あの二人は、ああいう爛ただれた関係だったのですか」

　ヒューイの背中に、ダリアンが声をかけてくる。平へい坦たんだが、どこか浮かれているようにも聞こえる声だった。ヒューイは、闇やみの中に紛まぎれていくエステラたちの姿を眺めながら、

「爛れた関係ということはないと思うけどね、従兄妹いとこ同士なんだから」

「おまえの下心は無む駄だ骨ぼねだったのです、ヒューイ。ざまぁです」

「だからべつに下心はないよ。ってか、どうしてそんな嬉うれしそうなんだ」

　せせら笑うダリアンを見返して、ヒューイは唇くちびるを歪ゆがめた。

　なにも答えないダリアンに代わって、遠くで音楽が鳴り始めた。時計塔とうの組鐘カリヨンの音色だ。

　ヒューイは自分の懐かい中ちゆう時計を取り出した。ちょうど深夜零れい時だった。

「……ダリアン、僕はそろそろ眠ねむりたいんだが」

「それがどうかしたのですか？　添そい寝ねしてくれというのならお断りなのです」

「そうじゃないよ。きみの寝しん室しつは向こうだろ？　読書の続きはそっちでやってくれないか？」

「私のことなら気にしなくてもいいのです」

「いや、そう言われても困るんだが……まあいいさ。僕が向こうの部屋で寝るよ」

　ヒューイはそう言って立ち上がると、部屋を出て行こうとした。その背中を、きゅ、とダリアンの指がつかんだ。彼女はなぜか硬かたい表情でヒューイを見上げ、

「ま、待つのです、ヒューイ」

「え？」

「女性の寝室に勝手に入りこむとは、失礼とは思わないのですか」

「いや、だけどそれは、きみが……」

「どうしてもというのなら、子こ守もり歌うたを歌ってやらないこともないのです。だから、その……」

　物言いたげな表情のダリアンを見つめて、ヒューイは戸と惑まどいの表情を浮かべた。そして、

「ダリアン……もしかして、きみ、一人で寝るのが恐こわいのかい？」

「なっ」

　白磁のように滑なめらかなダリアンの頰ほおが、見る間に赤く染まっていく。

「こ、この馬鹿は、何を愚おろかしいことを。寛かん大だいな私は、おまえが、怯おびえて眠れないのではないかと心配してやっているというのに……それを言うに事欠いて私が恐がっているなどと……」

　声を上うわ擦ずらせるダリアンを、ヒューイは愉ゆ快かいそうに観察しながら、

「……呪のろいなんて信じてないんじゃなかったのか？」

「是イエス、呪いなどというものはないのです」

「ふうん」

「なにをニヤけているのですか、このフラれ男！」

「べつに誰だれもフラれた覚えは……」

　苦く笑しようしながら言い返そうとして、ヒューイは不意に表情を硬くした。

　同時に、ダリアンも背後を振ふり向いた。

　窓の外。屋敷の前庭のほうから、獣けものの咆ほう吼こうに似た、不気味な音が聞こえてきたのだ。

　咆吼は長く鳴り響ひびき、やがてくぐもった不協和音と化して消えていく。

　それはマーティン・ギーズの声。

　断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようだった。
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「なんだ、あいつは……!?」

　前庭に飛び出したヒューイが見たのは、全身に白い布を巻きつけた怪かい物ぶつの背中だった。

　人間の形をしていたが、平均的な大人の男性の二倍近い身長だ。異様に広い肩かた幅はばと、それとは不釣り合いな細い腰こし。人と呼ぶには、あまりにも歪いびつなバランスだ。

　怪物は、巨きよ大だいな鉤かぎ爪づめを生やした左ひだり腕うでで、仰あお向むけに倒たおれた人間を抱だいていた。顎あご髭ひげを生やした紳士風の男──ギーズの首筋がぱっくりと切り裂さかれて、深しん紅くの鮮せん血けつを滴したたらせている。

　そして怪物の眼前には、全身に返り血を浴びて、放心したように立ち尽つくすエステラの姿がある。

「──伏ふせろ、エステラ！」

　ヒューイは血ちまみれの少女に向かって叫さけんだ。その声に反応したように、エステラは、焦しよう点てんの定まらない瞳ひとみをヒューイに向けた。

　その彼女に向かって、怪物が足を一歩踏ふみ出した。

「くっ！」

　ヒューイは舌打ちして、拳けん銃じゆうを引き抜ぬいた。中折れ式の軍用回転式拳銃リボルバー。警告している余よ裕ゆうはなかった。ヒューイが無造作に引き金を絞しぼり、銃声が前庭に響き渡わたる。

　撃うち出された銃じゆう弾だんは三発だった。それらは狙ねらい違たがわず怪物の背中に着弾した。

　青白い火花が鮮あざやかに散って、聞き慣れない奇き妙みような着弾音が鳴った。

　その異様な感覚に、ヒューイは眉まゆを顰ひそめた。まるで石いし壁かべを撃ったような手て応ごたえだった。

『グ……』

　奇き怪かいな唸うなり声を洩もらして、怪物がゆっくりと振り返る。着弾の影えい響きようをまったく感じさせない反応だった。三発もの大口径拳銃弾が効いていないのだ。

「本当の化け物か!?」

　ヒューイは啞あ然ぜんとしながら、残りの弾丸をすべて撃ち放った。

　的がでかいぶん、狙いをつけるのは難しくなかった。胴どう体たいに二発と眉み間けんに一発。すべて狙いどおりに命中する。

　着弾の瞬しゆ間んかん、その一瞬だけ怪物は動きを止めた。

　だが、それだけだった。

　怪物は、何事もなかったかのように右手の鉤爪を振り上げてヒューイを睨にらみ、そのとき、

「ヒューイ！」

　背後から少女の鋭するどい声が聞こえた。ダリアンだ。

　ようやく前庭に辿たどり着いたダリアンが、黒衣の胸むな元もとをはだけながらヒューイを呼ぶ。

　あらわになった彼女の胸元、心臓の上に埋うめこまれていたのは錠じよう前まえだった。古びた金属製の錠前が、彼女の白い肌はだに溶とけこむような姿で埋めこまれている。

　ヒューイは、弾たま切れになった拳銃を放り投げ、右手の手て袋ぶくろも脱ぬぎ捨てた。

　その掌てのひらに埋めこまれていたのは、血の色に似た赤い宝石だった。

　握にぎりしめたヒューイの掌の中に、魔ま法ほうのように出現したのは一本の鍵かぎ。赤い宝石を埋めこんだ黄金の鍵だ。その鍵を握りしめてヒューイは駆かけ出し、ダリアンの前に、傅かしずくように屈かがみこんだ。その直後──

『グ……』

　怪物が、苦く悶もんするような呻うめき声を発した。そして唐とう突とつに全身を軋きしませる。

「なんだ……!?」

　警けい戒かいして、ダリアンを庇かばうように振り返ったヒューイの目の前で、

『グヴッ……』

　奇怪な軋み音とともに、怪物が跳とんだ。絶命したギーズの身体からだを小こ脇わきに抱かかえたまま、まるで砲ほう弾だんのようにヒューイたちの頭上へと。

　怪物はそのまま屋や敷しきの屋根に着地し、再び跳ちよう躍やく。星のない暗い夜空へと溶けこみ、やがて完全に姿を消した。ヒューイは呆ぼう然ぜんとその姿を見送った。

　前庭に敷しかれた石いし畳だたみの一枚が、怪物の跳躍の反動で完全に砕くだけ散っていた。

　考えるまでもなく、人間業わざではなかった。まさに怪物の動きだった。

　響ひびき続けていた時計塔とうの組鐘カリヨンが鳴りやんで、屋敷に静せい寂じやくが戻もどってくる。

「今のが……この屋敷にある呪のろいの正体なのか、ダリアン？」

　呆然と立ち尽くしていたヒューイは、混乱した思考を振ふり払はらうように呟つぶやいた。

　ダリアンはなにも答えなかった。彼女は無言で、乱れた衣装の胸元を整える。

「エステラ、怪け我がは？」

　ヒューイは地面に落とした拳銃を拾い上げ、放心したままのエステラへと近づいた。

　血まみれの娘むすめは、ぼんやりとした表情で振り返り、

「……ヒューイ様？」

　どこか不思議そうな声で、ヒューイの名を呼んだ。

　彼女の全身は鮮血で染まっていたが、エステラ自身には特に怪我はないようだった。すべてギーズの返り血だ。彼女は、赤く濡ぬれた両手を、雨の具合でも確かめるように胸の前に広げて、

「……従兄にい様は？」

　小鳥のように首を傾かしげて訊きいてくる。

　ヒューイは一瞬、ぞっとしたような目でエステラを見た。だが、すぐに気を取り直して首を振った。沈ちん痛つうな面おも持もちで唇くちびるを嚙かみ、

「殺されました。白い布を巻いた怪かい物ぶつに」

「……殺された？」

　エステラは、意味がわからない、というふうに瞬まばたきした。そしてすぐに、

「ああ、そうでしたか……」

　ようやく腑ふに落ちたように頷うなずいて、自分の血まみれの腕うでを見つめた。

　ヒューイは、感情の希き薄はくな彼女の微び笑しようを眺ながめて絶句する。

「従兄様は私に優やさしかったのに……残念です。お洋服、こんなに汚よごしてしまって……私、またお祖母ばあさまに怒おこられてしまいますね……」

　エステラはそう言って、どこか恥はずかしそうにヒューイに笑いかけた。

　そんな彼女を、黒衣の少女が無表情に眺めていた。
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　翌朝、眠ねむっていたヒューイを乱暴に叩たたき起こしたのは、ダリアンだった。

「ヒューイ！　今すぐに起きるのです。さもなくば、おまえの鼻の穴に角砂糖を何個詰つめ込めるか実験することになるのです！」

　そんなことを言いながら、黒衣の少女が横たわるヒューイの上にのしかかってくる。ヒューイは弱々しく呻きながら薄うす目めを開けた。

「……やめてくれ。きみが言うと冗じよう談だんに聞こえない」

「冗談を言った覚えはないのです」

　ダリアンは手の中に握っていた角砂糖の包みを、少し残念そうに見下ろして言った。本気かコイツ、とヒューイは嘆たん息そくし、

「どうしたんだ、ダリアン？　できればもう少し寝ねていたいんだが……」

　そう言ってもぞもぞと上体を起こす。血まみれのエステラの世話をしながら、怪物の再襲しゆう撃げきを警戒していたヒューイは、夜明けまでずっと眠れなかったのだ。

　しかしダリアンは無感動な声で言った。

「安心するのです、ヒューイ。目が覚めるニュースを持ってきてやったのです」

「……なにかな？」

「吊つり橋が落ちたのです」

「え？」

　ヒューイは、ぽかんと目を丸くしてダリアンを見た。黒衣の少女は、角砂糖を飴あめ玉だまのように口に放り入れながら、

「どうやら昨日の夜には、もう落とされていたようです。おそらくは……」

「あの怪物の仕し業わざか。やってくれたな」

　ヒューイは思わず壁かべを殴なぐりつけ、その痛みで顔をしかめた。

「それで、あの化け物は結局なんだったんだ、ダリアン？」

「なぜそんなことを私に訊くのですか？」

　ダリアンが不思議そうに訊き返す。ヒューイは、肩かた透すかしされたような表情を浮うかべ、

「だけど……あいつが呪われた幻げん書しよを守ってるんだろ？」

「おまえは、やはり馬ば鹿かだったのですか？」

「どういう意味だよ？」

「呪いなどあり得ないと、何度言わせるのです。こうなったら、二度と忘れられないように、おまえのコートの背中に書いておいてやるのです、五カ国語で」

「わかった。思い出したからやめてくれ」

　コートハンガーに向かおうとしたダリアンの背中を、ヒューイは慌あわてて呼び止めた。そして、少し焦あせった口調で、

「だったら、あいつはなんなんだ？　幻書の知識で生み出された怪物じゃないのか？」

「ふむ……その可能性はあり得ないとは言い切れないのです」

　ダリアンが無表情に頷いた。

「昨日のあれは生物じゃなかったな。まるでおとぎ話に出てくる魔ま石像を見ているようだった」

　ヒューイの言葉を聞いたダリアンは、考えこむように細い顎あごに手を当てた。そして独り言のような小さな声で、

「……胎たい児じの書」

「え？」

「おまえは泥人形ゴーレムというものを知っていますか？」

「ああ、外国の古い伝承に出てくる粘ねん土どの人形か……たしか異教の律法学者ラビが、神聖な儀ぎ式しきを経て生み出す無機物の兵士だとか……」

　そう言いかけて、ヒューイは表情を強こわばらせた。テーブルの上に無造作に積まれた本の山を驚おどろいた顔で振ふり返る。ダリアンが大たい佐さの書しよ斎さいから持ち出してきた本だった。その中に、異教の律法について書かれたものがあったことを思い出したのだ。

「是イエス。幻書によって生み出されたゴーレムならば、あの怪物の能力も意外ではないのです」

　ダリアンは淡たん々たんと呟つぶやいた。

「ですが……だとしたら、あれを操あやつっている主人は誰だれですか？」

「主人？」

「ゴーレムとは胎児という意味なのです。ゆえに、やつらは自分ではなんの判断もできない。神聖なる七十二文字──〝シェム・ハ・メフォラシュ〟によって編まれた厳格なる命令によってのみ、人は彼らを操ることができるのです」

「そう……なのか？」

　困こん惑わくするヒューイを、黒衣の少女は醒さめた瞳ひとみで見つめ、

「門番のような単純な任務ならば、一度命じれば働き続けるかもしれないのです……が、人を殺した上に、死体を持って逃にげるなどという高度な仕事を、幻書を媒ばい介かいした〝運用式プログラム〟なしに実行させることは不可能なのです」

　なるほど、とヒューイは頷うなずいた。

「普ふ通つうに考えれば、怪あやしいのはエステラか……」

「ですが、あのとき小こ娘むすめは幻書など持ってなかったのです。それに──」

「ああ、彼女にはゴーレムなんかを操る理由がない」

　ヒューイはしかめ面で考えこんだ。

　リルバーン一族を襲おそった一連の〝呪のろい〟で、エステラは明らかに被ひ害がい者しやの側だった。婚こん約やく者や従兄いとこを殺され、この寂さびれた屋や敷しきに半ば幽ゆう閉へいされるような形になっている。そしてリルバーン一族にかけられた呪いは、彼女が生まれる前から続いているのだ。エステラがゴーレムの主人だと考えるのは不合理だった。

　ダリアンも、ヒューイの言葉を否定しなかった。聞こえないほどのかすかな声で、ぼそりと呟いただけだった。

「是イエス、理由はない。理由は何もないのです……ですが、そんなものが必要なのですか？」

「…………」

　ヒューイは溜ため息いきをついて立ち上がった。シワだらけになったシャツを着き替がえて、その上にフロックコートをまとう。いつもの拳けん銃じゆうは鞄かばんの上に置いたままだった。昨夜の怪物との遭そう遇ぐうで、弾だん丸がんを撃うち尽つくしてしまったのだ。だが、

「なんか、重いな……」

　ずっしりと重いコートに違い和わ感かんを覚えて、ヒューイはコートの表地に触ふれた。そして、妙みような表情になった。コートのポケットというポケットに、分厚い本が詰つめこまれていたのだ。

　誰の仕し業わざかは、考えるまでもなくわかっていた。ヒューイは軽く眉まゆを吊つり上げてダリアンを睨にらむ。黒衣の少女は足音を殺して、部屋を出て行こうとしているところだった。

「どこに行くんだ、ダリアン」

　ヒューイは、途と方ほうに暮れたような声で彼女に呼びかけた。

「知れたこと。幻書を見つけるのです。それですべての謎なぞは解けるのですから。おまえは罰ばつとしてしばらくその服を着ているといいのです」

　ダリアンは一方的にそう言い放つと、さっさと書斎のほうへと歩き出した。

「罰って何だよ」

　ヒューイはやれやれと天てん井じようを仰あおいだ。
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「……で」

　埃ほこりの積もった書しよ架かの棚たな板いたを見回して、ヒューイは頼たよりない溜息を洩もらした。見知らぬ言語で書かれた無数の背表紙を眺ながめ、疲つかれたような声を出す。

「結局、僕が探すのか」

「是イエス、私は忙いそがしいのです」

　幻げん書しよ探しをヒューイに命じて、ダリアンは黙もく々もくと本を読み耽ふけっていた。昨日まで見ていたものとは違ちがう私し家か本ぼんだ。どうやらリルバーン一族の歴史をまとめたものらしい。綴つづられた言語はヒューイの知らない異国の言葉だった。

「面おも白しろいのかい、その本？」

　作業の手を休めて、ヒューイが訊きいた。

　ダリアンは、本に視線を落としたまま振り返りもせずに、

「まあまあ興味深いのです。どうやらリルバーン大佐の妻は、移民してきた異国の貴族の末まつ裔えいらしいのです。彼女の先祖が国を追われた原因は、領内で起きた大量虐ぎやく殺さつ事件だとか──」

「大量虐殺……!?」

　ヒューイは驚おどろいて訊き返す。その私家本に書かれた記録が真実なら、エステラにかけられた呪いの源流は、百年以上前から続いているということになる。

　困惑した表情のままヒューイが本の整理に戻もどったとき、時計塔とうの組鐘カリヨンが、正午を告げる旋律を鳴らし始めた。そして控ひかえめなノックの音とともに、書しよ斎さいの扉とびらが開かれた。

「ヒューイ様」

　そう言って扉の前に立っていたのは、エステラだった。最初に会ったときと同じ女学生風の服を着ていたが、髪かみを下ろした今の彼女の姿は、どこか儚はかなげな印象があった。

「ランチの用意をしました。もしよろしければ、こちらで一いつ緒しよに」

　エステラの手には、ピクニックに持っていくような大おお振ぶりのランチバスケットが握にぎられていた。ダリアンは不ふ審しんなものを見る目でそれを睨んで、

「それはおまえが作ったのですか？」

「いいえ、従兄にい様が連れてきた料理人の方々が作ってくださいました」

　エステラは穏おだやかに首を振ふった。雇やとい主の死を知って真っ先に逃げだそうとして、吊り橋が落ちていることに最初に気づいたのは彼ら──ギーズの使用人たちである。食事を用意したのはその罪つみ滅ほろぼしのつもりなのか、あるいは働いていないと彼らも落ち着かないのかもしれない。

「中身はなんです？」

　ダリアンが無ぶ遠えん慮りよな口調で訊く。エステラは少し困ったように眉を上げ、

「はあ……蒸むし野菜と干しトマトとローストビーフと……」

「むー……」

　ダリアンが唇くちびるを尖とがらせる。彼女の嫌きらいな食べ物ばかりだったのだ。

　エステラは、そんな黒衣の少女に微ほほ笑えんで、

「あとは揚あげパンとチョコレートケーキが」

「食べるのです！」

　即そく答とうだった。

「うふふ……ヒューイ様も是ぜ非ひ」

「ああ、ありがとう」

　エステラに誘さそわれ、ヒューイは抱かかえていた本を下ろした。

　埃まみれになった顔を拭ぬぐって、エステラの隣となりの長なが椅い子すに腰こしを下ろす。慣れない手つきで紅茶を注ぐエステラの横顔を眺めて、ヒューイは訊いた。

「ご気分はもうよろしいのですか？」

　エステラが、不思議そうな眼まな差ざしでヒューイを見た。

「ええ……どうしてです？」

　微笑む彼女を見返して、ヒューイは一いつ瞬しゆん、絶句する。

「だって……目の前で従兄いとこ殿どのが殺されて……」

「はあ……」

　エステラは穏やかに微笑んでいる。ヒューイの言葉の意味を理解しかねているような、曖あい昧まいな表情のまま首を振り、

「でも、ヒューイ様が一緒にいてくださいますし」

「え？」

「一緒に……いてくださるのでしょう、私と……」

　ヒューイは薄うすく溜ため息いきをついて頷うなずいた。

「ええ、まあ……そうですね。明日には地面も乾かわくでしょうし、それまでは……」

「地面が乾くとどうなるのです？」

「爆ばく薬やくが使えます」

　エステラは表情を変えなかった。

「……爆薬？」

「麓ふもとの業者に頼たのんでおいたんです。道路を塞ふさいでる岩を吹ふき飛ばすように」

「はあ……？」

「土ど砂しや崩くずれの修復です。この屋や敷しきを出て、街に下りられるんですよ。貴女あなたも」

「そう……ですか」

　エステラは感情のこもらない口調でそう呟つぶやくと、ローストビーフを切り分けていた肉切りカービング包丁ナイフをじっと見つめた。

　トン、と意外なほど軽い音が鳴った。

「ヒューイ様も、私を置いていなくなってしまうのですね」

「え？」

　ヒューイは、呆ぼう然ぜんと自分の身体からだを見下ろした。左の脇わき腹ばら、フロックコートの上に、ナイフの刃はが突つき刺ささっていた。エステラは意志の希き薄はくな微び笑しようを浮うかべたまま、ナイフを握る手に力を入れた。ヒューイのコートに血の染しみが広がっていく。

「エステラ……どうして……？」

　長椅子から転げ落ちるように後ずさりながら、ヒューイが呻うめいた。

　エステラは本気で困こん惑わくしたような口調で、

「本当に……どうしてなんでしょう。私はただ、皆みなと一緒に静かに暮らしていたかっただけなのに。従兄にい様も昨夜、私とはもう別れようって……奥様に気づかれてしまったから、もうこの屋敷には来られないなんて……」

「だから、殺したのですか？」

　ダリアンが、揚げパンを口にくわえたまま冷ややかに訊きいた。エステラは頷き、

「はあ……だって、動かなくなってしまえば、ずっと一いつ緒しよにいられますし……」

　その直後、凄すさまじい轟ごう音おんとともに書しよ斎さいの壁かべが崩くずれ落ちた。

　石灰岩の破は片へんをまき散らして姿を現したのは、全身に白い布を巻きつけた巨きよ大だいな影かげ──

　ギーズを殺した怪かい物ぶつだった。

　怪物は金属製の鉤かぎ爪づめを生やした両りよう腕うでに、それぞれ血まみれの塊かたまりを抱だいていた。恐きよう怖ふに目を見開いたままの人間の頭部。ギーズの使用人たちの生首だ。

「ゴーレム……!?」

　身体に積もった瓦が礫れきの破片を振ふり払はらいながら、ヒューイが呻いた。

「どういうことだ、ダリアン!?　やはりこいつは勝手に幻げん書しよを守って動いてるんじゃ……」

「まだ気づかないのですか、ヒューイ」

　黒衣の少女が、蔑さげすむような視線をヒューイに向けてくる。

「呪のろわれた本など存在しないのです。ただ、呪われた一族の娘むすめがいただけなのです！」

「……呪われた……一族？」

「おまえの腹にナイフを生やしてくれたのは誰だれですか？　リルバーンの一族には、代々、強きよう烈れつな殺人衝しよう動どうを持った女が出現するのです。エステラも、そしておそらく彼女の祖母も──」

　ヒューイは、愕がく然ぜんとしてエステラを振り返る。

　エステラの祖母とは、つまりリルバーン大たい佐さの妻だ。かつて大量虐ぎやく殺さつの容疑で母国を追われた異国の貴族の末まつ裔えい。そして五十年前にこの屋敷で連続殺人事件が起きていたころ、彼女は、おそらくエステラと同じくらいの年ねん齢れいだったはず。

「そうか、犯人が違ちがっていたのか……五十年前の連続殺人の犯人は、エステラの先祖……」

「あら……どうして動けるんですか、ヒューイ様……？」

　呆然と呻くヒューイを眺ながめて、エステラは純じゆん粋すいに疑問に思っている口調で訊いてきた。

　ヒューイは無言で、脇腹に刺さったナイフを引き抜ぬいた。長い肉切りカービング包丁ナイフの刃には、ほとんど血けつ痕こんが残っていなかった。先せん端たんの部分だけがほんのわずか、浅く血に濡ぬれているだけだ。

　続けてヒューイがコートのポケットから取り出したのは、頑がん丈じような革かわ張りの表紙の本だった。ヒューイが目を覚ます前に、ダリアンがこっそり仕込んでいたものだ。その中央に、ナイフが突き立った跡あとがくっきり残っている。

　ヒューイは、皮肉っぽく唇くちびるを歪ゆがめてダリアンを見た。

「きみは知ってたんだな、ダリアン──ゴーレムがギーズ氏を殺したんじゃない、ってことを」

「是イエス……無む垢くなる胎児ゴーレムが、望んで人を殺すことはあり得ないのです」

　ダリアンは面めん倒どう臭くさそうに答えた。

「大佐は、自分の愛する妻や孫まご娘むすめが、天性の殺人者であることを知っていたのです。だから、彼らの犯罪を隠いん蔽ぺいするために、幻書で得た知識でゴーレムを生み出したのです。おそらく彼がゴーレムに与あたえた命令とは、エステラが犯おかした犯罪の痕こん跡せきを隠かくすこと──」

　なるほど、とヒューイは頷うなずいた。

　大佐がゴーレムに与えた命令は、人を殺すことではなかった。自分の妻や孫娘の犯罪を隠蔽することだったのだ。そのためにゴーレムは、死体をどこかに運び去って隠し、事件の目もく撃げき者を消そうとした。その行動が、やがて幻書の呪いだと誤解されて噂うわさになったのだ。

「ゴーレムが隠そうとしているエステラの犯罪の痕跡には……もしかして僕たちも含ふくまれるのかな？」

「当然です。おまえは目撃者というよりも、むしろ重要な証しよう拠こ物件なのです。死体は、殺人の証拠そのものなのですから」

「まだ死んでないよ」

　緊きん張ちよう感かんのない会話を続けるヒューイたちを、ゴーレムが睨にらんだ。使用人たちの生首を投げ出して、ゴーレムが跳ちよう躍やくした。

「ぐっ！」

　咄とつ嗟さに床ゆかに転がったヒューイの背後で、さっきまで座っていた長なが椅い子すが粉ふん砕さいされる。信じられない腕わん力りよくだった。あんなものにまともに殴なぐられたら、それだけで身体半分が吹ふき飛びそうだ。

「──ヒューイ。おまえに門を開く権利を与えるのです」

　ダリアンが静かな声で告げる。

　黒衣の襟えりに指を伸のばして、彼女は自分の胸むな元もとを大きくはだけた。

　細い鎖さ骨こつの浮うかぶ少女の白い肌はだがあらわになる。そこに残っていたのは、黒革の首輪に銀の鎖くさりで縛しばられた古い錠じよう前まえだ。

　膨ふくらみの乏とぼしい少女の胸の中央に埋うまって、無骨な錠前が、鈍にぶく金属の輝かがやきを放っている。

　そして無言で伸ばしたヒューイの右手には、黄金の鍵かぎが握にぎられていた。その鍵けん身しんに刻まれた古い文字を、ヒューイは厳おごそかに読み上げた。

　姫ひめ君ぎみに忠誠を誓ちかう騎き士しのように。

　あるいは呪じゆ文もんを唱える魔ま術じゆつ師しのように──

「我は問うI ask of thee……汝は人なりやArt thou mankind？」

　その呼びかけに、ダリアンが答える。

　歳とし経た古い器物のような、嗄しわがれた声で。




『否いな、我は天てん──壺こ中ちゆうの天なり』




　黄金の鍵がダリアンの胸に挿さしこまれ、ダリアンが切なげな吐と息いきを漏もらした。
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　その瞬しゆ間んかん、ヒューイは夢を見る。

　永遠にも似た長い長い一瞬の夢。純白の衣装を着た少女との邂かい逅こうの夢を。




「九十万と六百六十六の幻げん書しよを封ふう印いんせし、迷めい宮きゆうの書しよ架か。叡えい智ちへの扉とびらは開かれり──」

　機械に似た無感動な声で呟つぶやいたのは黒衣の少女──ダリアンだった。

　彼女の胸の錠前が、城門のように左右に分かれて広がっていた。

　その裏側に隠されていたのは、空くう洞どうだった。少女の胸にぽっかりと深い穴が空いている。

　眩まばゆい光の渦うずに包まれた空洞が、彼女の華きや奢しやな身体からだの奥深くまで続いていた。

　その空洞に差し入れた腕うでを抜いたとき、ヒューイの手の中に握られていたのは本だった。

　この世に在らざるべき禁断の書物。二冊の幻書。

　一瞬の幻げん覚かくから醒さめたヒューイは、咄嗟にそのうちの一冊を開いた。見知らぬ文字で書かれた紙面に掌てのひらを押し当て、その一節を朗読する。

　その瞬間、ヒューイたちの足あし下もとには光り輝かがやく魔ま法ほう陣じんが浮き上がり、その中に足を踏ふみ入れようとしたゴーレムを、見えない壁かべが弾はじき飛ばした。

　凄すさまじい衝しよう撃げき波はが屋や敷しきを震ふるわせ、弾き飛ばされたゴーレムの全身が炎ほのおに包まれる。

「不死の賢けん者じやケイロンが記した冥めい界かいの女め神がみ〝ステュクスの楯たての書〟──一千の槍やりもこの結界を貫つらぬくことは叶かなわないのです」

　漆しつ黒こくの炎のように長い黒くろ髪かみをなびかせ、ダリアンが告げた。

　しかし転てん倒とうしたゴーレムは、傷ついた様子もなく、瓦が礫れきを蹴け散ちらして立ち上がる。ただ全身を覆おおい隠していた布が焼け落ちて、怪かい物ぶつの真の姿が露あらわになっていた。

　石板で造られた鎧よろいと、金属の骨組み。干涸からびて鞭むちのように束ねられた腐ふ肉にくの筋肉。それは怪物と呼ぶに相応ふさわしい不気味さと、そして工芸品のような精せい緻ちな美しさを持っていた。

　しかし、本来ならばゴーレムの肉体に刻まれているはずの契けい約やくの言葉──〝七十二の聖音〟はどこにも見あたらなかった。その契約の言葉を消し去れば、ゴーレムは動きを止めるといわれている。なのにその言葉が見あたらない。

　このゴーレムに、弱点はない──！

『グ……』

　ゴーレムが咆ほう吼こうし、歪いびつな巨きよ体たいが疾しつ走そうした。

　ヒューイが張り巡めぐらせた楯の結界が、再び怪物の突とつ進しんを喰くい止める。

　しかし怪物は飽あき疲つかれることもなく、繰くり返し結界を殴り続けた。青白い燐りん光こうが炎のように舞まい散り、禁断の魔ま力りよく同士の激げき突とつが周囲の大気を澱よどませていく。

　このままではいずれ結界が破られるのは明白だった。〝楯の書〟の魔力の源は、読み手であるヒューイの精神力だ。幻書の力は無む尽じん蔵ぞうではないのだ。

「──ヒューイ！」

　そのとき、ダリアンがヒューイの名を呼んだ。彼女が指し示したのは、ヒューイが持つもう一冊の幻書だった。それは赤茶けた粘ねん土ど板に書かれた詩文。古代の神の名を刻んだ幻書だった。

〝楯の書〟を右手に広げたまま、ヒューイはもう一冊の幻書を読み上げる。

　その瞬間、眩い閃せん光こうがヒューイたちの視界を白く染めた。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて凄まじい衝しよう撃げきが押し寄せ、ゴーレムを吹ふき飛ばす。

「これは……!?」

　ヒューイが声を上うわ擦ずらせて訊きいた。屋敷の天てん井じようが崩くずれ落ち、黒雲が渦うず巻まく空が見えた。空気がピリピリと帯電し、書しよ斎さいのあちこちが燃えている。幻書が落らく雷らいを呼び寄せたのだ。

「カナンの雷らい神じんを讃たたえし〝ウガリットの粘土板文書〟──もっとも古い世代の幻書の一冊です」

「神の雷いか槌づちか……」

　古代の幻書が放った凄まじい魔力に、ヒューイは感かん嘆たんの息を吐はいた。そして、その場にぐったりと膝ひざを突つく。

「さすがにつらいな……幻書二冊は……」

　荒あらくなった呼吸を整えながら、ヒューイは吹き飛ばされたゴーレムを睨にらんだ。

　ゴーレムの背後には、雷らい撃げきの余波で倒たおれたエステラの姿が見えた。そして彼女を守るように、人造の怪物が再び起き上がる。

　肉が焼けるような嫌いやな臭においを放っていたが、ゴーレムの動作に、さしたるダメージは感じられなかった。

「不死身か、あいつは……!?」

　ヒューイはたまらず舌打ちした。

「もとよりゴーレムに死の概がい念ねんなどないのです」

　ダリアンが冷静な口調で告げる。

「ゴーレムへの命令を刻んだ〝シェム・ハ・メフォラシュ〟の七十二の聖音を探すのです。それがあのゴーレムを操あやつっている運用式プログラム──〝胎たい児じの書〟の本体なのです」

「七十二の聖音……か……聖音？」

　ダリアンの言葉を口の中で繰り返して、ヒューイがハッと顔を上げた。

　この屋敷をどれだけ探しても、大たい佐さが持っているという幻書は見つからなかった。だがそれは、人々が、幻書とは本の姿をしているという先入観に囚とらわれていたせいだとしたら──？

「〝胎児の書〟の本体は、聖音おとだと言ったな、ダリアン……幻書の本体は文字でなくても構わないのか!?」

　焦あせりに苛いら立だつヒューイの問いかけに、ダリアンは無感動な声で答えた。

「是イエス。点字やモールス信号、インカの結縄キープ……文字以外で伝達される言語などめずらしくもないのです。それがどうかしたのですか？」

「そういうことか……」

　ヒューイは立ち上がって頭上を見上げた。

　破は壊かいされた書斎の屋根の隙すき間まから、正午の時じ鐘しようを鳴らし続ける時計塔の姿が見える。それはオルゴールの音色を思わせる、不思議な旋せん律りつだった。

「組鐘カリヨンだ、ダリアン……七十二の音階を持つ七十二弁の自動演奏機オルゴール式の組鐘カリヨン。この時計塔とうの鐘の音が、大佐の幻書の本体だ」

「む……」

　ダリアンもつられて時計塔に視線を向ける。

　ゴーレムが姿を現すとき、決まってあの時計塔は音楽を奏かなでていた。その奇き妙みような音色そのものが、幻書の正体だったのだ。

　大佐は自分の幻書の内容を、自動演奏機オルゴールのシリンダーに転写した。そしてゴーレムにしか聞こえない音波で、命令を出し続けていた。

　自分の死後も、ゴーレムが孫まご娘むすめを守るようにと──

「おまえにしては上出来なのです」

　ダリアンの唇くちびるに小さな微ほほ笑えみが浮うかんだ。手甲に包まれた黒衣の少女の掌てのひらが、粘土板を握にぎるヒューイの手の上に重ねられる。

『グ……』

　立ち上がったゴーレムが、ヒューイたちを目がけて鉤かぎ爪づめを振ふり上げた。

　だが、それよりもヒューイたちのほうが早かった。二人は粘土板に刻まれた聖詩を読み上げる。どちらからともなく声を合わせ、異教の神の名を呼ぶ──ba,alu、と。

　次の瞬しゆ間んかん、天空から降り注ぐ無数の稲いな妻ずまが時計塔を襲おそった。

　石造りの時計塔はその一いつ瞬しゆんで砕くだけ散った。

　同時におぞましい怪かい物ぶつの姿も、土つち塊くれとなって砕け散った。

　ゴーレムを縛しばっていた契けい約やくが消えたのだ。

　ヒューイは床ゆかの上に膝を落として、荒い息を吐いた。

　額に浮いた汗あせを拭ぬぐって、屋や敷しきの中を見回していく。

　大佐の屋敷は燃えていた。落雷でまき散らされた火花が屋敷を覆おおい、それはたちまち絨じゆう毯たんや内装に燃え移っていく。

　書斎に積み上げられた本も燃えていた。

　そしてその炎ほのおの向こう側に、微笑んでいる娘むすめの姿があった。

「エステラ……！」

　ヒューイが彼女の名を呼んだ。たとえ彼女が殺人犯だとしても、ここで焼け死んでいいという道理はない。

「逃にげるんだ、エステラ！　早くしないと、炎に巻きこまれて──」

「私は……ここにいますわ、ヒューイ様」

　しかし、エステラは穏おだやかに微笑んでいた。どこか遠くを見続けているような彼女の瞳ひとみに、ヒューイは言葉を失った。床に転がる血まみれの首を拾い上げて、エステラは満足そうに笑った。

「寂さびしくなんてありませんのよ。みんなとずっと一いつ緒しよだから……お母様も、お祖母ばあ様も……」

「──っ！」

　駆かけ寄ろうとしたヒューイの目の前で、崩くずれ落ちてきた瓦が礫れきがエステラの姿を覆い隠かくす。

　炎に包まれて崩れ落ちる屋敷の中で、彼女は微笑み続けている。
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　結局ヒューイたちが自宅に帰り着いたのは、屋敷の火災から一週間が過ぎてからのことだった。何度も道に迷いながら山を下り、官憲ヤードの事情聴ちよう取しゆに何日もつき合わされて、その間ダリアンはずっと機き嫌げんが悪かった。貴重な機械仕じ掛かけの幻書である組鐘カリヨンが、壊こわれてしまったことを怒おこっているのだ。

　もしも大たい佐さがオリジナルの幻書を屋敷のどこかに隠していたとしても、あの火災で焼け残っているとは思えなかった。〝胎たい児じの書〟は永遠に失われてしまったのだ。

　大佐の屋敷で大量の人骨が発見されたという事件は、しばらくの間、新聞を賑にぎわせていた。

　しかしそれでエステラが罪に問われることはなかった。屋敷の地下で発見された死体たちは、人間の力では蓋ふたを持ち上げることもできない重く巨きよ大だいな石せつ棺かんで、丁てい寧ねいに埋まい葬そうされていたからだ。

　エステラの死は季節外れの落らく雷らいが原因として、特に話題になることもなく忘れ去られ、あとにはリルバーン一族を巡めぐる呪のろいの伝説だけが残された。あのゴーレムは最後まで、大佐の命令を忠実に実行したことになるのかもしれなかった。

　それよりもヒューイを落らく胆たんさせたのは、報ほう酬しゆうのことだった。エステラから前金として受け取った小切手は、あのとき屋敷の火災に巻きこまれて燃もえ尽つきてしまっていたからだ。

　その落胆を引きずったままのある日、ふと思い出したようにヒューイは質問した。

「なあ、ダリアン……僕にはよくわからないんだが、呪われた本が存在しないのに、呪われた一族だけが存在するということがあるのかな？」

　それはよく晴れた穏やかな午後だった。ダリアンは長なが椅い子すに寝ねそべってクッキーを頰ほお張ばったまま、ほんのわずかに読みかけの本から顔を上げた。

「何代にもわたって殺人者が生まれる家系なんてものが実在するのか？　それは呪いが本当にあるということになるんじゃないのか、ダリアン？」

　黒衣の少女のティーカップに新しい紅茶を注ぎながら、ヒューイが訊きく。

　ダリアンは気まぐれな猫ねこのような態度で溜ため息いきをつくと、

「……幼いころに親から虐ぎやく待たいを受けた子どもの一部に、自分の子どもにも同じ行こう為いを繰くり返す傾けい向こうを持つ者がいるといわれているのです」と言った。

「虐待？」ヒューイが驚おどろいたように動きを止めた。どこか感情が希き薄はくだったエステラの受け答えを思い出して顔をしかめる。

「もちろん、それは限られた一部の不幸な事例です。ですが、リルバーンの一族の女児に対して、あんな事件を誘ゆう発はつするような、歪ゆがんだ躾しつけや教育が行われていた可能性はあるのです」

　新しいクッキーを口に運びながら、ダリアンは平へい坦たんな声で続けた。

「今となってはすべては憶おく測そくなのです。ただ、そう考えれば辻つじ褄つまが合うというだけの話です」

「ああ。だけど、それなら……」

　大佐がゴーレムなんかに頼たよらず、自分の妻の過あやまちを止めていたら──そう言いかけて、ヒューイは沈ちん黙もくした。すべては憶測で、そして終わってしまったことだった。

「人間を呪うのは同じ人間だけ……か」

　ヒューイはそう呟つぶやいて、ダリアンが傍かたわらに積み上げている本の山を眺ながめた。呪われた書物など存在しない、本に罪はない、と言い続けていたダリアンの姿を思い出して小さく息を吐はく。

「ところでダリアン……その髪かみの毛はどうしたんだ？」

　少女の目の前のクッキー缶かんに手を伸のばしながら、何気ない口調でヒューイは訊いた。

「特に深い意味はないのです」

　ダリアンはヒューイの手を叩たたき落としてクッキーを独どく占せんしながら、素そっ気なく答えた。

　彼女が身につけているのは、いつもの奇き妙みような黒衣だった。ただ髪かみ形がただけが普ふ段だんと違ちがう。長い黒髪をぼさぼさの三つ編みにして、頭の後ろで不器用な形に結んでいた。なんとも形容しがたい奇き抜ばつな髪形だ。

「それって、ひょっとしてシニヨンのつもりなのかな？」

　しばらく考えてヒューイはおそるおそる訊いてみた。

　ダリアンの肩かたがぴくりと震ふるえた。めずらしく剝むき出しの彼女の耳が、かすかに赤く染まっていく。

「あ、まさかエステラに対たい抗こうして……」

　笑いをこらえているような口調でヒューイが訊いた。

　まるでそれが図星だと言わんばかりにダリアンは飛び起きた。なぜか彼女はムキになって、

「そんなわけはないのです！　おまえは気分転てん換かんという言葉も知らないのですか、フラれ男」

「へえ」

　隙すきだらけになったダリアンのクッキー缶から、ヒューイは最後にひとつだけ残ったチョコクッキーを手に取った。ダリアンはそれを見て、ショックを受けたように目を見開いた。そして苦労して結んだであろう髪を乱暴に解き始めた。

　ヒューイはそんな彼女の気まぐれを不思議そうに眺めて、

「もうやめちゃうのかい？」

「興が削そがれたのです」

「ふうん。せっかく可愛かわいかったのに」

「む……」

　クッキーをくわえたまま気軽に告げるヒューイを、ダリアンは複雑な表情で見返した。嬉うれしさと不満の入り混じった顔だった。やがて彼女は、ふん、と乱暴に鼻を鳴らし、

「おまえなんぞに見せてやるうなじの持ち合わせはないのです。身の程ほどをわきまえるのです、この青二才が！」

「いや……青二才って……」

　どう見ても年下の小こ柄がらな少女を眺めて、ヒューイはやれやれと溜息をついた。

　拗すねたように顔を背そむけるダリアンの様子を、ヒューイはしばらく困ったように見ていた。

　そして、なぜか無意識に訊いていた。

「なあ、ダリアン……きみは寂さびしくないか？」

　ダリアンは面めん食くらったように動きを止めた。

　一いつ瞬しゆんだけ、大きな黒い瞳ひとみが、泣き出す直前のように揺ゆれた。そして彼女は、眉まゆを吊つり上げ、

「いきなり何を言い出すのですか。おまえのようなドアホウと一いつ緒しよにいる限り、この私に心が休まる暇ひまはないのです、この馬ば鹿か！」

　ヒューイは笑った。

「そうか……それはよかった」

　空になったクッキー缶を手に持って、ヒューイが厨キツ房チンに下がっていく。ダリアンは、ふうふうと紅茶を冷ましながら、読書を再開する。

　ティーカップの表面に映った少女の唇くちびるが震えて、短い言葉を紡つむいだように見えた。

「……ばか」

　よく晴れた穏おだやかな午後の出来事だった。


























　海辺の保養地にある高級カジノだった。

　大広間に置かれたルーレット台の片かた隅すみに、一組の男女が座っている。

　年ねん齢れい不ふ詳しようの美しい顔立ちの男と、奇き妙みような衣装をまとった小こ柄がらな少女だ。

　ふて腐くされた表情で頰ほお杖づえをつく少女の前には、空っぽのチップケースが置かれていた。

　そして男の手元のケースからは、入りきれないチップがあふれ出していた。

「ずいぶん調子が良さそうですね」

　そう言って美しい男に話しかけてきたのは、たまたま通りがかった見知らぬ客だ。

　燕えん尾び服ふくを着た若い紳しん士しだった。彼の右手には中身がぎっしりと詰つまった大きなチップケース。そして彼の左手には、なぜか一冊の本が握にぎられている。

「おかげさまで。今日は運がついてるようです」

　若い紳士を見返して、美しい男はにこやかに微ほほ笑えんだ。

「ふふ。運ですか……それは果たしてどうでしょうね」

　紳士は意味深な口調でそう言って、男を気き遣づかうように首を振ふった。

「あまり自分の運や実力を過信してはいけませんよ。最初はわざと客に勝たせて、ついてると錯さつ覚かくさせる。そして客が調子に乗ったところで、大きな金額を賭かけさせて、いっきに大金をむしり取るというやり方もあるんです。カジノの常じよう套とう手しゆ段だんですよ」

　それを聞いた美しい男は、感心したような表情を浮うかべ、

「へえ、それは恐こわいですねえ」

　若い紳士が重々しく頷うなずいた。

「そうでしょう。気をつけてくださいね。あなたのような真面まじ目めそうな人は特に危ない。世間知らずで、すぐに騙だまされますからね……いや、失礼。お節せつ介かいが過ぎました」

　そう言って若い紳士は、わざとらしく咳せき払ばらいをした。

　そんな紳士の姿を眺ながめて、男が、少し怪け訝げんそうに首を傾かしげた。

「……そう仰おつしやるあなたも、ずいぶんチップを稼かせいでおられるようですが」

　若い紳士は自分が抱かかえているチップケースを、軽く持ち上げて、

「ああ、これですか……ふふ、ご心配には及およびません。私の場合、ギャンブルで負けることは絶対にありませんからね」と言った。

「へえ、なぜです？」

　美しい男が、興味を惹ひかれたように訊きいた。若い紳士はニヤリと微笑んだ。

「あなたは、幻書というものをご存じですかな？」

「幻書？」

「そうです。この世に在あらざるべき禁断の知識を記した、幻まぼろしの書物です。ここだけの話ですが、その中には、この世界のすべての賭け事の結果を記した本もあるといわれているのですよ」

「つまり、その本を持っていれば、ギャンブルの結果が事前にわかる、ということですか？」

　美しい男の質問に、若い紳士は勝ち誇ほこったような勢いで頷いて、

「そういうことになりますね」

「たとえばカジノのポーカーやルーレットでも？」

「もちろんですとも。ディーラーの役や、ルーレットの出目まで正確に知ることができます」

「もしかして、あなたが持っているその本は……？」

　男が、紳士の手元にある本を見つめて訊いた。

　若い紳士は得意満面になった。

「ふふ。私のように裏の社会のことをよく知っている人間のもとには、様々な情報が集まってくるものなのですよ。一いつ般ぱん人には知ることの出来ないような情報が」

「たとえば、幻書の在り処かについても？」

「そう。幻書の在り処についても、です。前の持ち主からこの本を買い取る交こう渉しようには、さすがに苦労しましたがね。まあ、その結果はご覧の通りです。苦労した甲か斐いがありました」

　大げさな口調でそう言って、若い紳士は、満足そうに自分のチップケースを眺めた。

「さて、私はそろそろこの辺で、大きな勝負に出ようと思っているのです。こうしてお話しできたのも、何かのご縁えん。もしよければ、あなたも私と一いつ緒しよにいかがです？」

　若い紳士に誘さそわれた男は、何か思案するような仕草で、隣となりにいた少女と顔を見合わせた。

　そして、本当に惜おしいことをした、という表情を浮かべて首を振った。

「いえ……残念ですが、もうすぐ待ち合わせの時間です。我々は、そろそろ行かなければ」

　やれやれ、と紳士が肩かたをすくめた。

「そうですか。それはもったいないことをしましたね」

　本を持った若い紳士は、そう言い残すと、自分のチップを見せびらかすようにして大広間の中央のルーレット台へと向かった。美しい男は、愉たのしげな表情でそれを見送った。

　男の隣に座っていた少女は、すっからかんになった自分のチップケースを指先でつつきながら、蔑さげすむように呟つぶやいた。

「ばかみたい。ばっかみたい」







　それから間もなく、少女と男が向かったのは、カジノの支配人室だった。

　大おお柄がらな体格の支配人は、現れた二人の姿を見ると、慌あわてて彼らに駆かけ寄った。豪ごう華かなソファに二人を座らせ、部下たちに飲み物の手配を命じる。

「これは教授。よく来てくださいました」

　支配人は満面に笑みを浮かべて、男に丁てい寧ねいに挨あい拶さつした。

　教授と呼ばれた美しい男が、穏おだやかに微ほほ笑えんで訊き返した。

「カジノの売り上げはいかがですか？」

「おかげさまで、好調です。これもすべて、教授が考えてくださったあの方法のおかげですよ」

　支配人は、大げさに身体からだを揺ゆすりながら、再び男に礼を言う。

「これでも一時期は苦労したんですよ。最近の客は小こ賢ざかしくなってしまいましてね。最初はわざと客に勝たせて、客が調子に乗ったところで、いっきに大金をむしり取るという古い方法が通用しなくなってしまったのです」

「一度そういう情報が出回ってしまうと、客はみんな用心しますからね」

　男が同情するように相あい槌づちを打った。そうです、と支配人は頷いて、

「だから教授に教わったとおり、私たちは新しい噂うわさを流したのです」

「幻書の噂ですね」

　男の言葉に、支配人がさらに頷く。

「はい。あらゆる賭け事の結果が載のっているという幻書の噂です。その噂を聞きつけた者は、わざわざ高値で本を買い、その本を持ってカジノにやってくるのです。最初はわざと本の持ち主に勝たせて、持ち主が調子に乗ったところで、いっきに大金をむしり取るのです。おかげで、最近はカジノの収益だけでなく、本の売り上げでも儲もうけさせてもらってますよ」

「そうですか。それはよかった」

　男は静かに微笑んだ。

　支配人が部下に何かを命じた。部下が運んできたのは、四角い革かわ製せいの鞄かばんだった。鞄の中には、分厚い紙し幣へいの束がぎっしりと詰つまっていた。支配人はその鞄を男に差し出して、

「こちらは教授への御お礼れいです……しかし、教授、ひとつわからないのですが、どうして客は、ギャンブル必勝の幻書なんて、ありもしない本の噂を信じて、騙だまされてくれるんですかね？　我々が実際にやっていることは、まったく昔と同じなのに」

　男は鞄を受け取って、家庭教師のような優やさしい口調で説明した。

「人間は誰だれだって、自分の知っている情報が特別なものだと思いたいのですよ。自分はほかの一般人とは違ちがう、裏の社会のことをよく知っている、などと言いたがる人間は特に」

「なるほど」

　支配人は感心したようにそう呟いて、部屋を出て行く少女と男を見送った。







　カジノの広間では、本を手にした若い紳しん士しが、虚うつろな表情で立ち尽つくしていた。

　若い紳士の足あし下もとには空っぽのチップケースが転がって、周りにいたほかの客たちが、今にも殴なぐりかかりそうな勢いで彼に詰め寄よっている。若い紳士にそそのかされて、言われたとおりにチップを賭かけた客たちなのだろう。

「違う……こんなはずはないんだ。だってこの幻書に書いてある賭けの結果のほうが正しいんだから……そうか、イカサマだ！　このカジノはイカサマをやってるんだ！」

　やがて大おお騒さわぎを始めた若い紳士を、カジノの警備員たちが取り押さえて、乱暴に外へと連れ出していった。その様子を無表情に眺ながめながら、少女と男は出口へと向かった。

　美しい男が持っている四角い鞄を眺めて、小こ柄がらな少女が投げやりに言った。

「儲かったわね」

　男は静かに微笑んだ。

「ええ。これだからギャンブルはやめられませんね」



























　翼つばさが風を切り裂さいていく。

　金属製のワイヤーを張り巡めぐらせた、人工の翼だ。

　複葉の軍用航空機が空を舞まっていた。蒼そう穹きゆうに灰色の軌き跡せきを描えがいて、二機の戦せん闘とう機が絡からみ合うように旋せん回かいする。互たがいの背後を取り合うような、曲芸じみた飛行の連続だった。熾し烈れつな格かく闘とう戦を演じているのだ。

　二機が戦っているのは、連合国軍の基地の上空だった。

　地上の滑かつ走そう路ろには、大勢の兵士や整備士たちの姿があった。

　ここ数日、大規模な戦闘は行われていない。そのせいで暇ひまをもてあましていた彼らは、ちょうどいい暇ひま潰つぶしだと喜んで、酒瓶びんをあおりながら上空の戦いを見物している。

「あいつらは、何をやっているんだ？」

　偶ぐう然ぜん通りがかった一人の男が、手近な整備士の一人を捕つかまえて聞いた。

　上空で戦い続けている複葉機の一機は、王立航空工こう廠しようのＳＥ５。もう一機はソッピース社のＦ１キャメル。どちらも王室空軍の機体だった。

　つまり彼らは、味方同士で戦っているのだ。模も擬ぎ戦だ。

「昨日、基地に来たばかりの新人が、自分をキャメルに乗せろと言い張ってるんです」

　整備士は、男の顔を見るなり、慌あわてて姿勢を正しながらそう答えた。

「新人がキャメルに乗りたがってる？　養成所を出たばかりの新米パイロットだろ？」

　男は、呆あきれたように目を細めて頭上を見上げた。どことなく貴族的な風ふう貌ぼうの、若い士官だ。

　上空では、味方機同士の模擬戦が続いている。圧あつ倒とうしているのは、キャメルのほうだ。

　コンパクトな機体に、特とく殊しゆな空冷回転式エンジンを搭とう載さいしたキャメルは、抜ばつ群ぐんの運動性能を誇ほこる高性能戦闘機だった。その一方、強すぎるエンジントルクが災いして、操縦性には独特のクセがある。乗りこなすのが困難で、自じ滅めつするパイロットが続出したことから、操縦士パイロツト殺しキラーという不ふ名めい誉よな名前で呼ばれることすらあった。高性能だが、腕うでの立つパイロットにしか乗りこなせない──そんな気難しい機体なのだ。

　一方、大出力の液冷イスパノスイザ・エンジンを搭載したＳＥ５は、初めて乗るパイロットでも難なく乗りこなせるほど操縦が容易な機体だ。だからといって性能が劣おとるわけではなく、最高速度ではキャメルを圧倒する。機体も頑がん丈じようで、戦闘損傷ダメージに強い。経験の浅い新人パイロットには最適な戦闘機だといえた。

　とはいえ、安定性を高めた機体は機動性に劣る。近きん距きよ離りでの格闘戦ではＳＥ５が不利だった。キャメルの操縦士の技術は高く、扱あつかいにくい機体の性能を十分に引き出している。

「いい腕だな。パイロットは誰だれだ？」

「チャーリング中ちゆう尉いと、もう一人は例の新人少しよう尉いです」

「ＳＥ５に乗っているのが、その少尉か。新人にしてはスジがいいが、相手が悪かったな。チャーリングのやつも、ずいぶん腕を上げた」

　男は、感心したような口調で呟つぶやいた。だが、整備士は怖おず怖ずと首を振ふる。

「いえ、それが、チャーリング中尉はＳＥ５のほうに……キャメルのパイロットが例の新人で」

「なんだって？」

　男が軽く眉まゆを上げ、そしてクックッと喉のどを鳴らして笑い出した。

　そうしている間にも、キャメルの小こ柄がらな機体は、ゾッとするような急激な右旋回でＳＥ５の背後にぴたりと回りこむ。

　これが実戦なら、あの新人のキャメルは、ベテランパイロットが乗るＳＥ５をすでに三度は撃げき墜ついしているはずだった。このままどれだけ模擬戦を続けても、おそらく結果は同じだろう。

　機体の性能の問題ではない。乗り手の腕が違ちがい過ぎるのだ。

　ＳＥ５に乗るチャーリング中尉も、さすがにそれを理解したらしい。降参だ、というふうに翼を振って、滑走路へと機体を向けた。あそこまで圧倒的な実力差を見せつけられては、いくらプライドの高い操縦士でも、敗北を認めないわけにはいかない。勝ち誇るように悠ゆう々ゆうと上空を旋回して、新人の乗ったキャメルも着陸態勢に入った。

「たしかに腕は悪くないな。軍の養成所に入る前から飛行機の操縦経験があったようだが……それにしても危なっかしい乗り方だ」

　まるで死に急いでいるみたいなパイロットだな、と独りごちて、男は溜ため息いきをついた。

　着陸したＳＥ５がよたよたと停止し、憔しよう悴すいした表情のチャーリングが降りてくる。同どう僚りようの兵士や整備士たちが駆かけ寄って、そんなチャーリングを荒あらっぽく小こ突づき回した。チャーリングの勝利に金を賭かけていた連中なのだろう。

　続いて降りてきたキャメルが、ゆっくりと格納庫の前に停止する。

　キャメルの操縦席から降りてきたのは、少年のような顔立ちの若者だった。ぼさぼさに伸のばした前まえ髪がみの下に、荒すさんだ瞳ひとみが見えた。信じていた飼い主に裏切られた捨て犬のような目だ。

　自分に近づいてくる男の姿に気づいたらしい。若い新人少尉が顔を上げた。殺意にも似た挑ちよう戦せん的な視線を向けてくる。

「なあ、あんた、この基地の撃墜王エースなんだって？」

　少尉が、馴なれ馴れしい口調で男に訊きいた。男は、そんな後こう輩はいの姿を無造作に眺ながめた。少尉は、飛行帽ぼうを乱暴に脱ぬぎ捨てる。

「あんたの撃墜数スコアは？」

「さあな」

「忘れたのか？」

「殺した人間の数を数える趣しゆ味みはないからな。司令室に行けば、記録が残ってるんじゃないか」

「……変わってるな、あんた」

　毒気を抜ぬかれたような表情で、捨て犬のような目をした少尉は溜息をついた。

「まあいいさ。六カ月……いや、その半分もあれば十分だ。この戦争が終わる前に、あんたの撃墜数を俺が抜いてやる。あんたも、せいぜいそれまでは撃うち落とされないようにしてくれ」

「好きにしろ」

　上官に対して、あり得ないほど無礼な後輩の態度にも、男は興味を示さなかった。無関心に手を振って、新人少尉に背中を向ける。焦あせったような表情を浮うかべたのは、少尉のほうだった。

「おい、待てよ。あんた……！　ここまで言われて悔くやしくないのかよ」

「殺した人間の数に興味はないと言っただろ」

「え……？」

「俺は戦争屋じゃない。ただの飛行機乗りだからな」

　男は、そう言って宿舎に向かって歩き出した。彼の手には一冊の本が握にぎられていた。日記帳ほどの大きさの無地の表紙。自作の詩集だ。

　新人少尉は呆ぼう然ぜんと立ち尽つくして、そんな男の姿を見送っていた。
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「〝恐きよう怖ふの翼つばさよ、かつて流れ墜おつ星が在りし空を埋うめよ〟」

　高度一万二千フィートの薄うすい酸素。マイナス四十度の凍こごえる大気の中で、アイラス・オルコックは詩の一節を口ずさむ。

　眼下に見えているのは、連合国軍のスパッド戦せん闘とう機だ。その無防備な背後へと、アイラスは密ひそやかに降下を開始した。

　三枚の翼を平行に配置した三葉機、フォッカー[image: ]Ⅰがアイラスの乗機だった。その特異な形状の機体は揚よう力りよくに優すぐれ、圧あつ倒とう的な上じよう昇しよう性能と運動性を誇ほこっている。重力を利用した急降下で加速し、機き銃じゆうの照準が敵機を捉とらえた。

「〝蒼そう天てんに天使の姿はなく、騎き士しに寄り添そうは戦乙女ワルキユリア〟」

　アイラスの唇くちびるが言葉を紡つむぐ。それはフォッカーの操縦席に飾かざられた詩集の中の言葉だった。

　時速百マイルの乱気流の中で、彼の詩は戦場の空に溶とけていく。

　アイラスの接近に気づいた敵のスパッドは、必死で加速して逃にげようとした。その翼の震ふるえから、操縦席にいる兵士の恐怖が伝わってくるような気がした。

「聞こえるぞ……」

　アイラスが呟つぶやいて薄く笑う。決して聞こえるはずのない言葉。操縦席で震える敵兵士の心の声が聞こえてくる。戦場の大気を伝って、アイラスの頭の中に直接響ひびいてくる。

〝馬ば鹿かな馬鹿な馬鹿な、あの機体は機体は機体は、三翼の三翼の三翼の、無貌のフエイスレス・亡霊フアントム──！〟

「〝我、鉛なまりの流星をもちて、汝なんじを死者の葬そう列れつに加えん〟」

　アイラスは強く操そう縦じゆう桿かんを引いた。敵兵士がスパッドを旋せん回かいさせる。まるで敵のその動きを最初から知っていたかのように、アイラスのフォッカーがその背後にぴたりとつける。

　敵兵士の恐怖の心が大きくなる。

〝どうしてどうしてどうして、なぜなぜなぜ、化け物だ化け物だ化け物だ……やつは〟

　動どう揺ようするスパッドの操縦席と、照準器のリングが重なった。スパッドは頑がん丈じようで撃げき墜ついされにくい機体だと言われているが、操縦者が死んでしまえば、機体の耐たい久きゆう性など何の意味もない。

「聞こえるぞ……雲に紛まぎれて逃げようとしているな。だが、無む駄だだ……」

　アイラスが機銃の引き金を引く。

　まき散らされた弾だん丸がんが、操縦席を容よう赦しやなく貫つらぬいていく。

〝助けて助けて助けて……神……様……〟

　敵兵士の心が一いつ瞬しゆん大きく膨ふくらんで、弾はじけるように散った。

　アイラスはそれをはっきりと感じていた。

　戦場の空に静せい寂じやくが再び戻もどってくる。アイラスが息を吐はく。フォッカーが再び上昇に転じる。今の戦闘で失われた高度を灰色の三葉機の機体が取り戻していく。雲を抜けて舞まい上がる。

　その遥はるか前方で、べつの機体が、破は片へんをまき散らしながら燃え墜おちていくのが見えた。

　同盟国軍の三葉機。所属部隊は違ちがうが、アイラスの機体と同型のフォッカーだった。アイラスの僚りよう機きが撃墜されたのだ。

　撃墜したのは王室空軍の複葉機。黒くろ塗ぬりのソッピースＦ１キャメル。フォッカーと互ご角かくに格かく闘とう戦を演じることが可能な、数少ない連合国軍機だ。

「面おも白しろい──」

　黒塗りのキャメルを追って、アイラスはフォッカーを反転させた。

　敵の機体が、アイラスに反応する。接近に気づくのが早い。かなり優ゆう秀しゆうなパイロットだ。

　無貌の亡霊などと呼ばれるアイラスの機体──灰色のフォッカーを見ても、敵のキャメルに動揺は感じられない。ふっ、と無意識に微ほほ笑えんで、アイラスは操縦席の詩集に手を触ふれた。

　互たがいに威い嚇かくのための機き銃じゆう弾だんをばらまきながら、キャメルとフォッカーがすれ違ちがう。

　たとえ表面的にどんなに平静を装っても、心の中まで隠かくしきれるものではない。アイラスの脳のう裏りには、はっきりと敵のパイロットの驚おどろきが伝わってくる。

　しかし彼の驚きよう愕がくの理由は、アイラスの予想と少し違っていた。

〝なぜだなぜだなぜだなぜだ……なぜあんたが同盟国の機体に乗っている……!?〟

　キャメルの操縦士は驚愕に目を見開いて、フォッカーの機上のアイラスを見ていた。

　その若い操縦士の顔には見覚えがあった。

　捨て犬を連想させる孤こ独どくな瞳ひとみ。アイラスがまだ連合国の機体で飛んでいたころに、妙みように懐なついていた若者だ。

「そうか……まだ生きていたのか。運が強いな。だが……聞こえるぞ」

　アイラスは醒さめた声で呟いた。フォッカーを振ふり切ろうと旋回するキャメルの機体を、アイラスの照準は正確に捉えている。敵操縦士の心の声が、機体の次の動きを教えてくれるのだ。どんなに無む謀ぼうな旋回を繰くり返そうと、アイラスの攻こう撃げきから逃のがれることはできない。

「右……いや、左か……これで終わりだ」

　アイラスが引き金を握にぎる手に力をこめた。機銃が、爆ばく音おんとともに弾丸を吐き出した。しかし、

「なにっ!?」

　アイラスの必殺の射しや撃げきは外れた。キャメルが突とつ然ぜん、右回りに急旋回して、ギリギリで弾丸をよけたのだ。それはアイラスにとって予想外の動きだった。たしかにあの操縦士の心の声は、キャメルが左によけることを告げていたのだ。

「そうか……やつの機体はキャメルか……」

　おそらくあの操縦士が、恐きよう怖ふにすくんで操縦桿から手を離はなしてしまったのだ、とアイラスは納なつ得とくした。キャメルの機体にはクセがある。回転式エンジンの特性で、パイロットが常に操作していないと、機体が勝手に右回りの旋回を始めてしまうことがあるのだ。キャメルの操縦を難しくしているその特とく徴ちようが、しかし今回はあの操縦士の命を救ったというわけだ。

「偶ぐう然ぜん……か。本当に……運のいい……」

　アイラスは無感動に首を振り、射程外へと飛び去る漆しつ黒こくのキャメルを見送った。すでに戦力の大半を失って、敵の編隊は撤てつ退たいを始めていた。戦せん闘とうは終わりだ。

　地上では、撃墜された無数の航空機の残ざん骸がいが、天使の屍しかばねのような姿を晒さらしていた。
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　その夜、アイラスは軍営地の中にある薄うす暗ぐらい酒場に立ち寄った。

　酒場では多くの兵士たちが、泥でい酔すいして騒さわいでいた。だが、カウンターの隅すみに座るアイラスに、声をかけてくる者はいなかった。無貌の亡霊とあだ名される素す性じようの知れない撃墜王は、味方の兵士からも恐おそれられているのだ。

　ゆらゆらと揺ゆれるロウソクの炎ほのおの下で、アイラスは静かにグラスを傾かたむける。

　空になったグラスに、酒場のマスターが無言でブランデーを注ぎ足した。戦地の薄うす汚ぎたない酒場には不似合いな、女優のように端たん麗れいな顔立ちの男だった。年ねん齢れいはよくわからないが、まだ若い。ほっそりとした肩かたに白衣を羽織って、酒場の主人というよりは軍医のほうが似合いそうだ。

「戦せん況きようは？」

　アイラスがぼそりと質問する。

　職しよく業ぎよう柄がらか、マスターは軍内部の情報に詳くわしかった。酒場に出入りする将官たちの話を、間近で聞いているせいだろう。アイラスのような下士官には知らされない戦略情報にも、驚くほど詳しい。そのマスターは不景気な表情でグラスを磨みがきながら、

「あまりよくはないですね」と小声で言った。

「補給か」

　無表情なアイラスの呟つぶやきに、マスターが頷うなずく。

「ですね。本国の物資不足は深刻なようです。皇帝攻勢カイザーシユラハトで連合国軍を壊かい滅めつできていれば、状じよう況きようも多少は違っていたんでしょうが……新型機の導入も遅おくれているようですし」

「そうか。まだ戦争が終わってもらっては困るんだがな」

　アイラスが深い溜ため息いきを洩もらした。マスターが不思議そうに眉まゆを上げる。

「なぜです？」

「敵と戦えないのなら、飛ぶ意味がない。俺はもっと声が聞きたいんだ。戦場で追い詰つめられた兵士たちの混じりけのない心の叫さけびを、もっと聞かなければいけない気がする。そのために俺はここにいるような気がするんだ……」

「恐こわいですね」

　そう呟いて、マスターは笑った。愉ゆ快かいそうに目を細めて、アイラスを見返し、

「大たい尉いと話をしていると、まるであなたが本当に他人の心を読んでいるような気がしてきます」

　まさか、とアイラスは首を振った。

「戦闘機も人の手で操あやつられている以上、その動きは操縦者の感情に大きく影えい響きようされる。俺にはそれが、操縦者の心の声のように感じられるだけだよ」

「なるほど……そういうものですか。さすがは詩人ですね、大尉」

　マスターは、本気で感心したような口調でそう言った。アイラスが趣しゆ味みで詩を書くことを、彼には前にも話したことがある。

　詩作という優ゆう雅がな趣味は、戦場には不似合いな印象があるが、かつての飛行機乗りの間では、特にめずらしいものではなかった。

　人類が飛行機という革新的な技術を手に入れて、まだわずか十数年。純じゆん粋すいな戦闘機が生み出されたのは、ほんの数年前のことだ。この高価な新兵器を与あたえられたパイロットの多くは、貴族階級の人間であり、大空の騎き士しなどと呼ばれる英えい雄ゆうであった。空中戦とは騎士道精神にのっとった一対一の神聖な戦いであり、撃げき墜ついした敵兵士のために手た向むけの花束を落とすパイロットもあったと伝えられている。そんな彼らを讃たたえる詩が作られたのは、むしろ自然なことだ。

　だが、やがて戦争は激化して、状況も変わった。

　今の戦闘機同士の戦いは、ただの殺し合いだ。

　戦闘といえば背後からの奇き襲しゆうや不意打ちが普ふ通つうで、傷ついた敵に追いすがってとどめを刺さすことが当たり前のように行われている。そこに騎士の尊厳などはなく、ただ剝むき出しの狂きよう気きがあるだけだ。アイラスは、自分がその狂気を敏びん感かんに感じ取り、これまでの戦闘経験を基もとにして、無意識に敵兵士の心の声として受け取っているのだろうと考えていた。

　そうでなければ、あの奇き妙みような現象を説明できないからだ。

　自作の詩を詠えいずることが、おそらくアイラスにとって、そのような集中状態を作り出すための儀ぎ式しきになっているのだろう。そう思って、アイラスはふとカウンターの上に置いた詩集の表紙に触ふれた。

「ん……」

　そのとき、誰だれかの視線を感じて、アイラスは周囲を見回した。酒場の窓の外を、奇妙な影かげが通り過ぎた気がした。髪かみの長い小こ柄がらな影だった。フリルとレースで飾かざった衣装の裾すそが、残像となって目に焼きついている。

「どうしました？」

　穏おだやかな口調で、マスターが訊きいてきた。アイラスは眉み間けんに皺しわを刻んで、

「今、この基地の中を若い娘むすめが歩いていたような気がしたが……」

「若い娘……ですか？」

　マスターが怪け訝げんそうに首を傾かしげる。無理もない反応だった。最前線の航空基地で、若い娘の姿を見かけることなどあり得ない。

「いや、いい。忘れてくれ」

　アイラスは軽く肩をすくめた。そして無言で酒をあおった。
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　そのあとは特に誰かと話すこともなく、アイラスは兵舎へと戻もどった。

　相当な量の酒を吞のんだはずだが、酔よったという実感はなかった。

　戦時下ということで、軍営地の外に燈とう火かはほとんど見えない。頭上に暗い空だけが広がっている。それを見上げてアイラスは、自分はいつからここで戦っていたのだろう、とふと疑問に思った。遠い昔から戦い続けているような気がしたが、そんなはずはない。この戦争が始まって、まだ三年余りしか経たっていないはずなのだ。

　それに連合国軍の戦せん闘とう機に乗っていたはずの自分が、いつの間にか彼らを敵に回して、同盟国軍のフォッカーに乗っているのも、考えてみれば奇妙だった。なにかきっかけになる事件があったはずだが、思い出せない。ただ、焼けつくような絶望感だけが強く記き憶おくに残っている。

　一いつ瞬しゆん、意識をよぎったのは、今日の空戦で出会った漆しつ黒こくのキャメルの操縦士のことだった。

　捨てられた犬のような目をしていた若者だ。なぜかアイラスにだけは心を開いて、なにかとつきまとわれたことを思い出す。彼に訊けば何かわかるのかもしれなかったが、そこまでして自分の過去を思い出したいとも感じなかった。

　アイラスたちの兵舎は、寂さびれた古城を軍が徴ちよう用ようしたものだった。下士官用の寝しん室しつは四人部屋だが、アイラスはそれを一人で使っている。ほかの三人は、とっくの昔に戦死していた。思い出せないほどの遠い昔に。だが、

「誰だ？」

　部屋の中。ランプの光を背にして浮うかび上がった影を見て、アイラスは表情を険しくした。施せ錠じようされた部屋に勝手に入りこんでいたのは、小柄な若い娘だった。

　年ねん齢れいはおそらく十三、四。恐おそろしく美しい姿の少女だ。

　緑柱石エメラルドに似た淡あわい緑色の髪。

　大理石に似た透すけるような白い肌はだ。

　鮮せん血けつの色に似た深しん紅くの衣装は、幾いく重えものフリルとレースでゆったりと膨ふくらんで、その隙すき間まから黄金の籠こ手てと胸当てがのぞいている。

　少女の右の瞳ひとみは、髪の色と同じ宝石のような緑。そして彼女の左の瞳は、鈍にび色いろに輝かがやく金属の眼帯に隠かくされていた。中央に大きな鍵かぎ穴あなを穿うがった、古い錠じよう前まえのような眼帯に──

「また、おまえか……」

　溜ため息いきとともに、アイラスは言葉を吐はき出した。さっき酒場で見かけた影の正体は、おそらくこの娘だったのだろう。なぜかアイラスは彼女のことを、昔から知っていたような気がした。

「あなたは、覚えているの？　あたしのことを」

　少女が鳥のように小首を傾げて、愉ゆ快かいそうに訊いてきた。アイラスは静かに頷うなずいた。

「ああ。前にも、一度どこかで会ったな。あれがどこだったのか、覚えていないが」

　おぼろげな記憶を辿たどろうとして、アイラスの脳のう裏りに浮かんだのは、真紅に染まった空だった。

　崩くずれ落ちる廃はい墟きよ。泣き叫さけぶ人々。無数に散らばる血まみれの死体。激しく燃え上がる炎ほのおを背に、紅あかいドレスを翻ひるがえした少女が立っている。はたしてそれが本当にあった出来事なのか、今のアイラスには思い出せない。かすかな苛いら立だちを覚えて、アイラスは首を振ふった。

「そんなことより、答えろ。おまえのような娘が、なぜこんな前線の航空基地にいる？」

　アイラスの言葉を聞いて、紅衣の少女が笑った。

「あたしのことに、興味があるの？」

　彼女はそっとスカートの裾をつまんで、それを細い腰こしの近くまでたくし上げた。ほっそりとした両りよう脚あしが、白い太ふと腿ももの付け根近くまで剝むき出しになった。幼げな容姿からは想像もつかない妖よう艶えんな振る舞いだ。異性を誘ゆう惑わくする仕草だった。

「将校の身内というわけでもなさそうだな。誰だれかが連れこんだ娼しよう婦ふなのか？　その歳としで？」

　アイラスは、鬱うつ陶とうしげに顔をしかめて言った。

　紅衣の少女は、はっ、と乱暴に息を吐き出して、少し舌足らずな幼い声で笑った。

「ばかみたい。ばっかみたい。あたしが何者かなんて、そんなことどうだっていいじゃない。でも特別に、教えてあげる。あたしはラジエル。ラズでいいわよ」

　アイラスは少女を無表情に見つめ返した。彼女の心がまったく読めないことに、軽い驚おどろきを感じていた。

「俺の部屋に何の用だ、ラジエル？」

「あなたの詩に、興味があるの。完成具合を見に来たのよ」

　少女の言葉に、アイラスの表情が強こわ張ばった。

「なぜ、俺が詩を書いていることを知っている？」

「あなたのことなら、よく知ってるわ。あなたは敵のパイロットの心が読めるのね？」

「心の声のことを言っているのか？」

　ぞくり、とした恐きよう怖ふが背筋を這はい上がるのを感じて、アイラスが声を低くした。

「馬ば鹿かげた話だ。戦闘中に、敵の戦闘機のパイロットの心が読めるはずがないだろう」

「ふぅん……ばかみたい。ばっかみたい。そんなこと、本気で思ってないくせに」

　何もかも見み透すかしたような表情で、少女が右目だけを細めた。

「ねえ、あなた。幻げん書しよというものを知っている？」

「幻書？」

　紅衣の少女は楽しげに頷いた。

「そうよ。たとえば、失われた神々の技術。太古の叡えい智ち。魔ま導どうの知識。この世に在らざるべき禁断の知識を記した書物の総そう称しようよ。この世には知るべきでないことがあるの」

「それが俺と何か関係があるのか？」

　訊きき返すアイラスを、彼女は身を乗り出しながら間近で見上げてきて、

「幻書の力をもってすれば、他人の心を読み取ることなど、たやすいことだと思うでしょう。それが戦場という、極限状じよう況きようであれば尚なお更さら」

　アイラスは、どうにかひと言だけ言い返した。

「俺には幻書とやらを目にした記憶はない」

　ラジエルは特に反論せずに、

「そうね。そうかもね。でもね、アイラス・オルコック。あなたは、幻書がどうやって生まれるか知ってるの？」

「幻書が……生まれる？」

「そうよ。幻書が本の形をとる以上、誰かそれを書いた者がいるはず。そう思わない？」

　思いがけない彼女の言葉に、アイラスはハッとした。

「まさか、詩集のことを言っているのか？　俺が書いた詩が幻書だと？」

「──否ナイン。幻書が生まれるには、条件があるの。それは狂きよう気き。あるいは恐怖。焼けつくような強い感情。境界を越こえるほどの人々の強い想おもい」

　紅衣の少女は、華はなやかな笑えみを浮うかべて、その場でくるりと回った。

「今のあなたの詩集には、まだそれが足りない。あなたの存在が伝説となり、あなたの名前が恐怖の代名詞となって初めて、あなたの詩集は幻書の資格を得る。だけど今はまだ、幻書の卵。そうね、さしずめ幻げん稿こうとでもいったところかしら」

「幻稿か……」

　なるほど、とアイラスは奇き妙みように納なつ得とくしていた。

　神々の奇き跡せきが、人々の信しん仰こうによって生み出されるものならば、幻書に秘された禁断の知識も、人々の狂気によって現実化するのかもしれない。

「是ヤー。戦争は素す敵てきね。素敵だわ。戦争という極限状態は、いわば暴走する膨ぼう大だいな狂気の奔ほん流りゆう。境界を越えたその狂気が、魔ま力りよくとなって幻書を生み出す」

「そこまでして幻書を求めるおまえは何者だ？」

　歌うようなラジエルの言葉を遮さえぎって、アイラスが問いかけた。

「ラジエルというのは、天使の名だ。神の玉座の傍かたわらで、世界のすべてを記録する役目を与えられし座天使の長。ゆえに地上と天界のすべての秘密を知り尽つくし、それを書き記した書物を常に携たずさえていたという。その書物の名を、ラジエルの書セフアー・ラジエールと……」

　紅衣の少女から、笑顔が消えた。

　表情の抜ぬけ落ちたラジエルは、まるで高価な宝石で飾かざり立てた美しい人形のようだった。

　艶つややかな彼女の唇くちびるが、無感情な冷たい言葉を紡つむぐ。

「その話の続きは知ってるの？」

「続き？」

「そうよ。ラジエルの栄えい誉よに嫉しつ妬とした他ほかの天使たちの手によって、ラジエルの書は盗ぬすまれた。そして原始の海へと投げ捨てられたの。やがて地上にたどり着いたラジエルの書は、人々の手を渡わたり歩き、その一部は様々な書物へと書き写された。けれどラジエルの書の原書は、失われてしまった。永遠に。そして、天使ラジエルも姿を消した──」

　紅衣の少女が、ふふっ、と再び笑い声を洩もらす。どこか残ざん酷こくな光が、右目に宿る。

「けれど、かつて、ある一人の賢けん者じやは考えた。ラジエルの書は、地上と天界のすべての秘密を書き記した書物。ならば、この世界のすべての秘密を集めれば、再びラジエルの書は復活するのではないかと」

「……この世界のすべての秘密……禁断の知識を記したという、幻書のことか？」

　ラジエルは頷うなずいた。

「是ヤー。そして、その幻書を集めて封ふう印いんする秘密の図書館の名を、ラジエルの書しよ架かと──」

「ラジエルの……書架……」

　アイラスが低く呟つぶやいた。そんなものの存在を聞かされても、素す直なおに受け入れる気にはなれなかった。しかし目の前の奇妙な少女が、噓うそをついているとも思えない。彼女が普ふ通つうの人間ではないというのは、最初に目にしたときから薄うす々うす感じていたことだ。

「あなたの詩集が、その書架に相応ふさわしい幻書になればいいわね。期待してるわ、無貌のフエイスレス・亡霊フアントム」

　一方的にそう言い残すと、紅衣の少女は、アイラスの脇わきを通り過ぎていった。

「待て──！」

　アイラスが咄とつ嗟さに彼女を呼び止める。しかしラジエルは、それを無視して歩き去り、

「そうそう。ひとつ忘れていたわ」

　扉とびらに手をかけたところで、黄金の胸当てをガチャガチャと鳴らして振ふり向いた。

「ねえ、あなた。あなたの書いた、その詩集。ほかの誰だれかにあげたりしてないわよね？」

「なぜそんなことを訊く？」

　アイラスが訝いぶかしげに問い返す。一いつ瞬しゆんだけ、おぼろげな記き憶おくが甦よみがえる。連合国軍の機体に乗っていたころに書きためていた、最初の詩集。あれはどこに行ってしまったのだろう。

　もし今もあれを持っている者がいるとしたら、それは誰だ──？

　沈ちん黙もくしたアイラスを冷ややかに眺ながめて、紅衣の少女は首を振った。

「ううん。少し気になっただけよ。ごきげんよう。さようなら」
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　それから数日後の夜明け前。鳴り響ひびく警報で、アイラスは目を覚ました。飛行服に着き替がえて兵舎の外に出たときには、軍営地のあちこちで炎ほのおが噴ふき上がっていた。

　敵の航空部隊による空くう襲しゆうだった。

　凄すさまじい数の爆ばく撃げき機の群れが、未明の空を覆おおい尽くしている。それを護衛する戦せん闘とう機の数も膨大だった。彼ひ我がの戦力差をそのまま象しよう徴ちようするような、圧あつ倒とう的な大編隊だ。

　味方の対空砲も必死に応戦していたが、敵の数が多すぎて、威い嚇かくにすらなっていなかった。

　迎げい撃げきのために飛び出していった味方の戦闘機も、そのほとんどが、まともな離り陸りくすらできずに撃げき墜ついされてしまう。格納庫や兵舎も燃えていた。曳えい光こう弾だんの軌き跡せきが、まるで炎の雨のように降り注いで空を照らしている。そんな弾だん薬やくの雨の中を、アイラスはただ一人、悠ゆう然ぜんと歩いていた。

「〝恐きよう怖ふの翼つばさよ、かつて流れ墜おつ星が在りし空を埋うめよ〟」

　唇が無意識に詩の一節を紡いだ。アイラスが向かっていたのは、自分の愛機──フォッカーが眠ねむる格納庫だった。灰色に塗ぬられた三葉機が、無数の獲え物ものたちを涎よだれ混じりに見上げながら、乗り手であるアイラスの到とう着ちやくを待っているはずなのだ。

「〝蒼そう天てんに天使の姿はなく、騎き士しに寄り添そうは戦乙女ワルキユリア〟」

　アイラスは恐怖を感じていなかった。

　敵の爆撃機の操縦士たちが、どこを狙ねらっているのかはっきりとわかる。感覚が鋭するどく研とぎ澄すまされて、敵兵士たちの声がいつもより鮮せん明めいに聞こえるのだ。

　アイラスはそっと懐ふところの詩集に触ふれた。幻げん書しよ化が進行しているのかもしれなかった。

「大たい尉い……こちらです！」

　格納庫に辿たどり着いたアイラスを、整備士たちが出で迎むかえた。全員の瞳ひとみに浮うかんでいたのは、アイラスへの、すがりつくような期待の光だった。この絶望的な戦せん況きようを覆くつがえせる者がいるとすれば、それは無貌の亡霊と味方からも恐おそれられる撃墜王──アイラス・オルコックしかあり得ない。

「敵が多いな。連合国側もそれなりに必死ということか」

　整備士たちの身勝手な期待を冷ややかに受け流し、アイラスはフォッカーに乗りこんだ。エンジンが始動する。しかしアイラスはスロットルを閉じたままだ。それに気づいて、整備士たちが焦あせりの相を浮かべる。

「大尉。早く離陸を。この滑かつ走そう路ろもいつまで保もつか……」

「いや。まだだ」

　アイラスが静かに呟いた。整備士たちが、きょとんとした表情を浮かべ、

「え？」

　次の瞬しゆ間んかん、凄まじい閃せん光こうが彼らを照らし出した。至近距きよ離りに爆ばく弾だんが落ちたのだ。押し寄せてきた爆ばく風ふうに整備士たちが薙なぎ倒たおされ、壊こわれた人形のように吹ふき飛んでいく。もしフォッカーが離陸を始めていたら、爆ばく圧あつの直ちよく撃げきを受けてアイラスも同じ運命を辿っていただろう。

　しかし今は、その爆発がアイラスの味方だった。血まみれで呻うめいている整備士たちには一いち瞥べつもくれず、アイラスは無言でフォッカーを発進させた。

　滑走路は爆ばく煙えんに包まれて、上空からでは地上のフォッカーの姿が見えない。加速を始めたアイラスの機体を、敵の戦闘機は狙そ撃げきすることができないのだ。

「アイラス・オルコック──フォッカー[image: ]Ⅰ離陸する」

　離陸速度に達した三葉機の機体が、ふわりと空中に舞まい上がった。

　それに気づいた敵の戦闘機が、次々にアイラス目がけて降下を始めた。空中戦では、上空にいる機体のほうが圧倒的に有利だ。アイラスのフォッカーが十分な高度に達する前に、撃墜してしまうつもりなのだ。

「〝我、鉛なまりの流星をもちて、汝なんじを死者の葬そう列れつに加えん〟──惜おしかったな」

　それは一瞬の出来事だった。三葉機特有の化け物じみた速度で上じよう昇しようしながら、アイラスは、襲おそってきた敵機をすれ違ちがいざまに撃墜した。

　正確にエンジンを撃うち抜ぬかれた連合国軍の機体が、空中で炎に包まれた。ひとつ、ふたつ、みっつ……夜明け前の空に、流星のような火球が次々と流れ墜おちていく。

　灰色のフォッカーの異様な存在感に、連合国軍のパイロットたちが動どう揺ようする。

　そして彼らに圧倒されていた同盟国軍側の機体が、ここぞとばかりに反はん撃げきを開始した。

　アイラスのフォッカーの後方に、旋せん回かいした味方機が次々に集まってくる。編隊を組み直すつもりなのだ。

　しかしその直後、アイラスの背後を飛んでいた味方機が炎に包まれた。急降下してきた敵の機体に、一瞬のうちに撃墜されたのだ。

　鮮あざやかな奇き襲しゆうをかけてきたのは、王室空軍のＦ１キャメル──

　見覚えのある漆しつ黒こくのキャメルだった。

「ほう……」

　アイラスの口元に、獰どう猛もうな笑えみが浮かび上がった。灰色のフォッカーが上昇した。機体を軋きしませて旋回しながら、離り脱だつしていくキャメルを追う。

　しかしキャメルの操縦士も、逃にげるつもりはなかったらしい。反転して、アイラスに戦いを挑いどんでくる。それは、かつての大空の騎士たちの決けつ闘とうを彷ほう彿ふつとさせる光景だったが、アイラスの目には、相手が一いつ騎き打うちを望んでいるようには見えなかった。むしろ遠ざかる兄の背中を、必死で追いかける幼い弟のような姿だと思えた。

「おまえか、少しよう尉い……」

　アイラスが引き金に指をかける。曳えい光こう弾だんの閃光が、漆黒のキャメルを襲う。キャメルの操縦士は、曲芸じみた横転飛行でそれをかわした。すれ違う瞬間、彼の声が聞こえてくる。

〝なぜだ、アイラス──!?〟

　どこか哀かなしげな声だった。相変わらず先せん輩ぱいに対する言こと葉ば遣づかいが無礼だ。だが、今はそれが奇き妙みように懐なつかしい。回転するプロペラ越ごしに、幼さを残した彼の顔が見えた。

　アイラスは薄うすく微ほほ笑えんで、その直後、

〝あんたは死んだはずだ！〟

　キャメルの操縦士の心の声に、その笑顔が凍こおりつく。

　馬ば鹿かな、とアイラスは独りごちた。心の声は噓うそをつけない。それがわかっていてもなお、認めるわけにはいかなかった。

「いいや、生きてる。俺はまだ誰だれにも撃ち墜とされることなく飛んでいる。それが証しよう拠こだ」

　アイラスは、思わずそう叫さけび返していた。

　しかし相手の心の声は途と絶だえない。

〝あんたは、あの日、死んだんだ。休きゆう暇か中に戻もどったあんたの故郷で、同盟国軍の列車砲ほうの市街地攻撃に巻きこまれて──地上で死んだんだ！〟

「馬鹿なことをっ！」

　アイラスは絶ぜつ叫きようした。自分でも意外なほどの猛もう烈れつな殺意をたぎらせ、漆黒のキャメルの背後に回りこむ。

「聞こえるぞ、少尉……右か、左か……いや、上昇して背後を取るつもりか。ならば──」

　敵の進行方向へと先回りして機首を振ふり、アイラスは漆黒のキャメルを照準器に捉とらえた。前回のような幸運は二度も続かない。今度こそ確実に撃げき墜ついする──はずだった。

〝上昇中を狙ねらう気か、アイラス！〟

「うっ!?」

　聞こえてきた相手の心の声に、アイラスの表情が凍りつく。

　漆黒のキャメルが、突とつ然ぜんアイラスの予想を外れて右旋回を始めた。読みを外されたせいで、アイラスの反応が遅おくれた。フォッカーの銃じゆう撃げきは虚むなしく虚こ空くうへと吸いこまれ、キャメルが反撃に転じてくる。

　アイラスは急激な機動で敵を振り切ろうとしたが、キャメルの操縦士はその動きにきっちりとついてきた。まるで、アイラスの動きを、あらかじめ知っていたかのように──

〝聞こえるぞ、アイラス。あんたの心の声が〟

　伝わってくる心の声に、アイラスが息を吞のむ。

「まさか……少尉、おまえも……」

〝あんたの詩が溶とけこんだこの空が伝えてくれる──！〟

　漆黒のキャメルが、アイラスのフォッカーを照準器に捉えた。撃ち出された曳光弾がフォッカーの翼よく端たんをかすめていく。これほどまでにアイラスが追い詰つめられたのは、このフォッカーを手に入れてから初めての体験だった。アイラスが、ギリギリと奥歯を鳴らす。

「おまえもなのか、少尉！　俺がおまえにくれてやった、あの詩集を読んで……！」

　記き憶おくにかかっていた霧きりが晴れていく。連合国軍のパイロットとして、あの若い少尉と一いつ緒しよに飛んでいたころの記憶だ。詩を読ませろとしつこく食い下がる少尉に、アイラスは言ったのだ。俺が死んだら、あの詩集はおまえにやる、と。

　紅衣の少女が、幻げん稿こうと呼んだ幻げん書しよの卵──アイラスの詩集の所有者はもう一人いた。

「だが、少尉……おまえにはわかっているはずだ。互たがいに心が読めたとしても、いや、だから尚なお更さら、おまえに勝ち目はないということを！」

　相手に語りかけるような口調で、アイラスは低く呟つぶやいた。

　いつの間にか攻こう守しゆは逆転していた。敵機の一瞬の隙すきをついて、アイラスのフォッカーはキャメルの背後に回りこむ。

　お互い相手の考えていることがわかるなら、それは駆かけ引きや奇き策さくがまったく通用しないということだ。勝敗を分けるのは、純じゆん粋すいな技術の差ということになる。

　漆しつ黒こくのキャメルを操あやつる若い少尉はたしかにいい腕うでをしているが、彼が初めて戦場に出たのは、せいぜい半年前のこと。アイラスに比べれば、絶対的に戦せん闘とう経験が不足していた。

〝くっ……振り切れないかっ……！〟

　アイラスは、少尉の焦あせりをはっきりと感じて笑う。

　キャメルがフォッカーよりも有利なのは、最高速性能と、複葉機特有の視界の良さだった。つまり、遠えん距きよ離りからの一いち撃げき離り脱だつ戦法で戦いの主導権を取ることが、キャメルの必勝パターンだ。

　しかし、アイラスの目の前にいる漆黒のキャメルに、それを実現するチャンスはない。彼は不用意に接近しすぎたのだ。

　三葉機であるフォッカーは、不安定な操縦性と引き換かえの、圧あつ倒とう的な運動性能を誇ほこっていた。

　キャメルも運動性に優すぐれた機体だが、それは同じ複葉機と比ひ較かくした場合のことだ。近距離の格かく闘とう戦ではフォッカーに明らかな優位がある。熟練したパイロットが操るフォッカーは、悪あく魔まの如ごとき空戦性能を発揮するのだ。

　アイラスが無貌の亡霊と呼ばれているのは、決して相手の心が読めたことだけが理由ではなかった。気難しいフォッカーを自在に操る操縦技術が、アイラスの最大の武器なのだ。

　そのアイラスの猛もう攻こうに、少しよう尉いの思考が乱れていく。恐きよう怖ふと苦く悩のう。混乱した彼の心の声は、もはやほとんど意味をなしていない。

　それでも彼が飛び続けていられるのは、持ち前の幸運のおかげだろう。だが、そんな幸運はいつまでも続くものではない。

　漆黒のキャメルが、地上へと向けて急降下する。

　長時間の降下が生み出す急激な加速は、機体に相当な負担をかける。複雑な構造のフォッカーよりも、複葉機であるキャメルのほうが強度的には有利だ。少尉は、それを利用して、アイラスのフォッカーを振り切るつもりなのだろう。

「悪くない判断だ。だが、惜おしかったな」

　アイラスはそう呟いて、漆黒のキャメルを照準した。急降下でアイラスを振り切るには、高度が足りない。地上までの高度はすでに千フィートを切っている。キャメルにアイラスの攻こう撃げきを避さける手段はない。

「さらばだ、少尉──」

　アイラスが機き銃じゆうの引き金を引く。フォッカーの銃口が必殺の弾だん丸がんを吐はき出す。そう思われた瞬しゆ間んかん、アイラスは全身に凄すさまじい衝しよう撃げきを受けた。

「なんだ……と……」

　機体が激しく震しん動どうし、漆黒のキャメルの機体が遠ざかっていく。アイラスのフォッカーが、傷ついて悲鳴を上げていた。直撃を受けたのだ。

　馬ば鹿かな、とアイラスは動どう揺ようする。心の声は聞こえない。周囲に敵の気配はなかった。だが、そんなアイラスの眼前を、砲ほう弾だんの軌き跡せきが垂直に駆け抜ぬけていく。

　地上から上空へと向けて撃うち出された砲弾。

　機関砲の対空砲火。

　アイラスのフォッカーを攻撃したのは、敵の戦闘機ではなかった。味方の陣じん地ちの対空砲だ。少尉のキャメルを狙ねらった流れ弾だまが、偶ぐう然ぜんにもフォッカーのほうに命中した。

「いや……偶然じゃない……のか」

　アイラスは呆ぼう然ぜんと呟いた。

　混乱した思考の中で、相手は高度を下げることを選せん択たくした。敵の対空砲に狙われる高度まで。

　およそ論理的とはいえない無む謀ぼうな選択だった。空戦では絶対にやってはならない失策だ。

　だがそれは、あのときアイラスの攻撃を逃のがれる唯ゆい一いつの方法でもあった。

　たしかにアイラスは敵の操縦士の心が読める。しかし、地上から機械的に撃ち出される対空砲の攻撃を予測することはできないのだ。

　対空砲の砲弾が、どちらに当たるかは賭かけだった。両方が撃げき墜ついされる可能性もあった。

　だがそれは漆黒のキャメルの操縦士にとって、あの瞬間、もっとも勝率の高い賭けだった。

　キャメルの最高速性能はフォッカーよりも上だ。対空砲の弾だん幕まくを無事にかいくぐる可能性は、それだけ高い。そして繊せん細さいなフォッカーの機体は、キャメルよりも戦闘損傷の影えい響きようを受けやすいのだ。ほんの誤差程度のわずかな可能性だが、彼はそれに賭けた。頭で考えたわけではなく、彼の動物的な生存本能が命じたのだ。敵の高射砲陣地へと降下するという無謀な行動を。それが彼の勝因だった。

　機体の損傷は激しかったが、フォッカーはまだ飛び続けていた。

　敵の姿を捜さがして、アイラスは頭上を振ふり仰あおぐ。

　その瞬間、声が聞こえてきた。漆黒のキャメルの操縦士。若い少尉の、悲痛な心の声が──

〝今度こそ、さよならだ……空に還かえれ、アイラス……！〟

　降り注ぐ無数の機銃弾が、フォッカーの機体を貫つらぬいた。

　炎ほのおに包まれた灰色の三葉機が、ちぎれた羽根のように破は片へんをまき散らし、墜おちていく──
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　戦闘は、夜が明けるころには終わっていた。同盟国軍の軍営地はひどく破は壊かいされ、航空機部隊は壊かい滅めつ状態だった。この戦いによる戦力の減少は、工業力に劣おとる同盟国軍には相当な痛手だ。戦力のバランスは大きく崩くずれて、一気に敗戦へと突つき進むことになるだろう。

　だがそれは、今のアイラスにはどうでもいいことだった。

「甘いヤツだ」

　不時着した機体から血まみれの身体からだを引きずり出して、アイラスはそう呟つぶやいた。フォッカーは大破していたが、パイロットであるアイラスは無事だった。キャメルの操縦士は最後の瞬間、フォッカーのエンジンだけを撃ち抜いた。アイラスにとどめを刺ささなかったのだ。

　不思議なことに、傷の痛みは感じなかった。アイラスはフォッカーの操縦席から持ち出した詩集を、飛行服の懐ふところへとそっと入れた。煤すすで汚よごれていたが、詩集は無事だった。

　俺はまだ戦える──そう思ってアイラスがほくそ笑えむ。その直後、

「なーんだ……撃墜されちゃったの？」

　すぐ背後で声がした。嘲あざけるような笑い声だ。耳障ざわりな甲かん高だかい少女の声。

「ばかみたい。ばっかみたい。だから訊きいてあげたのに。ほかの誰だれかに詩集をあげたりしてないかって」

　アイラスの背後で笑っていたのは、真しん紅くの衣装を身にまとった少女だった。

　緑柱石エメラルドの色の髪かみ。大理石の色の肌はだ。黄金の籠こ手てと黄金の胸当て。人形のような可か憐れんな少女が、意地悪く目を細めて笑っている。

　彼女の右の瞳ひとみは、髪の色と同じ宝石のような緑色。

　そして彼女の左の瞳は、光をまったく反射しない黒だった。

　眼帯に隠かくされていた彼女の左目。その瞳どう孔こうは、深い闇やみの色をたたえた空くう洞どうになっていたのだ。まるで違ちがう世界に通じているような、深い深い空洞に──

　そのぽっかりと空いた虚うつろな空洞が、冷ややかにアイラスを見下ろしている。

　そして少女の背後には、一人の男が立っていた。女優かと見み紛まがうような容よう貌ぼうの、美しい男だ。長い髪を背中で束ねて、医者のような白衣をまとっている。軍営地の酒場のマスターだ。

「ラジエルと……マスター？　なんでここに？」

　かすかな動揺を覚えながら、アイラスは訊き返した。

　薄うす汚ぎたない酒場には不釣つり合いな男の美び貌ぼうを見て、ふと気づく。彼の正体は酒場の主人なんかではないのだ。彼はラジエルの仲間だ。この男は最初から、幻げん書しよの卵を監かん視しするために基地に潜もぐりこんでいた。アイラスのことを見張っていたのだ。

「あなたの負けよ、アイラス・オルコック。無貌のフエイスレス・亡霊フアントムも、墜ちたものね」

　紅衣の少女が、フォッカーの残ざん骸がいを、金属製のブーツで踏ふみにじりながらそう言った。

「まだだ」

　アイラスが声を荒あららげた。漆しつ黒こくのキャメルが飛び去った空を見上げて、呻うめく。

「あいつは、俺にとどめを刺さなかった。二度とあんな手は通用しない。次に戦えば俺が勝つ」

　けれどラジエルは、冷ややかに笑った。

「いいえ、終わり。もう終わりよ。あなたは撃げき墜ついされた。無貌のフエイスレス・亡霊フアントムの伝説は途と絶だえた。幻書はもう決して完成しない。あなたは境界を超こえることができなかった」

「なに……」

　激げつ昂こうしたアイラスは、思わず少女につかみかかろうとした。だがアイラスの意志に逆らって、身体からがくりと力が抜ぬけた。アイラスの顔が一いつ瞬しゆんで、何カ月も放置された死体のような姿に変わっていた。肌がひび割れて、乾かわいた粘ねん土どのようにボロボロと筋肉が崩れ落ちていく。

「そうか……俺はもう、死んでいたのか」

　失われていた記き憶おくをすべて取り戻もどし、アイラスはその場に膝ひざをついた。

　同盟国軍の砲ほう撃げきで破壊された、故郷の街を思い出す。瓦が礫れきに押し潰つぶされた無数の死体の姿も。その中にはアイラス自身の姿もあった。アイラスはあのときに死んだのだ。

　そして目の前にいる二人組の手で、アイラスは復活させられた。

　紅衣の少女が持っていた、幻書の力で生き返らされたのだ。

　連合国軍で戦っていたはずのアイラスが、同盟国軍にいた理由もようやくわかった。新たな幻書を生み出すために、彼女たちはアイラスを利用していたのだ。無貌の亡ぼう霊れいと呼ばれる恐きよう怖ふの伝説を完成させるため。そのためにアイラスを生き返らせ、戦せん闘とう機に乗せ続けていた。

　しかし、それはもう終わったのだ。

　漆黒のキャメルが、フォッカーを撃墜したあのときに──

「すみませんね。幻書を完成させられないあなたを、もうこれ以上、この世界にとどめておく理由はないんですよ」

　白衣の男が穏おだやかな声で呟いた。

　彼の手の中には、一冊の本が握にぎられていた。おそらくそれが、死者を生き返らせるための幻書なのだろう。その幻書の力で、アイラスは今まで動いていられたのだ。

　挟はさんであった栞しおりを引き抜いて、白衣の男が静かに本を閉じる。

「無理に起こして悪かったですね、大たい尉い。今度こそ、おやすみ」

「あ……」

　アイラスは解放感を覚えながら、その場にゆっくりと倒たおれこんだ。砕くだけ散った彼の身体が、灰のように風に舞まって空へと還かえっていく。大切に抱だいていた彼の詩集も、粉々に崩くずれてすぐに見えなくなった。幻書の卵の最後だった。

　白衣の男は、握っていた本を少女の左の瞳の中へと差し入れた。

　苦く悶もんの声を洩もらした少女が、再び顔を上げたとき、彼女の左目は元通り眼帯で覆おおわれていた。中央に鍵かぎ穴あなを穿うがった金属製の眼帯で──

「まったく無む駄だ骨ぼねだったわ。ばかみたい。期待させてくれちゃって」

　紅衣の少女が、吐はき捨てるように呟つぶやいて、三葉機の残骸を踏みつけた。そして彼女は、ふと何か思い出したように空を見上げた。早朝の空。漆黒のキャメルが飛び去った方角を見やって、不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるを歪ゆがめる。

「それにしても、あのキャメルのパイロット、いったい何者なのかしら。正当な所有者でもないくせに、未完成とはいえ幻書を読みこなすなんて……まるであなたと同じじゃない、教授」

「だとしたら、面おも白しろいんですけどね」

　教授と呼ばれた白衣の男が、美しく微ほほ笑えんだ。

「会ってみたいな……彼とも。ええ、いつかきっと」

　そう呟く彼の手の中には、一本の鍵が握られていた。

　鍵けん身しんに詩歌の文字を刻んだ、金色の古い鍵が。
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　オイルの焦こげる臭においとともに、格納庫にほのかな光が灯ともった。

　飛行服を着た青年が、ライターで本を燃やしていた。手帳に手書きの文字でしたためた私製の詩集だ。分厚い紙の束は点火するまで時間がかかったが、一度火がつくと燃え尽つきるのは速かった。灰になった詩集が崩れ落ち、彼の足あし下もとにこぼれ落ちていく。

「何をやってるんです、少しよう尉い？」

　青年の背後から、訝いぶかしむような声がした。格納庫の入り口に掃そう除じ用具を持った整備士が立っていた。人ひと懐なつこそうな顔立ちの若い整備士だ。

「何でもないよ。不要品を燃やしていただけだ」

　青年は軽く肩かたをすくめてみせた。

　整備士が、呆あきれたような表情で溜ため息いきをつく。

「格納庫内は火気厳禁ですからね。次からは気をつけてくださいよ。要いらないものがあるなら、自分が焼しよう却きやくしときますから」

「ああ、済まない」

　青年は素す直なおに謝った。狭せまい格納庫の中には、帰き還かんしたばかりの戦闘機の姿があった。漆しつ黒こくのソッピースＦ１キャメル。たしかにこんなところで火を使って、機体に引火したら大変だ。

「それよりも少尉、おめでとうございます」

　格納庫の掃除を始めた整備士が、嬉うれしそうに声をかけてくる。

　青年は不思議そうに彼を見返して、

「何かあったのか？」

「もう、何を言ってるんですか、撃げき墜つい記録、確かく認にんされましたよ。撃墜王エースですよ。しかも少尉が、あの無貌のフエイスレス・亡霊フアントムを撃墜したって噂うわさも聞きましたよ」

　整備士の声は弾はずんでいた。今回の作戦の勝利で、戦せん況きようは連合国軍に大きく優位に傾かたむいている。それが彼の気分を明るくしているのだろう。

「噂なんて、あてにならないさ」

　しかし青年の返事は、素そっ気なかった。つまらなそうな表情で整備士に歩み寄り、ポケットから取り出した小さな包みを無造作に押しつける。

「……なんです、これ」

　受け取った包みを開きながら、整備士は首を傾かしげた。

「不要品。燃やしておいてくれ」

「はあ……って、これ、勲くん章しようじゃないですか!?　少尉……！」

　整備士が声を裏返らせて叫さけんだ。慌あわてて青年のほうを振ふり返る。青年は、彼に背を向けたまま軽く手を振った。

「欲しかったらやるよ。興味ないんだ」

　独り言のように呟いて、青年は遠くを見るような表情を浮うかべた。

　彼の瞳ひとみに、かつての荒すさんだ光はなかった。誰だれ一人寄せつけないような雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた青年を変えたのは、この基地にいた一人の撃墜王だった。しかしその撃墜王も今はもういない。

　今の青年の瞳に映っているのは、どうしようもない孤こ独どくと悲しみの色だった。

「興味ないって、ちょっと、少尉……ディスワード少尉！」

　整備士の若者が、途と方ほうに暮れたような顔で叫び続けている。青年は聞こえないふりをして、そのまま格納庫の外に出た。吹ふきつけてきた乾かわいた風に、目を細める。

「あんなものが欲しくて、空を飛んでたわけじゃない。そうだろう、アイラス？　僕たちは、ただの飛行機乗りなんだから……」

　そう呟いた彼の胸むな元もとには、一本の鍵が揺ゆれていた。

　見上げた空を、幾いく筋もの細い雲が流れていく。







　この年の秋、数千万人という未み曾ぞ有うの死傷者を出して戦争は終わった。

　無貌の亡霊と恐おそれられた灰色の三葉機の存在は、一いつ切さいの公式記録に残っていない──







　あとがき







　まず最初にいつもの注意書きを。

　この作品はフィクションです。実在の人物、団体、そして史実とは一いつ切さい関係ありません──




　そんなわけで、『ダンタリアンの書架』第二巻をお届けします。

　この作品は二〇〇八年十二月現在、雑誌『ザ・スニーカー』で連れん載さい中の連作シリーズを加筆、修正したものに、書き下ろし部分を加えて再構成したものです。

　前巻同様、連載時とは作品の掲けい載さい順序が変わっていることもあり、印象が異なる部分もあるかもしれません。その辺もあわせて楽しんでいただけると嬉うれしいです。

　なお、この作品は各話で完結している連作短編形式です。何かの弾はずみでこの二冊目から先に手に取ってくださった皆みな様さまも、問題なくお楽しみいただけるのではないかと思います。

　どうか安心して、お好きな順番でご覧ください……とか言っちゃうと、第一巻が売れなくなって困ったりするんだろうか（でもホントです）。




　ところで冒ぼう頭とうにも書きましたが、この作品は、「幻書」と呼ばれる架か空くうの書しよ籍せきを巡めぐるファンタジーです。物語の時代設定や、舞ぶ台たいとなっている場所についても、それらを匂におわせる記述はありますが、それが私たちの知っている世界と同じ時代、同じ場所での出来事とは限りません（というか違ちがいます）。ですので、史実と違う、なんて無ぶ粋すいなツッコミについては、当方では責任を負いかねますので、どうかよろしく（まあ、それはそれとして、いろいろ調べて比ひ較かくしてみるのは面おも白しろいのではないかと思います）。




　さて、レギュラーの登場人物が二人だけ、というクソ地味な話である本作ですが、恐おそろしいことに、第一巻発売時に『ダンタリアンの書架』テレビＣＭなるものが作成されて放映されておりました。いちおう担当の編集さんから事前に話を聞いてはいたのですが、夜中にぼーっとテレビをつけてて、いきなり自分の作品のＣＭがテレビで流れ出したときには、さすがにビビりました。予告なしだから恐こわいな、テレビＣＭ。角川スニーカー文庫も侮あなどれません。

　ちなみに（いつまであるかわかりませんが）『ダンタリアンの書架』公式ウェブサイトというのも用意されておりまして、こちらではパソコン用壁かべ紙がみのダウンロードなども可能です。パソコン用のサイトが見られる方は、ぜひ探してみてください。




　それでは最後になりましたが。

　本書の出版にあたっては、本当に多くの方々に力を貸していただきました。毎回、素す晴ばらしいイラストで作品を彩いろどってくださるグリーンウッドのＧユウスケ様と服部代表。担当ナルト氏、ほか、本書の出版にご助力いただいたすべての皆様、ありがとうございました。

　雑誌掲載分や第一巻の感想をくださった皆様も、本当にありがとうございます。なかなか個別にお返事できない状じよう況きようなのですが、めちゃめちゃ励はげみにさせていただいております。

　そしてこの本を手に取ってくださったすべての読者の皆様に最大の感謝を。三雲岳斗でした。
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